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20周年記念2005 1随時勉

麻生太郎 (総務大臣)

づ叶本実 ((財)地域活性化センタ一理事長)

巻頭祝辞 ・二十周年記志に寄せて

ごあいさつ ・創設二十周年を迎えて

20周年記念企画 これからのまちづくり

これからの基礎自治体とまちづくり 大森 捕 (東京大学名誉教授)

地域の価値を高める空間政策 北沢猛 (東京大学大学院教授)

これからのまちづくりに向けた商庖街の課題 石原武政 (大阪市立大学大学院教綬)
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ご
ざ
れ
祭
り

能
登
町
の
柳
田
植
物
公
園
で
八
月
二
十
日
、
町
内

各
集
落
自
慢
の
大
キ
リ
コ
を
一
堂
に
集
め
た

「ご
ざ

れ
祭
り
」
が
行
わ
れ
た
。「
ご
ざ
れ
」
と
は
地
域
の

言
葉
で

「い
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
意
昧
で
、
平
成
四
年

に
旧
柳
田
村
の
住
民
の
手
に
よ
る
地
域
お
こ
し
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
始
ま
っ
た
。
今
年
は
、
合
併
に
伴
い
旧

柳
田
村
以
外
か
ら
も
キ
リ
コ
が
参
加
、
子
供
キ
リ
コ

太
鼓
や
地
元
女
性
で
組
織
す
る
「
Y
A
M
A
B
l
k

O
柳
星
乱
舞
隊
」
の
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
集
ま
っ
た
住
民
を
楽
し
ま
せ
た
。

新
生

・
能
登
町
は
、
能
登
町
、
柳
田
村
、
内
浦
町

の
二
町
一
村
が
今
年
三
月
、
少
子
高
齢
化
時
代
の
到

来
と
多
様
化
す
る
住
民
二
|
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
と
地
方
分
権
の
受
け
皿

づ
く
り
を
目
指
し
、
「
奥
能
量
に
、
ひ
と
・

く
ら
し

が
輝
く、

ふ
れ
あ
い
の
町
」
を
将
来
像
に
掲
げ
て
合

併
、
誕
生
し
た
。
地
域
の
強
い
結
び
付
き
を
背
景
に
、

豊
か
な
自
然
と
歴
史
を
{
寸
り
な
が
ら
、

「生
ま
れ
育

っ
て
よ
か
っ
た
と
生
涯
言
え
る
町
、
住
み
た
い
町
」

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

-文H
沢

・
カ
メ
ラ
H
小
形
又
男

一
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を
超
え
る
団
体
が
育
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
は
、
全
国
各
地
に
ス
ポ
ー
ツ
ご
と
の
拠
点
を
形
成
し
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
地
域
の
再
生
を
推
進
す
る
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業

を
実
施
し
、
す
で
に
三
十
四
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
承
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
地
域
イ
ベ
ン
ト
、
魅
力
あ
る
商
庖

街
づ
く
り
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

全
国
各
地
で
地
域
活
性
化
の
芽
を
育
て
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
活
性
化
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
開
催
や
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
、
月
刊

‘
 
.. 圃

誌
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
事
業
に
よ
り
、

-
F

h・
・
・
圃

全
国
各
地
に
地
域
づ
く
り
の
情
報
を
発
信

g
トョ'
J
M

し
て
お
り
、
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
寄
与

a
J
Nト
U
U

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

E
宅
、1
4
・

・

・

・

地

域

づ

く

り

を

支
援
す
る
総
務
省
と
し

4
・
・

・

て
は
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や

|

|
|

取
り
組
み
は
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
中

で
、
今
後
と
も
地
域
の
発
展
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
各
関
係

団
体
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
の
各
種
事
業
を
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

最
後
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
地
域
主
導
の
地
域
社
会
づ
く
り
に
対

す
る
大
き
な
期
待
に
応
え
、
今
後
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を
展
開
し
、

一
段

と
飛
躍
を
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。
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た
だ
、
こ
の
時
期
に
地
方
行
政
関
係
者
に
と
っ
て
特
筆
す
べ
き
動
き
が

み
ら
れ
た
。
平
成
五
年
六
月
の
衆
・
参
両
国
会
に
お
い
て
「
地
方
分
権
の

推
進
に
関
す
る
決
議
」
と
い
う
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
議
決
が
行
わ
れ
、

地
方
分
権
へ
の
流
れ
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
着
実
に
動
き
始
め
た
。

創
設
一

一
十
周
年
を
迎
え
て

財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
六
十

年
十
月
に
設
立
さ
れ
本
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
る
。

こ
れ
ま
で
、
活
力
あ
ふ
れ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
広
く
各
界
の
知
恵
と
力
を
結
集

す
べ
く
、
地
方
公
共
団
体
と
民
間
企
業
の
全
国
的
な

共
同
組
織
と
し
て
設
置
さ
れ
た
趣
旨
に
沿
っ
て
、
地

域
情
報
の
収
集
・
提
供
、
人
材
の
養
成
、
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援
な
ど
、
各
般

に
わ
た
る
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

設
立
後
し
ば
ら
く
の
聞
は
、
わ
が
国
は
バ
ブ
ル
経

済
に
浸
り
、
ふ
る
さ
と
創
生

一
市
町
村

一
億
円
事
業

が
行
わ
れ
た
り
し
た
が
、
平
成
の
時
代
に
入
っ
て
か

ら
は
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
「
失
わ
れ
た
十
年
」

と
言
わ
れ
る
長
期
停
滞
が
続
く
こ
と
と
な
っ
た
。
従

来
型
の
財
政
金
融
政
策
が
、
十
分
な
成
果
を
上
げ
得
な
い
ま
ま
に
繰
り
返
さ
れ
、
手

詰
り
の
感
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

平
成
十
三
年
四
月
発
足
し
た
小
泉
内
閣
は
、
「
改
革
な
く
し
て
成
長
な

し
」
「
民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」
「
地
方
で
で
き

1
1
1
1
4一
る
こ
と
は
地
方
に
」
の
基
本
方
針
を
掲
げ
、
規
制
緩
和
、

'

E

V

=

金
融
シ
ス
テ
ム
、
税
制
、
財
政
歳
出
に
お
い
て
構
造
改

圃
・
田
W

=

革
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た
。

E
-聞
=

民
需
主
導
に
よ
る
地
域
経
済
の
再
生
は
、
「
規
制
改

・
・
・
・
・
一

革
」
「
構
造
改
革
特
区
(
構
造
改
革
特
別
区
域
法
)
」

・
・
・
・
・3
一

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
地
方
公
共
団
体
や
民
聞
か
ら

・

・

周

一一

規
制
緩
和
に
関
す
る
全
国
規
模
あ
る
い
は
構
造
改
革

・
・
・
・
・
一

特
区
の
提
案
が
毎
年
募
集
さ
れ
、
数
多
く
具
体
化
さ

・

・

・

一

れ
つ
つ
あ
る
。
な
お
不
十
分
と
は
い
え
、
例
え
ば
特

圃
・
・
司
」
一

区
に
お
い
て
公
設
民
営
方
式
に
よ
る
株
式
会
社
の
特

・
・
司

一一

養
ホ
I
ム
経
営
、
株
式
会
社
・

N
P
O
法
人
に
よ
る

・
司

一一

学
校
設
置
、
農
地
貸
し
付
け
方
式
に
よ
る
株
式
会
社

司

一

の
農
業
参
入
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
規
制
の
強
い
福

司

主

祉
、
医
療
、
教
育
、
農
業
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
い

r
pじ
一

て
も
民
間
開
放
の
道
が
聞
か
れ
て
き
て
い
る
。

・
・
・
・
・
一

本
年
度
か
ら
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
機

・
・
・
・
・
一

会
の
創
出
な
ど
を
目
指
し
て
、
「
地
域
再
生
(
地
域
再

・

・

・

一

生
法
)
」
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
人
々
や

・
・
・
・
・
一

民
聞
か
ら
提
案
を
募
り
、
地
方
公
共
団
体
が
策
定
す

る
地
域
再
生
構
想
に
は
、
地
域
再
生
基
盤
強
化
交
付

金
(
道
路
・
農
林
道
、
下
水
道
・
集
落
排
水
・
浄
化
槽
、
港
湾
・
漁
港
)
の

一
括
交

付
や
地
域
再
生
事
業
を
行
う
企
業
に
対
す
る
投
資
の
税
優
遇
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

林

実

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
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園田国園

補
助
対
象
施
設
の
転
用
が
簡
易
と
な
り
、
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
も

有
効
で
あ
る
。
今
後
は
「
特
区
」
と
「
地
域
再
生
」
が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
、
地
域

の
活
性
化
や
再
生
に
弾
み
が
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

国
会
の
地
方
分
権
推
進
決
議
以
降
の
地
方
分
権
へ
の
歩
み
に
は
注
目
す
べ
き
も
の

が
あ
る
。
行
政
制
度
の
面
で
は
、
地
方
分
権
推
進

一
括
法
(
平
成
十
二
年
四
月
施
行
)

に
よ
り
、
固
と
地
方
公
共
団
体
が
分
担
す
べ
き
役
割
の
明
確
化
や
長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
機
関
委
任
事
務
制
度
の
廃
止
、
自
治
事
務
・
法
定
受
託
事
務
へ
の
再
編
成
な
ど

が
図
ら
れ
、
大
き
な
前
進
を
み
た
。
ま
た
、
中
核
市
(
平
成
六
年
)
、
特
例
市
(
同
十
二

年
)
の
制
度
も
創
設
さ
れ
た
。
現
在
は
、
分
権
型
地
方
税
財
政
制
度
の
確
立
を
目
指

し
て
、
国
庫
補
助
金
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
の
三
位

一
体
の
改
革
が
、
真
に
地
方

分
権
に
即
す
る
も
の
に
な
る
か
予
断
は
許
さ
れ
な
い
が
、
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
基
礎
的
自
治
体
の
行
政
体
制

と
す
べ
く
、
市
町
村
の
合
併
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
合
併
特
例
債
な
ど
の
特
例
の
期

限
が
切
れ
合
併
第

一
段
階
の
区
切
り
と
な
る
本
年
三
月
末
時
点
に
お
い
て
、
平
成
十

一
年
三
月
末
に
三
千
二
百
三
十
二
あ
っ
た
市
町
村
は
来
年
三
月
末
に
は
千
八
百
二
十

二
に
な
る
見
込
み
と
判
明
し
た
。
こ
の
結
果
は
「
明
治
の
合
併
」
「
昭
和
の
合
併
」

に
匹
敵
す
る
大
合
併
と
し
て
、
「
平
成
の
合
併
」
の
名
に
値
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

地
域
づ
く
り
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
特

に
、
住
民
に
最
も
身
近
な
総
合
行
政
主
体
で
あ
る
市
町
村
は
、
地
方
分
権
改
革
や
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
を
行
財
政
運
営
に
生
か
し
、
住
民
自
治
・
域
内
分
権
の
拡
充
に
務
め
、

地
域
づ
く
り
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

四

わ
が
国
は
今
、
大
き
な
潮
流
の
変
化
と
重
い
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
早
急
な
対

応
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
は
、
人
口
の
減
少
時
代
の
到
来
で
あ
る
。

二
O

O
六
年
を
ピ

l
ク
に
人
口
が
減
り
続
け
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い

時
代
に
入
り
、
少
子
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
。
そ
の
二
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

一
層

の
進
展
で
あ
る
。
冷
戦
終
結
、
貿
易
自
由
化
、

I
T
化
な
ど
を
背
景
に
、
財
、
資
本
、
情

報
な
ど
の
分
野
で
強
ま
っ
た
固
と
国
の
相
互
依
存
関
係
は
、
全
世
界
・
ブ
ロ
ッ
ク
経

済
闇
レ
ベ
ル
で
、
か
っ
、
人
、
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
ま
す
ま
す
拡
大
、

深
化
す
る
。
そ
の
三
は
、
園
、
地
方
の
財
政
の
極
端
な
悪
化
で
あ
る
。
毎
年
度
多
額
の

財
源
不
足
が
続
き
、
借
入
金
の
累
積
額
は
七
七

O
兆
円
の
巨
額
に
上
る
。
最
早
、
経

済
の
回
復
に
よ
る
税
収
増
程
度
で
は
財
政
再
建
は
不
可
能
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
に
対
処
し
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
に
向
け
て
歳
出
、

歳
入
両
面
で
の

一
体
的
な
改
革
を
進
め
る

一
方
、
少
子
超
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
乗
り
切
る
べ
く
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
や
本
格
的
な
少
子
化
対
策

の
拡
充
に
、
ま
た
、
国
際
競
争
力
の
強
化
や
世
界
に
通
用
す
る
強
い
地
域
産
業
づ
く

り
・
人
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
む
で
あ
ろ
う
。

全
国
の
各
地
方
・
地
域
は
、
財
政
の
立
て
直
し
、
少
子
超
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
影
響
を
大
き
く
受
け
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
新
し
い
時
代
へ
の
転
機
と
と
ら
え
、

む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
転
ず
る
気
構
え
で
、
「
官
・
民
」
が
総
力
を
結
集
し
、
豊
か
で
活
力

の
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
官
か
ら
民
へ
」
「
固

か
ら
地
方
へ
」
の
流
れ
は
、
内
閣
の
変
動
が
あ
っ
て
も
、
今
後
と
も
変
わ
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
各
地
方
公
共
団
体
は
住
民
自
治
団
体
、
地
域
づ
く
り
団
体
、

N
P
O
、
民
間
企
業
な
ど
と
、
そ
し
て
何
よ
り
も
地
域
の
人
々
と
力
を
合
わ
せ
て
、
地

方
主
導
、
地
域
主
導
の
新
し
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
挑
戦
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

当
セ
ン
タ
ー
は
、
激
動
す
る
経
済
社
会
の
情
勢
に
即
応
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
情
報
・
先
進
優
良
事
例
の
収
集
・
提
供
、
地
域
づ
く
り
の
中
核
と
な
る
人
材
養
成
、

地
域
活
性
化
戦
略
の
開
発
研
究
、
地
域
の
逸
品
・
特
産
品
・
観
光
の

P
R
、
商
庖
街
の

振
興
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
拠
点
つ
く
り
・
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
助
成
、
地

域
づ
く
り
団
体
に
対
す
る
支
援
な
ど
に
力
を
注
ぎ
、
豊
か
で
活
力
が
あ
り
住
民
が
住

み
続
け
た
い
と
願
う
地
域
社
会
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
務
め
て
ま
い
り
た
い
。

最
後
に
、
創
設
二
十
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
改
め
て
関
係
各
位
の
こ

れ
ま
で
の
ご
協
力
に
感
謝
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
の

一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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「

れ
大
合
併
」
|
解
消
さ
れ
て
い
く
町
村

「平
成
の
大
合
併
」
を
平
成
十

一

(
一
九
九
九
)
年
の
合
併
特
例
法
改
正
を
起
点

と
す
る
と
、

三
千
二
百
三
十
二
あ
っ
た
市
町
村
数
が
、
同
十
八
年
三
月
末
に
は
千
八

百
二
十
二
に
な
る
と
い
う
。一

九
九

九
年
当
時
は
、

二
千
を
切
れ
ば

一
段

落
だ
と
い
う
観
測
が
国
に
は
あ
っ
た

か
ら
、
大
成
功
と
は
い
え
な
い
ま
で

も
、
総
務
大
臣
の
表
現
で
は
「
大
き

な
成
果
」
が
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

千
八
百
二
十
二
の
内
訳
は
、
七
百

七
十
七
市
、
八
百
四
十
七
町
、
百
九

十
八
村
で
、
人
口

一
万
人
未
満
の
町

村
は
四
百
八
十
八
に
な
る
見
込
み
と

い
う
。
し
か
も
、
合
併
新
法
で
、
国

は
都
道
府
県
知
事
の
勧
告
・
あ
っ
旋

な
ど
を
通
じ
て
、
こ
の
小
規
模
町
村

の
合
併
を
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
か
ら
、
町
村
の
数
は

一
層
減

る
だ
ろ
、
っ
。

町
村
数
が
激
減
す
る
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
地
方
六
団
体
の
中
で
、
全
国
町

村
会
・
町
村
議
会
議
長
会
の
影
響
力

は
当
然
弱
ま
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
対

し
て
市
長
会
・
市
議
会
議
長
会
の
比

重
が
大
き
く
な
る
。
巨
大
な
都
市
化

の
流
れ
は
、
基
礎
自
治
体
の
構
成
を

変
容
さ
せ
つ
つ
あ
る
。

これからの基礎自治体と

りまちづく

行財政改革の実行と

住民自治の強化が両輪に

町
村
の
解
消
を
推
し
進
め
る
合
併
の
背
景
に
は
、
都
市
志
向
の
考
え
方
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
自
治
体
と
し
て
の
町
村
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
自
治
体

と
し
て
の
市
が
増
え
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
市
の
区
域
内
の
地
域
を
見
れ
ば
、

農
山
村
地
域
が
相
当
に
含
ま
れ
る
か
ら
、
合
併
し
て
市
が
増
え
て
い
く
か
ら
と
い
っ

て
農
山
村
地
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
市
と
い
う
基
礎
自
治
体
の
形

態
は
、
も
と
も
と
人
口
規
模
だ
け
で
は
な
く
、
市
街
地
戸
数
や
都
市
型
家
計
の
優
位

を
前
提
に
す
る
か
ら
、
町
村
解
消
は
や
は
り
都
市
社
会
へ
の
志
向
の
強
さ
を
表
し
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

てぞ=r--n

合
併
に
必
要
な
新
た
な
基
礎
自
治
体
を
つ
く
る

自
覚
と
意
欲

東京大学名誉教授

都
市
は
、
人
間
の
脳
が
設
計
し
造
り
出
し
た
も
の

・
人
工
物
で
あ
る

か
ら
、
快
適
で
便
利
で
楽
を
し
た
い
と
い
う
願
望
を
表
現
し
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
限
り
、
多
く
の
人
び
と
を
引
き
付
け
る
。
こ
れ
が
都
市
集

中
の
根
本
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然
と
国
土
の
保
持
と
い
う
や
や

大
局
的
な
目
で
見
る
と
、
農
山
村
が
衰
退
し
て
い
け
ば

a・
・
・

都
市
は
滅
ん
で
い
く
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
o

f--
都
市
の
価
値
尺
度
で
農
山
村
を
測
る
の
は
間
違
い
で
あ

F
4

り
、
そ
の
聞
の
共
生
と
対
流
が
国
土
経
営
の
基
本
で
な

圃
・
・
・

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

.

.

.

.
 

合
併
は
単
に
区
域
を
広
げ
、
器
を
大
き
く
す
る
と
い

.

.

.

.
 

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
基
礎
自
治
体
を
つ
く

・
・
・
圃

る
こ
と
だ
と
い
う
自
覚
と
意
欲
が
な
い
と
、
合
併
後
も

.

.

.

.
 

さ
し
た
る
自
治
体
に
な
ら
な
い
可
能
性
が
強
い
。
真
剣

か
つ
懸
命
に
検
討
し
た
結
果
と
し
て
単
独
行
を
決
め
た

と
こ
ろ
は
、
い
ず
れ
も
徹
底
的
に
身
を
引
き
締
め
た
行
財
政
運
営
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
安
易
に
合
併
に
走
っ
た
と
こ
ろ
は
、
合
併
で
安
心
し
て
し
ま
っ
て
、
タ
ガ
が
緩

む
か
、
従
来
通
り
の
運
営
に
な
り
や
す
い
と
も
い
え
る
。

禰大森
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二
重
の
「
徹
底
」
を
求
め
ら
れ
る
自
治
体

今
、
ど
こ
の
自
治
体
も
、

二
重
の
意
味
で
「
徹
底
」
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方

で
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
住
民
参
画
の
実
行
、
他
方
で
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
実

行
で
あ
る
。
し
か
も
、
「
住
民
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
だ
け
が
担
う
の
で
は
な
い
」
と
い

う
時
代
が
到
来
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
行
政
活
動
を
後
退
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
住
民
自
治
の
強
化
と
住
民
協
働
の
促
進
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
住
民
・
民

間
が
担
う
「
公
共
空
間
の
形
成
」
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
積
極
的
な
意
義
を
持
っ
て

い
る
。
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
国
も
平
成
十
七
年
度
を
起
点
と
し
て
、
同
二
十
年
度

ぐ
ら
い
ま
で
の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
の
策
定
と
公
表
を
「
助
言
」
し
て
い
る
。
改

革
の
断
行
に
際
し
、
行
政
評
価
で
よ
く
使
わ
れ
る
「
住
民
満
足
度
」
と
い
う
発
想
を

改
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

住
民
は
単
な
る
消
費
者
で
は
な
い
。
有
権
者
、
納
税
者
、
参
加
者
と
い
う
面
も
持

っ
て
い
る
か
ら
、
住
民
と
の
関
係
に
お
け
る
行
財
政
運
営
に
関
し
て
は
、
住
民
は
満

足
で
き
な
く
と
も
理
解
し
納
得
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
役
所
・
役
場
が
簡
素
で
無
駄
の
な
い
透
明
度
の
高
い
運
営
の
実

績
を
公
表
し
、
将
来
世
代
に
安
易
に
付
け
を
固
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
、
責
任
あ
る

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化

社
会
の
到
来
を
考
え
れ
ば
、
な
す
べ
き
こ
と
は
ま
だ
相
当
に
あ
る
。

と
同
時
に
、
住
民
自
治
の
強
化
と
住
民
協
働
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
住

民
・
民
聞
が
担
う
行
政
」
(
新
た
な
公
共
空
間
の
形
成
)
の
展
開
に
乗
り
出
す
必
要

が
あ
る
。地

域
自
治
の
強
化
に
よ
る
行
政
の
ス
リ
ム
化
戦
略

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
っ
て
、
基
礎
自
治
体
は

一
定
の
区
域
を
単
位
と
し
、

一
定

の
自
治
権
を
持
つ
「
地
域
自
治
区
」
を
任
意
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
役
所
の
組
織
形
態
で
い
え
ば
分
権
分
散
型
の
基
礎
自
治
体
と
い
え

る
。
あ
る
い
は
地
域
内
分
権
と
も
い
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
タ
イ
プ
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
が
描
き
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
合
併
を
分
権
分
散
型
で
考
え
、

新
た
な
基
礎
自
治
体
の
形
成
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
が
出
始
め
て
い
る
。
折
し
も
、

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
生
活
圏
に
お
け
る
地
域
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
が
よ
り

一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
自
治
を
強
め
て
い
く
に
は
、
個
々
の
住
民
や
地
域
が
で
き
る
こ
と
は
そ
の
自

ら
の
判
断
と
責
任
で
行
い
、
そ
れ
で
も
で
き
な
い
こ
と
を
行
政
が
行
う
と
い
う
よ
う

に
発
想
を
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。一

方
で
地
域
の
自
由
な
判
断
と
智
恵
や

工
夫
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
・
活
動
を
起
こ
し
、
他
方
で
徹

底
的
に
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ
て
い
く
、
こ
れ
が
基
礎
自
治
体
の
地
域
経
営
戦
略

だ
ろ
、
ヮ
。司

「
市
民
分
権
」

の
促
進
に

小
さ
く
と
も
創
意
工
夫
の
事
業
を
地
域
の
老
若
男
女
が

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

き
ず
な

む
。
地
域
が
育
ん
で
き
た
人
と
人
の
粋
(
ソ

I
シ
ヤ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
)
を
断
ち
切

ら
な
い
た
め
に
、
地
域
の
人
々
が
共
に
身
体
を
動
か
し
、
汗
を
流
す
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
や
歳
出
の
縮
小
に
身
を
縮
め
て
、
後
ろ
向

き
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
自
治
体
と
地
域
は
時
代
に
取
り
残
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

「
協
働
」
と
い
う
言
葉
が
自
治
体
の
計
画
・
条
例
な
ど
に
入
り
、
ど
こ
で
も
使
う

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ア
ウ
ト
ソ

l
シ
ン
グ
の
受
け
皿
で
も
、
従
来
以

上
に
物
分
か
り
の
よ
い
協
力
的
な
住
民
を
前
提
に
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
自
治
体
の

関
係
者
な
ど
に
は
、
そ
う
見
な
し
、
緊
縮
財
政
の
折
「
便
利
だ
」
「
都
合
が
よ
い
」

と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
が
、
そ
れ
は
不
見
識
で
間
違
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

住
民
協
働
は

「市
民
分
権
」
の
促
進
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
自
由
な
市
民
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
」

(
N
P
O
法
第

一
条
)
が
、
地
域
社
会
に
新

た
な
公
共
空
間
を
形
成
し
て
い
く
核
心
に
な
る
と
い
う
思
想
表
明
で
も
あ
る
。

極通§ω 20周年記念特別号2005・10月号5 



都
市
再
生
に
方
向
を
与
え
た
ア
ー
バ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ

ア
ー
バ
ン
・
ピ
レ
ッ
ジ
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
聞
い
た
時
に
は
多
少

の
違
和
感
を
覚
え
た
が
、
こ
の

『都
市
の
な
か
の
村
」
構
想
は
、

一
九

人

0
年
代
に
米
国
の
荒
廃
し
た
都
市
再
生
に
大
き
な
方
向
を
与
え
て
い

た
。
断
片
化
し
た
都
市
や
地
域
に
欠
け
て
し
ま
っ
た
要
素
を
補
い
、
人

間
生
活
の
全
体
像
を
都
市
や
町
に
回
復
し
よ
う
と

い
う
運
動
で
も
あ
っ
た
。
モ
デ
ル
は
か
つ
て
の
小

さ
な
村
や
町
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
生
活
に
必
要
な

も
の
が
す
べ
て
そ
ろ
い
、
か
つ
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
文
化
が
持
続
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
評
価

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
で
も
近
代
以
前
の
町
や
都
市
で
は
、
自
然

と
の
共
生
や
伝
統
的
な
産
業
を
中
心
に
し
た
環
境

循
環
な
ど
、
高
度
な
持
続
性
が
生
み
出
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
を
含
め
地
域
社
会
の
持
続
性
も
あ
る

程
度
高
い
水
準
で
維
持
さ
れ
て
き
た
。
『
都
市
の

な
か
の
村
』
構
想
は
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
、
そ

の
後

『環
境
都
市
計
画
」
(
ニ
ュ

l
・
ア

l
パ
ニ

ズ
ム
)
と
い
う
理
念
や
方
式
に
集
約
さ
れ
て
い
っ

た
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
、
つ
ま
り
歩
行
者
空
間

を
中
心
に
高
効
率
的
な
都
市
を
目
標
と
し
た
環
境

志
向
の
運
動
と
な
り
、
広
く
展
開
し
た
。
ま
た
、

E
U
諸
国
に
お
い
て
も
、
「
自
然
、
人
間
そ
し
て

地
球
」
と
い
う
環
境
総
体
に
関
す
る
政
策
が
充
実

さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
国
を
越
え
た
広
域
あ

る
い
は
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
自
然
地
域
と
農
村

地
域
を
包
含
し
た
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
産
業
な
ど

地域の価値を高める

空間政策

6 

の
人
間
活
動
と
交
通
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
、
居
住
と
い
う
空
間
全
体
を

と
ら
え
た
政
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。

20周年記念特別号拙~勉 2005・10月号
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成
長
管
理
か
ら
空
間
政
策
へ
の
展
開

開
発
を
抑
制
す
る

『成
長
管
理
政
策
」
(
グ
ロ

l
ス
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
)
か
ら
、
産
業
活
動
を
含
め
た

「空
間
政
策
」
(
ス
ベ
イ
シ
ヤ

ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
)
へ
と
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
日
本
に
お

い
て
も
環
境
志
向
の
資
源
政
策
や
交
通
政
策
な
ど
が
話
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
小
手
先
で
は
解
決
で
き
ず
に
長
い
時
間
を
か
け
、
空
間
の

利
用
自
体
を
見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
度
成
長
期
以
後
、

都
市
周
辺
あ
る
い
は
農
村
地
域
に
お
い
て
も
市
街
地
は
拡
散
し
、
効

率
的
な
運
営
が
で
き
る
構
造
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
で

「長
期
に
わ
た
る
都
市
政
策
』
は
、
近
年
の
行

.

.

.
 
政
改
革
で
は
見
失
わ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
社
会
そ
し
て

.

.

.
 
縮
減
す
る
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
拡
散
的
な
空
間
構
造
は

・
聞
J

長
期
的
に
は
よ
り
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
例
え
ば

・
・
圃
道
路
・
下
水
や
学
校
な
ど
の
社
会
基
盤
施
設
の
維
持
、
あ

u・
・

る
い
は
介
護
医
療
な
ど
の
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
と
い
っ

-
-
-

た
問
題
で
あ
る
。
現
在
で
も
中
山
間
地
域
で
は
深
刻
な
問

咽
冒
量
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
そ
う
時
間
も
た
た
ず
に
あ

門
ぃ
~

ら
ゆ
る
都
市
郊
外
、
そ
し
て
東
京
に
お
い
て
も
解
決
の
糸

1
J』

口
さ
え
な
く
な
る
問
題
と
な
る
。

証
置
圃
こ
れ
は
緊
急
的
な
課
題
で
あ
り
、
生
活
の
あ
り
方
や
真

の
豊
か
さ
を
目
標
と
す
る

『空
間
計
画
』
を
立
案
し
、
空

間
利
用
の
厳
し
い
規
制
に
よ
り
、
都
市
や
地
域
の
構
造
を
再
編
す
る
こ
と
が
ど
う
し

て
も
必
要
で
あ
る
。
固
と
地
方
に
お
け
る
財
政
難
か
ら
空
間
的
な
整
備
に
対
す
る
投

資
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
こ
の
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
改
造
し
て
い
く
政
策

が
な
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
限
界
ま
で
そ
う
猶
予
が
な
い
の
で
あ
る
。



EE園冨置霊園lL&量姐屋監璽蓋筆宣盟・

E
U諸
国
で
行
わ
れ
た
「
創
造
都
市
構
想
」

「
創
造
都
市
構
想
」
(
ク
リ
エ
イ
テ
イ
ブ
・
シ
テ
ィ
)
は
、

一
九
九

0
年
代
後
半
か

ら
E
U
の
諸
都
市
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
都
市
づ
く
り
の
新
し
い
傾
向
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
都
市
生
活
の
目
的
と
し
て
文
化
が
着
目
さ
れ
て
い
る
。
文
化
を
中
心
に

人
が
集
ま
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
維
持
さ
れ
、
ま
た
観
光
な
ど
の
産
業
と
結
び
、

I
T
(情
報
技
術
)
や
メ
デ
ィ
ア
、
映
画
な
ど
の
娯
楽
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
製
造
へ
と

つ
な
が
る
産
業
的
な
連
関
も
生
み
出
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、

都
市
が
本
来
持
っ
て
い
た
役
割
に
再
度
注
目
が
集
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
質
的
な
非
成
長
縮

i
i
-
、Wi
t
t
-
-

減
社
会
そ
し
て
環
境
の
時
代
に
入
っ
て
い

喧
語
、

，
A
M

崎
両E
1

・L
岨
畑

¥

喧，.除
、4且
で
‘
h
t
・十

内
川
哲
『
A

」
-二
H
t
幽
圃

Z
E
b
-
-
田

」

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
の
動
向
と
評

貯

MJ
り
史
編
早
川南
閣
匝
圃
同
同
ト

価
は
欧
米
も
日
本
も
今
だ
に

「成
長
の
神

間
限

鋪

器

問

矧

削

園

調
伽

話
」
が
続
い
て
い
る
。「
開
発
」
(
デ
ベ
ロ

暗

躍

属

醤

圃

商

品

園
嗣
綱
同
酌
ド
ヲ

サ
一

--JMtuu劉
副
園
田
園
野
叩
仰

vzι
岬

P

ツ
プ
メ
ン
ト
)
と
言
う
概
念
は
、
戦
後
に

理

単

語

菌

防

眠

米
国
が
普
及
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
価

・
・
聞
F
LI
H
E
Eh
-
-四
可
U
PF

値
観
を
世
界
的
な
規
模
に
拡
大
し
基
準
化
し
た
。
米
国
型
(
欧
米
型
)
価
値
観
が
浸

透
し
て
き
た
が
、
中
で
も
日
本
は
、
「
列
島
改
造
」
「
所
得
倍
増
」
「
住
宅
団
地
」
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
策
と
し
て
「
世
界
開
発
」
を
支
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

日
本
は
、
独
自
の
風
土
や
文
化
に
基
づ
く
価
値
に
よ
り
、
さ
ら
に
地
域
の
価
値
に

基
づ
き
進
む
べ
き
方
向
や
目
標
の
設
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
開
発
か

ら
真
の
豊
か
さ
を
開
発
す
る
目
標
へ
と
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然
環
境
を
ど

れ
だ
け
残
せ
る
か
、
自
然
を
ど
れ
だ
け
再
生
で
き
る
か
、
さ
ら
に
は
自
然
を
楽
し
む

生
活
が
で
き
る
か
と
い
う
発
想
へ
切
り
替
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

目
標
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
都
市
や
地
域
の
今
日
ま
で
の
形
成
過
程
を
知

り
、
そ
こ
に
「
地
域
価
値
」
を
認
識
す
る
こ
と
が
第

一
歩
で
あ
る
。

経
済
開
発
の
た
め
、
「
歴
史
的
な
文
化
的
な
そ
し
て
自
然
的
な
資
源
」
に
対
し
て
は

冷
酷
な
時
代
が
続
い
た
。
近
代
以
前
、
日
本
の
地
域
は
環
境
や
文
化
な
ど
生
活
全
体

に
お
い
て
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
た
わ
け
で
、
そ
の
気
候
や
風
土
に
合
っ
た
「
空

間
の
様
式
」
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
特
に
自
然
と
の
調
和
や
集
団
と
し
て
の
調
和
は
、

高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
と
風
景
、
町
並
み
や
景
観
、
建
築
と
庭
、
そ

の
空
間
で
営
ま
れ
る
伝
統
的
な
産
業
や
文
化
、
祭
り
が
地
域
づ
く
り
の
カ
ギ
で
あ
る
。

「
空
間
計
画
」
に
よ
り
地
域
再
生
へ

水
際
や
山
際
と
い
っ
た
「
際
」
の
空
間
な
ど
、
わ

れ
わ
れ
の
独
自
の
空
間
に
対
す
る
感
性
や
理
念
を
基

に
、
長
い
時
間
を
か
け
て
取
り
組
む
「
地
域
の
再
生

へ
の
道
」
が
今
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
道
筋
を
示
す
も
の
が
「
空
間
計
画
」
と
言
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
国
土
や
地
域

を
、
再
度
人
間
の
た
め
に
自
然
の
た
め
に
最
適
な
空

間
と
し
て
再
生
す
る
に
は
、
膨
大
な
時
間
と
労
力
が
か
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
わ
れ
わ
れ
は
よ
う
や
く
た
ど
り
着
い
た
の
で
あ
る
。

地
域
再
生
の
た
め
の
計
画
や
政
策
、
そ
し
て
技
術
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
例
え
ば
重
要
な
地
域
資
源
の
保
存
・
再
生
に
用
い
ら
れ
て
い
る
国
家
的
な
費

用
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
目
指
す
べ
き
目
標
設
定
の

た
め
に
、
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
、
多
く
の
市
民
や
企
業
が
参
画
し
、

「空
間
計

画
』
を
立
案
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
日
本
空
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
と
し

て
、
国
が
予
算
化
し
て
で
も
全
国
で
同
時
に
進
め
ら
れ
、
多
く
の
議
論
や
戦
略
が
活

性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
こ
に
新
し
い
公
共
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
の

で
あ
り
、
こ
の

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す
る

「空
間
政
策
」
、
そ
し
て
人
間
生
活
の

長
期
的
な
展
望
と
戦
略
を
基
に
す
る

「公
共
投
資
」
の
新
し
い
枠
組
み
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

「亜細亜的な空間と持続可能主開発1・
* 
二
O
O
四
年
中
国
新
都
市
計
画
国
際
競
技
設
計
最
優
秀
案
北
沢
猛
+
東
京
大
学
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一「

に
ぎ
わ
い
を
喪
失
し
た
商
庖
街

これからの

りに向けた

商応街の課題

商
庖
街
に
流
通
政
策
の
光
が
当
た
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、

一
九
九

0
年
代
の
初
め
で
あ
っ

た
。
商
庖
街
の
景
況
感
が
悪
化
し
、
中
心
商
庖

街
に
も
空
き
底
舗
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
国
は
商
庖
街
を
政
策
の
受
け
皿
機
関
と
認

定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
策
に
乗
り
出
し

た
。
自
治
体
も
独
自
に
空
き
庖
舗
対
策
を
模
索

し
た
。
そ
の
中
か
ら
家
賃
補
助
制
度
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
制
度
な
ど
、
新
し

い
支
援
方
法
も
開
発
さ
れ
て
き

・
・
・
圃

た
。
実
際
、
こ
れ
ら
は
急
速
に
全

.

.
 祖
国

国
に
広
が
り
、
多
く
の
都
市
で

一

・
聞
幽

E

定
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
し
か

--
z
E

し
、
そ
れ
で
も
商
庖
街
活
性
化
の

-
-
-
-
-

決
め
手
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

空
き
庖
舗
は
商
庖
街
の
「
内
な
る
敵
」
と
み
な
さ

れ
る
が
、
そ
れ
と
戦
う
に
し
て
も
そ
れ
だ
け
の
基
盤

が
欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
近
隣
型
商
底
街
の

場
合
、
周
辺
の
人
口
が
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
。
大
型
底
の
出
庖
が
影
響
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
周
辺
の
住
民
が
大
幅
に
減
少
し
た
り
、
高
齢

化
が
進
ん
で
購
買
力
が
減
少
す
る
と
、
そ
の
影
響
を

直
接
に
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。

中
心
部
の
商
底
街
の
場
合
は
、
や
や
事
情
は
異
な
る
が
、
そ
れ
で
も
居
住
人
口
が

減
り
、
行
政
や
文
化
施
設
な
ど
の
都
市
機
能
が
郊
外
に
移
転
し
、
商
業
以
外
の
集
客

施
設
が
奪
わ
れ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
商
庖
街
が
独
自
に
集
客
す
る
こ
と
も
不
可
能

まちづく

で
は
な
い
に
し
て
も
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
る
。
商
底
街
は
真
綿
で

首
を
絞
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
を
喪
失
し
て
い
っ
た
。

引い
ず
れ
の
場
合
も
、
商
庖
街
を
支
え
て
き
た
社
会
的
な
基
盤
が
揺
ら
い
で
き
た
の

だ
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
商
庖
街
の
側
の
努
力
は
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
問
題
は
商
庖
街
の
努
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
商
底

街
の
衰
退
は
、
都
市
そ
の
も
の
、
地
域
そ
の
も
の
が
活
力
を
失
っ
て

き
た
こ
と
の
反
映
で
は
な
い
の
か
。
商
庖
街
が
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
そ
れ
が
立
地
す
る
都
市
や
地
域
が
活
力
を
取
り
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
考
え
た
時
、
商
庖
街
の
活
性
化
は
単
な
る
商
業
問
題
で
は
な

く
、
そ
れ
を
支
え
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
に
目
を
向
け
る
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
が
「
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
さ
ま
ざ
ま

な
関
係
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
込
め
て
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、

商
業
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
小
売
業
が
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
半
面
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
は
成
り
立
ち
得

な
い
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
は

商
業
問
題
で
は
あ
っ
て
も
、
単
な
る
商
業
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

大阪市立大学大学院教授

石原武政

商
脂
街
の
活
力
を
取
り
戻
す
「
ま
ち
づ
く
り
」

地
域
と
商
庖
街
の
支
え
合
う
関
係
の
確
立

こ
う
言
う
と
、
商
底
街
は
都
市
や
地
域
に
対
し
て
も
っ
ぱ
ら
受
け

身
で
し
か
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
の
が
こ
こ

で
の
本
意
で
は
な
い
。
商
庖
街
は
た
だ
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
利
用
し

て
商
売
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
商
売
が
営
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
を
集
め
、

に
ぎ
わ
い
を
つ
く
り
だ
す
。
あ
る
い
は
、
か
つ
て
「
人

0
年
代
の
流
通
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
周
辺
に
良
好
な
商
庖
街
が
あ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
住
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民
の
生
活
環
境
が
変
わ
っ
て
く
る
。

都
市
な
い
し
地
域
と
商
庖
街
、
両
者
の
問
に
支
え
合
う
関
係
が
成
立
し
て
い
た
時

に
は
、
正
の
循
環
が
働
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
歯
車
が

一
歩
狂
う
と
、
負
の

循
環
が
働
き
始
め
、
両
者
は
足
を
引
っ
張
り
合
う
関
係
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ

を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
の
で
は
、
商
庖
街
が
ダ
メ
に
な
る
ば
か
り
か
、
都
市
や
地
域

社
会
も
お
か
し
く
な
る
。
も
は
や
か
つ
て
の
よ
う
な
正
の
循
環
を
取
り
戻
す
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
て
も
、
せ
め
て
負
の
循
環
を
断
ち
切
り
、
正
の
方
向
に
向
か
っ
て
歯

車
を
回
す
努
力
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、
そ
の
た
め
の
第

一
歩
を
商
庖
街
を
支
え
る
基
盤
の
再
点
検

に
求
め
た
。
そ
し
て
今
、
時
代
は
着
実
に
そ
れ
を
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、

大
型
庖
を
中
心
と
し
た
郊
外
開
発
は
ま
だ
ま
だ
後
を
絶
た
な
い
。
し
か
し
、
人
口
が

減
少
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
い
つ
ま
で
も
郊
外
開
発
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

で
は
な
い
こ
と
は
、
多
く
の
人
々
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
郊
外
開
発
そ
の
も
の

が
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
人
口
も
、
都
市
部
で
は
中
心
部
へ
の
回

帰
が
確
実
に
起
き
始
め
て
い
る
。
ま
だ
か
す
か
で
は
あ
る
が
、
歯
車
は
確
実
に
正
の

方
向
に
回
り
始
め
た
と
い
っ
て
よ
い
。

商
庖
街
の
組
織
運
営
見
直
し
と
共
同
事
業
の
展
開

一
九
九

0
年
代
の
は
じ
め
、
商
庖
街
が
流
通
政
策
の
対
象
と
な
っ
た
時
、
商
庖
街

と
い
う
組
織
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。
一

つ
一
つ
の
庖
舗
は
小
さ
く
て
も
、
そ
れ
ら
が

力
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
魅
力
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
は
戦
前

か
ら
の
悲
願
に
も
似
た
思
い
で
あ
っ
た
。
空
き
底
舗
を
「
内
な
る
敵
」
と
し
た
の
も

そ
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
業
種
は
も
ち
ろ
ん
、
規
模
も
理
念
も
違
う
商
人

を
前
提
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
合
意
形
成
を
し
、
組
織
と
し
て
の
行
動
を
実
現

さ
せ
る
の
か
。
多
く
の
議
論
は
そ
こ
に
集
ま
っ
た
。
私
自
身
も
、

全
員
参
加
、

全
員

一
致
、
負
担
の
平
等
と
い
っ
た
従
来
の
組
織
運
営
原
則
を
大
胆
に
見
直
す
こ
と
を
提

案
し
た
。

確
か
に
、

そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
せ
た
商
庖
街
も
あ
っ
た
。
現
場

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
な
お
多

く
の
商
店
街
で
は
組
織
を
動
か
す
力
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
改
め
て
、
個
庖
の
魅
力
度
を
強
調
す
る
声
が
強
く
な
っ
た
。
共
同
事
業
を
す
る

と
い
っ
て
も
、
商
庖
街
は
し
ょ
せ
ん
個
庖
の
集
ま
り
な
の
だ
。
魅
力
の
な
い
個
庖
が

集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
か
新
し
い
魅
力
が
創
出
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
共
同
事

業
は
魅
力
的
な
個
庖
が
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
威
力
を
発
揮
す
る
。

「
一
底
逸
品
運
動
」
は
こ
の
こ
と
を
強
調
し
て
、
共
同
事
業
に

一
石
を
投
じ
た
。

可弓1
個
性
と
魅
力
を
打
ち
出
す
経
営
体
へ
の
脱
皮

そ
し
て
今
、
も
う

一
つ
新
た
な
動
き
が
現
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
共
同
事
業
は
ア

ー
ケ
ー
ド
や
カ
ラ

l
舗
装
と
い
っ
た
環
境
整
備
事
業
で
も
、
大
売
り
出
し
ゃ
ス
タ
ン

プ
・
カ

l
ド
な
ど
の
販
促
事
業
だ
け
で
は
な
い
。
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
商
庖
街
が

一
つ
の
経
営
体
と
し
て
、
理
念
を
掲
げ
、
商
庖
街
そ
の
も
の
の
個
性
と
魅
力
を
打
ち

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
も
ま
た
、
「
横
の
百
貨
庖
」
を
目
指
し
た
戦
前
以
来

の
悲
願
に
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
現
実
に
踏
み
出
そ
う
と
す
る
動
き
が

現
れ
て
い
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
管
理
・
運
営
方
式
に
学
ぼ
う
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
、

一
つ
一
つ
の
庖
舗
が
輝
い
て
い
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
商
庖
街
の
足
元
を
も
う

一
度
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
、
は
る
か
遠
く
か
ら
消
費

者
を
引
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
現
実
的
に
可
能

な
客
層
を
求
め
、
そ
れ
に
自
ら
を
適
合
さ
せ
る
し
か
方
法
は
な
い
。
し
か
し
、

実
は

こ
れ
が
も
っ
と
も
困
難
な
課
題
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

果
た
し
て
、
商
脂
街
の
各
庖
舗
を
そ
の
方
向
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
空
き

庖
舗
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
今
ま
で
の
仲
間
と
別
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、
庖
舗
の

交
代
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
課
題
は
多
く
、
道
は
険
し
い
。
し
か
し
、
そ

の
中
に
こ
そ
、
商
庖
街
が
長
い
取
り
組
み
を
通
し
て
蓄
積
し
て
き
た
問
題
解
決
の
指

針
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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〔
北
海
道
遺
産
構
想
推
進
協
語
会
〕

ま
ち
の
宝
物
活
用
し
て
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
展
開

A
V
北
海
道
の
未
来
に
向
け
た
「
資
産
」
を
発
掘

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
北
海
道
な
ら
で
は
の
宝
物

北
海
道
遺
産
。
豊
か
な
自
然
や
北
海
道

E
HI
l

l

に
生
き
て
き
た
人
々
の
歴
史
、
文
化
、

闘
い

圃
・
・

生
活
・
産
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
有
形
無

唄

.

.

.

.
 

形
の
価
値
の
中
か
ら
、
平
成
十
三
年
十

d

・
・
・

月
の
第

一
回
選
定
で
二
十
五
件
、
同
十

石

.

.
 

六
年
十
月
の
第
二
回
選
定
で
二
十
七
件

一
的

a

・

が
選
定
さ
れ
、
合
計
で
五
十
二
件
の
北

一
柳

也
圃
・

海
道
遺
産
が
誕
生
し
て
い
る
。

一
↓

踊
圃
・

一ア
"“..... 

北
海
道
遺
産
構
想
と
は
、
ま
ち
の
宝

一
↓

4
園
・
・

物
に
気
付
き
、
そ
れ
を
守
り
、
磨
き
、

一
例

圃
圃
・

活
用
す
る
過
程
で
、
地
域
の
元
気
や
魅

一U

圃
・
・

力
の
種
を
夏
、
地
域
づ
く
り
、
人
づ

高

4

・

く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
運
動
で
あ
る
。
一
蹴

圃
・

「
遺
産
」
と
言
う
と
過
去
の
も
の
と
の

同

1

.

.
 

イ
メ
ー
ジ
が
広
が
り
が
ち
だ
が
、
北
海
道
遺
産
は
未
来
へ

向
け
た
「
資
産
」
で
あ
り
、
北
海
道
の
新
し
い
魅
力
を
創

造
す
る
も
の
で
あ
る
。

選
定
に
当
た
っ
て
は
、
美
し
き
ゃ
学
術
的
価
値
な
ど
の

客
観
的
価
値
に
加
え
、
候
補
に
対
す
る
地
域
の
「
思
い
入

れ
」
と
い
う
主
観
的
価
値
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

• 伊
田
行
孝

事
務
局

活
用
し
て
こ
そ
の
北
海
道
遺
産
と
い
う
構
想
の
根
源
的
な

趣
旨
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
第

一
回
選
定
で
は

一
万
六
千

通
、
第
二
回
選
定
で
は
九
千
通
を
超
え
る
北
海
道
遺
産
候

4
2

・EE
E
補
が
寄
せ
ら
れ
、
道
民
の
意
見
募
集
や
選

よ~・
・
・
・

定
委
員
に
よ
る
現
地
調
査
な
ど
を
経
て
、

F
・
・
・
・
地
域
の
熱
意
や
実
行
力
な
ど
を
確
認
し
な

管
畠
・
・
・
が
ら
選
定
が
進
め
ら
れ
た
。

'E圃圃
・

選

定
さ
れ
た
中
に
は
、
自
然
や
建
造
物

閣
官

a・
・
・
の
ほ
か
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
の
食
文
化
、

岡
阿
凶
・
・
昭
和
新
山
雪
合
戦
大
会
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

巴
阿
国
園
ト
、
北
海
幹
線
用
水
路
な
ど
あ
ま
り
知
ら

「遁
咽
E
・
圃
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
。
そ

z・
・
司

幽
の

一
つ
一
つ
に
は
、
美
し
い
自
然
を
守
つ

冨
田
町

、
岨
て
き
た
人
々
の
地
道
な
努
力
や
厳
し
い
冬

圃
泊

q

~与

の
生
活
を
楽
し
さ
に
変
え
る
工
夫
、
豊
か

'
寸
γ穏

な
大
地
を
支
え
る
陰
の
功
労
者
と
い
っ
た

-
Jl
協
艇

よ
う
に
、
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い

北
海
道
な
ら
で
は
の
「
物
語
」
が
あ
ふ
れ
で
い
る
。

A
V
企
業
の
商
晶
開
発
や
遺
産
め
ぐ
り
ツ
ア
l
の
取
り
組
み
も

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
は
、
こ
う
し
た
地
域
の
宝
物
を
も

っ
と
知
ろ
う
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
パ
ネ
ル
展
の
開
催
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
、
特
産
品
の
開
発
や
学
習
の
場

で
の
活
用
な
ど
、
実
に
個
性
豊
か
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
民
間
企
業
や
団
体
の
問
で
、

こ
の
構
想
に
賛
同
す
る
北
海
道
遺
産
応
援
団
が
設
立
さ

れ
、
当
協
議
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
活
動
に
お
い
て
北
海
道
遺
産
を
テ
l
マ

と
し
た
テ
レ
ビ
番
組
制
作
や
商
品
開
発
、
ツ
ア
l
企
画
な

ど
も
進
ん
で
お
り
、
地
域
と
官
民
が
支
え
合
い
な
が
ら
の

取
り
組
み
と
な
っ
て
き
た
。

北
海
道
遺
産
を
め
ぐ
る
ツ
ア
l
は
、
炭
鉱
遺
産
で
は
元

炭
鉱
マ
ン
が
、
ニ
シ
ン
街
道
で
は
往
時
の
ニ
シ
ン
漁
を
知

る
人
が
、
体
験
に
基
づ
い
た
臨
場
感
あ
る
解
説
を
し
て
評

判
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
従
来
は
観
光
資
源
に
な
る

と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
に
ツ
ア
ー
や
個
人
観
光
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
地
域
の
誇

り
と
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

A-地域
で
掘
り
起
こ
す
「
ま
ち
の
自
慢
づ
く
り
」
を
推
進

今
、
私
た
ち
は
「
ム
ラ
の
遺
産
」
と
い
う
新
し
い
展
開

を
考
え
て
い
る
。
北
海
道
遺
産
の
選
定
過
程
で
、
た
く
さ

ん
の
宝
物
に
出
会
い
、
地
域
の
熱
い
思
い
に
触
れ
て
き
た
。

選
定
さ
れ
な
か
っ
た
候
補
が
選
定
さ
れ
た
五
十
二
件
に
比

べ
て
、
劣
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
候
補

に
は
地
域
や
ま
ち
の
歴
史
・
文
化
に
根
付
い
た
も
の
が
多

く
、
そ
こ
に
優
劣
が
あ
る
は
ず
も
な
い
。

北
海
道
遺
産
に
選
定
さ
れ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、

地
域
の
宝
物
を
も
う

一
度
、
地
域
の
視
点
か
ら
、
地
域
の

人
々
に
よ
っ
て
掘
り
起
こ
す
呼
び
掛
け
を
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
「
ま
ち
の
自
慢
づ
く
り
」
で
あ
る
。
わ
が
ま
ち

の
宝
物
を
誇
り
に
し
、
自
慢
し
、
地
域
づ
く
り
の
材
料
と

す
る
地
域
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ
と
で
、
北
海
道
の
魅

力
は
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

10 2005・10月号20周年記念特別号 磁路勉



品

本
州
最
北
端
で
展
開
す
る
若
者
の

"
縁
。
つ
く
り
“
活
動

船
待
ち
の
ラ
イ
ダ
ー
ま
で
巻
き
込
む
。

A

マ
全
国
の
注
目
を
集
め
た
「
マ
グ
ロ
一
筋
」

T
シ
ャ
ツ

そ
し
て
昨
年
、
ア
テ
ネ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
火
が
付
き
、

全
国
的
に
注
目
を
集
め
た
の
が
「
マ
グ
ロ

一
筋」

T
シ
ャ

ツ
。
当
町
出
身
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
・
柔
道
九
十
キ
ロ
級
の

泉
浩
選
手
の
応
援
団
が
、
堂
々
と
「
マ
グ
ロ

一
筋
」
を
着

て
行
っ
た
こ
と
が
全
国
的
な
話
題
と
な
っ
た
。
こ
の
オ
リ

ジ
ナ
ル

T
シ
ャ
ツ
の
企
画
・
販
売
は
、
四
年
前
か
ら
「
大

間
T
増
殖
計
画
」
と
称
し
て
、
大
聞
の
ゲ
リ
ラ
的
P
R
の

た
め
に
進
め
て
き
た
。

こ
の

T
シ
ャ
ツ
姿
で
思
わ
ず
目
立
つ
場
所
に
出
て
行
き

た
く
な
る
人
を
「
ゾ

l
シ
ヨ
(
増
殖
)
ツ
カ

l
」
と
名
付

け
、
そ
の
証
拠
写
真
を
大
募
集
。
新
婚
旅
行
の
ハ
ワ
イ
あ

り
、
富
士
山
の
頂
上
あ
り
、
南
極
の
昭

和
基
地
あ
り
と
い
う
証
拠
写
真
は
、
ホ

ー
ム
ベ

l
ジ
上
で
公
開
。
毎
年
最
も
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
っ
た
人
を
「
ベ
ス
ト
・

ゾ
1
シ
ヨ
ツ
カ
l
」
と
し
て
認
定
・
表

，F
教
育
委
員
会
総
務
課

主事

・

菊
池
良

の
縁
づ
く
り
の
「
場
」
と
な
っ
た
。

-V若者
が
ま
ち
お
こ
し
"
ゲ
リ
ラ
集
団
“
を
結
成

av
「
面
聞
か
る
心
」
で
ふ
る
さ
と
を
耕
す

平
成
十
二
年
に
放
送
さ
れ
た

N
H
K
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
私
の
青
空
」
。
地
元
大
聞
が
こ
の
ド
ラ
マ
の
舞
台
に
選
ば

れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て

「自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
で
、
面
白
が
れ
る
こ
と
を
や
っ

て
い
こ
う
!
」
と
、

二
十
1
三
十
代
の
有
志
で
結
成
さ
れ

た
の
が
、
ま
ち
お
こ
し
"
ゲ
リ
ラ
集
団
“
「
あ
お
ぞ
ら
組
」

で
あ
る
。

自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
が
生
か
せ
る
メ
デ
ィ

ア
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
選
択
。
本
州
の
突
端
と
い

う
地
理
的
ハ
ン
デ
ィ
を
逆
手
に
取
り
、
大
聞
の
言
葉
で、

大
関
に
い
る
人
の
顔
が
見
え
、

大
聞
に
い
る
か
ら
こ
そ
知
り

得
る
地
域
情
報
に
こ
だ
わ
っ

て
発
信
を
始
め
た
。
こ
の
時

に
ス
タ
ー
ト
し
た
ホ

1
ム
ペ

ー
ジ
「
な
ま
な
ま
大
開
通
信
」

が
、
町
の
人
、
故
郷
を
離
れ
て

暮
ら
す
人
、
観
光
客
、
大
間
フ

ァ
ン
、
面
白
が
り
た
い
人
、
あ

お
ぞ
ら
組
に
共
感
す
る
人
な

ど
を
つ
な
い
で
い
く
、
独
自

外
へ
の
発
信
が
内
を
元
気
に
す
る
と
の
確
信
か
ら
、
町

の
人
た
ち
も
次
々
に
巻
き
込
み
、
現
在
、
登
場
す
る
町
民

数
は
三
百
人
以
上
。
ホ
ー
ム
ベ

1
ジ
の
累
計
閲
覧
数
は
五

年
で
三
十
三
万
ア
ク
セ
ス
を
超

え
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
メ
デ
ィ

ア
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
あ
お
ぞ
ら
組
で
は
「
面
白

が
る
心
」
で
ふ
る
さ
と
を
耕
す

活
発
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
っ
て

き
た
。

夏場をメインに実施しているフェリー客歓送迎の旗振

彰
し
て
き
た
。

全
国
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

「
マ
グ
ロ

一
筋
」
は
、
わ
が
町
に
対
す

る
「
誇
り
」
や
「
意
気
込
み
」
の
象
徴

で
あ
り
、
あ
お
ぞ
ら
組
が
大
切
に
し
て

い
る
「
面
白
が
る
心
」
の
象
徴
で
も
あ

る
。
地
域
の
知
的
資
産
と
も
な
っ
た

「
マ
グ
ロ

一
筋
」
を
育
て
な
が
ら
、
今

後
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
縁
を
生
か

し
、
こ
の
突
端
の
町
か
ら
さ
ら
に
面
白
い
こ
と
、
話
題
に

な
る
こ
と
、
元
気
が
出
る
こ
と
を
仕
掛
け
て
い
き
た
い
0

7
芹
明
¥
¥巧
当
者
な
目
。

P
Z甘
¥，E
B
g包
囲
山
¥

諸政事匂 20周年記念特別号

例
え
ば
「
旗
振
り
ウ
エ
ル
カ

ム
活
動
」
。
本
州
最
北
端
の
大

聞
は
函
館
と
フ
ェ
リ
ー
で
結
ぼ

れ
て
い
る
。
夏
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
、
漁
師
ハ
チ
マ
キ
に
大
漁
旗

を
持
っ
て
フ
ェ
リ
ー
埠
頭
に
出

動
。
大
聞
を
訪
れ
る
お
客
に
向

け
て
「
よ
ぐ
来
た
の

1
(当
巳

g
目
。
の
意
)
」
と
熱
く
声

を
掛
け
る
。
帰
り
の
フ
ェ
リ
ー
に
は
「
へ
ば
の

1
(足。

ち
ロ
の
意
)
」
と
お
見
送
り
。
地
元
の
お
母
さ
ん
や
子
ど
も
、

あおぞら組の面々

2005・10月号11 
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、
ク
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
推
進
の

ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興
部
遠
野
ツ
l
リ
ズ
ム
推
進
室

主
任
主
事

・

永

田

裕

A
V
遭
野
ツ
l
リ
ズ
ム
推
進
室
を
霞
置
し
て
活
動
を
展
開

遠
野
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
そ
の
も
の
も
、
遠
野
の
地
域

資
源
で
あ
る
と
言
え
る
。

遠
野
は
、
柳
田
園
男
の
「
遠
野
物
語
」
の
舞
台
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
な
ど
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
地
域
と
し
て
、
遠
野

と
い
う
地
名
を
耳
に
し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

遠
野
市
は
、
「
交
流
入
口
の
拡
大
の
中
か
ら
地
域
活
性

化
を
図
る
」
(
本
田
敏
秋
市
長
)
趣
旨
で
、
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
を
担
当
す
る
「
遠
野
ツ
l
リ
ズ
ム
推
進
室
」
を

設
置
し
、
市
内
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
N
P
Oと
共
に
、

遠
野
な
ら
で
は
の
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
(
い
わ
ゆ
る

「
遠
野
ツ
l
リ
ズ
ム
」
)
を
推
進
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
は
、
「
緑
豊
か

な
農
村
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
自
然
、
文

化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
滞
在
型
の

余
暇
活
動
」
(
農
林
水
産
省
グ
リ
ー
ン
・

ツ
l
リ
ズ
ム
研
究
会
中
間
報
告
書
)
と
定

義
さ
れ
て
い
る
。
遠
野
に
は
、
早
池
峰
山

を
は
じ
め
、
北
上
山
系
の
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
の
ほ
か
、
遠
野
物
語
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
民
俗
学
的
な
視
点
か
ら
の
文
化

資
源
が
数
多
く
残
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
う
し
た
自
然
、
歴
史
、
文
化
を
背
景
に
、

A
V
農
村
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
旅
の
素
材
を
提
供

今
、
遠
野
は
物
見
遊
山
の
観
光
地
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

何
か
を
学
び
、
何
か
を
感
じ
る
、
そ
ん
な
旅
の
目
的
地
に

も
な
っ
て
い
る
。
そ
の

一
例
が
、

N
P
O
聞
圃
E
E--

法
人
遠
野
物
語
研
究
所
が
主
催
す
る
「
遠

.

.

..
 .
 

野
物
語
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
で
あ
る
。
同
ゼ
ミ

.

.

.

.

 
.
 

ナ
l
ル
は
平
成
六
年
に
ス
タ
ー
ト
、
既
に

咽
唱

.a

・

十
年
経
過
し
た
も
の
の
、
毎
年
多
く
説

明

遍

掴

究
者
、
学
習
者
、
学
生
た

帽
しム
打
開
議

E
V
叫

a
F

ジ
R
Fト
』
」

ち
が
学
ん
で
い
く
。
そ
こ

咽
リ
吋
朝
刊
刊

で
は
、
屋
内
で
の
座
学
だ

一い

一レ
眠
蹴

自

ツ

ズ
聞

'E

け
で
な
く
、
遠
野
物
語
の
4
・

t
吋

E
E

一

J
4
-
圃

現
場
へ
出
か
け
る
フ
ィ

l

F
東

ッ
一

ル
ド
ワ
l
ク
も
組
み
込
ま

圃
・
・
・
・

れ
て
い
る
。
参
加
者
は
、
・
司
咽
咽
咽
冒

頭
だ
け
で
な
く
体
中
で
学

園

川

民

ぶ
。
本
を
読
む
だ
け
な
ら
、
-
開
H
UU

ど
こ
で
も
で
き
る
が
、
物
語
の
舞
台
は
遠

野
に
し
か
な
い
。
同
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
遠
野

物
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
農
村
の
歴
史
・

遠野物語ゼミナール。フィールドワークの様子

文
化
の
"
学
び
の
旅
“
の
素
材
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

一
方
、
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
「
東
北
ツ

1
リ
ズ
ム
大
学
」

は
、
東
北
地
方
の
農
村
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
を
テ
l
マ
に
、

農
山
村
で
培
わ
れ
て
き
た
暮
ら
し
の
知
恵
が
学
べ
る
。
地

元
で
暮
ら
す
住
民
が
講
師
を
務
め
、
大
学
教
授
な
ど
の
専

門
家
は
、
理
論
的
な
補
足
を
担
当
。
同
時
に
、
参
加
者
同

士
の
交
流
が
新
た
な
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も

つ
な
が
る
。
主
催
は
、
遠
野
市
内
の
も
う

一
つ
の

N
P
O

で
あ
る
遠
野
山
・
里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

-
都
市
と
農
山
村
双
方
の
住
民
を
元
気
に
!

地
域
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
自
分
た
ち
の
地
域
を
知
る

こ
と
が
第

一
歩
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

地
域
で
暮
ら
す
人
々
と
の
交
流
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

遠
野
を
訪
れ
る
旅
行
者
が
何
か

を
感
じ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
考
え
方
や
生
き
方
を
し
て
い

る
人
々
と
の
交
流
を
通
じ
、
遠

野
で
暮
ら
す
私
た
ち
も
、
日
常

生
活
で
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
何

か
価
値
の
あ
る
も
の
を
発
見
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。
遠
野
ツ

l
リ
ズ
ム
は
、
都
市
と
農
山
村

で
暮
ら
す
双
方
の
住
民
を
元
気

に
さ
せ
る
可
能
性
を
含
ん
で
い

る
。先
に
政
府
が
示
し
た
「
日
本

創
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
は
、
金

持
ち
な
ら
ぬ
「
時
持
ち
」
と
い
う
言
葉
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
ぶ

T
そ
ん
な
時
間
の
過
ご
し
方
が
、

遠
野
ツ
l
リ
ズ
ム
に
は
込
め
ら
れ
て
い
る
。

東北ツーリズム大学。かやぶき屋根の「幽り家」を会場に学ぷ様子
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食
を
生
か
し
た
個
性
的
で
魅
力
あ
る

ま
ち
の
つ
く
り

企
画
部
企
画
政
策
課

・

千

葉

淳

地
域
づ
く
り
事
業
」
の
指
定
を
受
け
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
官
民
協
働
に
よ
る
地
域
資
源
を
生
か

し
た
「
食
」
提
供
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

特
に
、
試
食
を
通
し
て
地
元
食
材
の
魅
力
を
再
発
見
す
る

「
食
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
、
地
元
食

材
を
使
用
し
た
子
供
の
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
「
プ

チ
シ
ェ
フ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
二
本
柱
に
据
え
、

そ
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
元
の
人
自
ら
が
気
仙

沼
の
食
文
化
、
食
材
の
可
能
性
を
再
確
認
し
た
。

気
仙
沼
市
は
陸
中
海
岸
国
立
公
園
の
最
南
端
に
位
置

し
、
目
前
に
は
世
界
四
大
漁
場
の

一
つ
で
あ
る
三
陸
沖
漁

場
を
控
え
、
全
国
屈
指
の
水
産
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

た
。
港
町
の
印
象
が
強
い
気
仙
沼
だ
が
、
リ
ア
ス
式
海
岸

特
有
の
地
形
か
ら
、
市
の
面
積
の
約
七
割
を
森
林
と
農
地

が
占
め
、
海
と
山
の
両
方
か
ら
の
恵
み
を
受
け
て
、
郷
土

料
理
や
地
域
固
有
の
食
文
化
を
大
切
に
育
ん
で
き
た
。

宮嶋県

A
V
官
民
協
働
に
よ
る
食
の
ま
ち
づ
く
り
に
着
手

本
市
は
、
豊
か
な
水
産
資
源
を
背
景
に
、
魚
食
の
普
及

に
よ
る
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
昭
和
六
十

一
年
九
月
に

「魚
食
健
康
都
市
」
を
宣
言
し
た
。

ま
た
、
「
食
」
と

「
体
験
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
観
光
振
興
を
進
め
る

な
ど
、
か
ね
て
か
ら
食
に
焦
点
を

当
て
た
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

ま
た
平
成
十
三
年
度
に
は
、
地

域
内
の
「
食
」
に
関
係
す
る
民
間

団
体
聞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を

目
的
と
す
る
「
食
の
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
同
時
期

に
本
市
は
宮
城
県
の
「
お
い
し
い

A
V
全
国
初
の
「
ス
ロ

l
フ
l
ド
都
市
」
を
宣
言

日本を代表する有名シェフを市に招き、シェフ自ら調達し
た地元食材による料理の試食を通じて、食材の可能性を実
感する機会としている

こ
の
よ
う
な
事
業
を
推
進
す

る
中
で
、
食
を
生
か
す
と
い
う

こ
と
は
、
地
域
の
環
境
、

産
業、

文
化
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
素
材

を
「
食
」
に
置
け
ば
、
こ
れ
ま
で
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
個
々
の

団
体
や
業
種
が
結
び
付
い
て
く
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
気
仙
沼
の
状
況
と
取
り
組
み
を
適

切
に
表
現
す
る
概
念
と
し
て
、
ス
ロ
ー

フ
l
ド
運
動
に
着
目
し
、
そ
の
精
神
を

市
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成
十
五
年
三
月
、
全

国
に
先
駆
け
て
「
気
仙
沼
ス
ロ
ー
プ

l
ド
」
都
市
を
宣
言

し
た
。

こ
の
都
市
宣
言
は
、
「
自
然
環
境
の
保
護
」
「
地
域
の
食

の
提
供
」
「
生
産
者
の
保
護
・
育
成
」
「
食
を
通
し
た
教
育

の
推
進
」
「
国
際
交
流
」
の
五
項
目
を
市
民
の
取
り
組
み

目
標
と
し
て
掲
げ
、
食
を
生
か
し
た
個
性
的
で
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
指
針
と
し
て
い
る
。

-
市
民
が
豊
か
さ
と
語
り
を
感
じ
る
都
市
に

ど誇め わの l 学 I~ ， 壇f通園圃E:-J地

斗はね 72 噛~-句、 温闘圃国去君
体感とはい、ド対立E・t..~.・圃 人
型じも、る地都象 2;LJ〈ヨ昆....JI・lk...  ・ た官
ttるにこ。域市と ド胃R 何回圃同士2・・・・・ち言
宗2占定 竺喜左 J 主 竪 謹F司・25
品の民り 体と環 小学生から高校生までの子供たちに、地域の食材 に二， でが組 とい境 や伝統的な料理技法などについて学んでもら云う 関年
ぞき心み なう教 と実施している。審査委員長のフレンチシ工フ三 すぞ
いるとに つ共育園清三氏は、子供たちのアイデア 掛

Eモ経対た通講 意遍
h デ済す 食の座ベを発食んスじコ l食め識し
じルのる のキのン体の業だロてンラのて啓子
とケ両理 まヤ実ト感ほ界宿 l 、テムまき発 E
多 l面解 ちツ施閉すかの泊フホスやちたを干
Zスのを づチな催る、メプ lテトプづ 。重 λ
づ豊さ くフど、た地ニラドルなチくそ点ま

~ ~から りレ、小め域ユンに業どシりの円で
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む

身
近
な
外
食
「
や
き
そ
ば
」

地
域
振
興
の
素
材
に

現
在
、
横
手
市
は
「
や
き
そ
ば
の
街
」
と
し
て
食
に
よ

る
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
様
に
や
き
そ
ば

を
素
材
と
し
た
ま
ち
お
こ
し
を
行
っ
て
い
る
都
市
と
し

て
、
静
岡
県
富
士
宮
市
、
群
馬
県
太
田
市
が
有
名
だ
が
、

め
ん

両
市
と
は
"
三
国
同
盟
“
な
ら
ぬ
、
「
三
国
岡
麺
」
を
締

結
し
、
物
産
交
流
な
ど
で
相
互
協
力
し
て
、
ま
ち
お
こ
し

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

横
手
や
き
そ
ば
の
ル
l
ツ
は
古
く
、
第
二
次
世
界
大
戦

直
後
、
市
内
で
お
好
み
焼
き
屋
を
営
ん
で
い
た
男
性
が
、

お
好
み
焼
き
用
の
鉄
板
を
使
用
し
た

新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を
模
索
し
た
こ
と

¥
J仙
川

が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
る
。
市

内

、

♂
攻

、
4

製
め
ん
業
者
と
や
き
そ
ば
め
ん
製
造

界

市

い
iq

の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
昭
和
二

川

『

『

脚

十
八
年
ご
ろ
、
現
在
の
横
手
や
き
そ

宇

a
/

ば
の
原
型
が
完
成
し
た
。
手
ご
ろ
な

，

品

a-

値
段
と
お
い
し
さ
が
受
け
、
横
手
や

d
府
市
附

き
そ
ば
は
爆
発
的
な
プ
l
ム
と
な
り
、

l
i
l
l
-

市
内
だ
け
で
な
く
近
隣
町
村
で
も
や
き
そ
ば
底
が
営
業
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
食
品
衛
生
法
の
改
正
や
大
手
製
め
ん
業
者
が

家
庭
用
や
き
そ
ば
め
ん
の
生
産
に
参
入
し
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
市
内
の
や
き
そ
ば
庖
は
急
速
に
消
え
て
い
っ
た
。

を

再
度
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。

平
成
十
三
年
に
は
市
民
有
志
に
よ
る
や
き
そ
ば

P
R
組

織
「
横
手
や
き
そ
ば
研
究
会
」
が
、
同
年
七
月
に
は
や
き

の
れ

ん

そ
ば
販
売
庖
舗
の
組
織
「
横
手
や
き
そ
ば
暖
簾
会
」
が
そ

れ
ぞ
れ
発
足
し
、
市
民
、
業
者
、
行
政
の
三
者
に
よ
る
推

進
・
支
援
体
制
が
確
立
し
た
。

産
業
経
済
部
商
業
観
光
課

-

吉
田
橋
智
和

A
V
官
民
一
体
と
な
っ
た
活
動
と
情
報
発
信
を
展
開

し
か
し
、
平
成
十
年
当
時
、
商
業
担
当
職
員
が
横
手
の
や

き
そ
ば
は
目
玉
焼
き
と
福
神
漬
け
が
付
く
な
ど
、
他
の
地

域
と
比
べ
相
違
点
が
多
々
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
や
き
そ

ば
を
素
材
と
し
た
ま
ち
お
こ
し
の
取
り
組
み
に
本
格
的
に

乗
り
出
し
た
。

近
年
の
活
動
と
し
て
は
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村
を
会
場
に

同
十
六
年
六
月
、
全
国
の
食
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
行
っ

て
い
る
市
町
村
の
名
物
が

一
同
に
会
し
た
「
全
国
食
の
祭

典
リ
レ

l
イ
ベ
ン
ト
・
m
よ
こ
て
」
の
開
催
、
や
き
そ
ば
の

P
R
バ
ン
ド
「
横
手
や
き
そ
ば
ン
ド
」
に
よ
る
横
手
や
き

そ
ば
ロ
ッ
ク
の
発
表
、
や
き
そ
ば
ロ
ッ
ク
の
演
奏
に
合
わ

せ
て
振
り
付
け
を
し
た
小
学
生
以
下
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
吋
レ
ボ
リ
ュ

l
シ
ヨ
ン
」
の
結
成
(
研
究
会
)
、
横
手

や
き
そ
ば
ポ
イ
ン
ト
カ
l
ド

事
業
(
暖
簾
会
)
な
ど
、
数

多
く
の
活
動
を
三
者
の
連
携

に
よ
り
行
っ
て
い
る
。

進
化
を
続
け
る
横
手
や
き

そ
ば
で
は
あ
る
が
、
全
国
的

な
知
名
度
に
ま
で
は
今

一
歩

の
感
が
あ
る
。
今
後
と
も
一一一

者
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し

て、

一
過
性
の
ブ
l
ム
と
な

ら
な
い
よ
う
、
地
元
は
も
ち

ろ
ん
、
全
国
各
地
へ
の
情
報

発
信
を
継
続
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
横
手
が
ま
す

ま
す
元
気
に
な
る
よ
う
に
。

-
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
本
部
を
設
置
し
て
P
R

同
十
二
年
四
月
に
は
「
横
手
や
き
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
本
部
」
が
設
立
さ
れ
、
予
算
を

1

・

使
わ
ず
に
横
手
や
き
そ

亀

一

ば
を
P
R
し
て
い
く
方

戸

一

法
の
検
事
、
情
報
収

λ
戸

一

集
お
よ
び
基
礎
資
料
作

一γ胴
一

成
が
進
め
ら
れ
た
。
同

C
嶋

ア

年
十
月
、
横
手
市
観
光

k
司

一
そ
協
会
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ

‘自で

圃
き

1

・一fz
一
沖
上
で
横
手
や
き
そ
ば
を

i
l
k
梼
紹
介
。
広
く
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
機
会
も
増
え
て
い
っ
た
。
そ
の
結

果
、
や
き
そ
ば
を
目
的
と
し
た
観
光

客
も
急
増
し
、
や
き
そ
ば
ブ
l
ム
が

全国食の祭典リレーイベン卜Inよこて
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宿
場
町
の
歴
史
と

ま
ち
の
つ
く
り

眼鏡橋と山田屋

〔
楢
下
宿
保
存
会
〕

観
を
活
か
し
た

会
長

• 粟
野

州
街
道
が
国
土
交
通
省
の
「
歴
史
国
道
」
に
選
定
、
ま
た

文
化
庁
の
「
歴
史
の
道
百
選
」
に
も
選
ば
れ
、
同
九
年
に

は
「
羽
州
街
道
楢
下
宿

・
金
山
越
」
の
名
称
で
国
の
史

跡
に
も
指
定
さ
れ
た
。

保
存
会
で
は
、
脇
本
陣
の

「滝
沢
屋
」
と
「
庄
内
屋
」
、

旅
篭
屋
で
あ
っ
た
「
大
黒
屋
」
、
「
旧
武
田
家
」
の
管
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
指
定
を
受
け
て
、
こ
れ
ま
で

の
保
存
だ
け
の
活
動
か
ら
、
宿
場
町
の
歴
史
や
文
化
、
景

観
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
か
真
剣
に
考
え
て

い
こ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
地
区
の
議
論
の

中
で
、
「
や
れ
る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
こ
う
」
と

い
う
自
主
活
動
組
織
が
生
ま
れ
た
。

A
V
相
次
い
で
生
ま
れ
た
自
主
活
動
組
織

ま
ず
、
訪
れ
る
人
た
ち
に
も
っ
と
楢
下
宿
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

「
楢
下
宿
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
」
が
発
足
。
ま
た

「子
供
た

ち
に
夢
を
、
楢
下
に
元
気
を
」
を
テ
l
マ
に
、

子

供
た
ち
の
キ
ャ
ン
プ
や
団
子
刺
し
な
ど
の
伝
統
行

事
、
古
民
家
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
運
営
を
行
う
三
十
代
の
若
者
を
中
心
と
し
た
「
遊
学

楢
下
塾
」
、
将
来
の
方
向
性
を
探
る
た
め
の
「
ア
ル
カ
デ

イ
ア
推
進
委
員
会
」
も
設
置
さ
れ
た
。

宰i

こ
の
委
員
会
で
は
、
楢
下
宿
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
地

区
民
や
識
者
な
ど
か
ら
広
く
意
見
を
求
め
、
勉
強
会
だ
け

で
は
な
く
、
行
政
の
協
力
も
得
な
が
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

実
行
に
移
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
古
民
家
周
辺
へ
の
ベ
ン

チ
の
設
置
、
駐
車
場
の
整
備
、
「
民
話
の
日
」
の
実
施
な

ど
で
あ
る
。
ま
た
、
楢
下
の
魅
力
を
発
信
し
、
自
然
や
伝

統
な
ど
地
域
に
あ
る
も
の
を
材
料
に
都
市
の
人
た
ち
と
の

交
流
を
深
め
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
活

動
も
始
ま
っ
て
い
る
。

。
羽
州
街
道
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
楢
下

な

ら

げ

か

み

の

や

ま

楢
下
は
、
山
形
県
上
山
市
の
東
南
に
位
置
し
、
東
に

蔵
王
連
峰
を
望
む
果
樹
地
帯
で
、
人
口
約
四
百
人
、
世
帯

数
九
十
七
の
集
落
で
あ
る
。
福
島
県
桑
折
か
ら
山
形
、
秋

田
を
通
り
青
森
ま
で
続
く
羽
州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
、
現
在
も
世
帯
の
約
半
数
に
屋
号
が
残
り
、
石
造
り
の

め
が
ね
橋
を
は
じ
め
多
く
の
史
跡
が
点
在
す
る
な
ど
、
宿

場
町
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
し
か
し
、
時
代
と

か
や
ぶ
き

と
も
に
家
屋
が
改
築
さ
れ
、
多
く
の
茅
葺
屋
根
が
姿
を
消

し
て
い
っ
た
。

歴
史
的
な
建
造

物
を
残
す
た
め
、

市
が
古
い
民
家
の

保
存
に
力
を
入

れ
、
脇
本
陣
「
庄

内
屋」

を
復
元
し

た
の
を
き
っ
か
け

に
、
昭
和
五
十
七

年
、
全
戸
加
入
の

「
楢
下
宿
保
存
会
」

を
設
立
し
た
。

平
成
七
年
に
羽

思し域 1 行存古く ・
うてづ圃園・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・う会く り楢 地
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域子り圃圃圃園田園田・・・副司圃 とメら手に 文
に供に・・・・・・・圃・・・・・語圏・ もン伝には 化
なた取・画面・・・・・匡語圏直面，.. '.圃・・・・ にバわユ 、 伝
れちり 圃・・・・圃.・M・・・E曹 、l つ l法ヰ承
ばが組 -咽唱・・・・・・・・・F‘'号曽. わもてモ被示の
と大ん ・F 司・圃圃圃， !þJご' ~ ら少いラ姿 高
願人で楢下に伝わるとっくり踊り じなるスで 齢
つにい なくがにあ 者
てなき自を いなまあ管をや製もどな、踊ぐ 空
いった然楽今こつれち理清ん作取民つ踊るら ラ
るてい体し後とて、やボ掃ズグり 具 たり「を プ
。もと験みはできおんラ・くル組製こ手とか 長
住考なな、あた年ズン蒸ら lん作とがつい 誕
みえどが宿るこ寄くテ 蒸ぶ プで技か高くた 生
続てがら場。とりらイす」のい術ら齢り女
けいで農町 もがぶアるや「るの再化踊性
たるき作の う元 」 の古古じ 。伝編しりが
い 。る 業景 れ気が「民民い民承成、」と
とそ地や観 しに生ば家家ち具にを保がつ
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市
民
と
協
働
に
よ
る
魅
力
と
活
力
あ
る

ま
ち
ゃ
つ
く
り

い
わ
き
市
は
、
昭
和
四
十

一
年
に
十
四
市
町
村
が
大
同

合
併
し
て
誕
生
し
た
広
域
多
核
都
市
で
あ
り
、
全
長
六
十

キ
ロ
に
及
ぶ
白
砂
青
松
の
美
し
い
海
岸
線
を
は
じ
め
、
日

本
三
古
泉
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
い
わ
き
湯
本
温
泉
郷
、

重
要
港
湾
小
名
浜
港
な
ど
、
多
彩
な
地
域
資
源
を
有
し
て

い
る
。

-
市
民
会
議
と
の
計
画
策
定
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結

当
市
で
は
平
成
十

一
年
三
月
に
多
く
の
市
民
意
見
な
ど

を
反
映
し
な
が
ら
、

二
十
年
後
の
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い

た
「
い
わ
き
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

都
市
魅
力
の
創
出
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。
市
民
と
行
政
が
お
互
い
の
役
割
を
し
っ
か
り
理
解

し
、
誇
り
と
愛
着
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
推
進
す

プ

る
た
め
に
は
、
住
民
が
身
近
な
地

引

区
ご
と
に
具
体
的
な
目
標
や
将
来

、ンク
像
を
描
き
、
そ
れ
を
共
有
す
る
こ

計
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

賎
民
と
の
協
働
作
業
に
よ
っ
て
地
区

明
別
の
き
め
細
か
な
ま
ち
づ
く
り
計

切
画
を
策
定
し
た
。

府
今
回
策
定
し
た
小
名
浜
、
勿
来
、

情
常
磐
湯
本
地
区
で
は
、

事
業
主
や

都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
計
画
係

技査

・

市
毛
芳
幸

ラ供の職遺 イ提行つやねの勉 デし協お市民職サ
ンすア員な ー ン案しい要な座強市ルた力互民会業ラ
ドるドもど方をと、て望が談会民的、関い会議をリ
デなパ勉の、作し情はをら蚕、会にパ係の議」持 l
ザどイ強支市成て報ニ取、掃休議締 lを役とがっマ
イ、ス会援はしのをユり会シ日で結ト構割の埜たン
ン協ににをまた地公 l ま員ンのはしナ築と協主L 市
を働加積 tJち 。区開スとやポま、た lす 責 働さ民主
尊作え極つづ のしレめ地ジち毎 。シを務作れが婦
重 業、的とく グな夕、区ウ歩:JIN ツ」を業、会
しを ー にとり ラが lそ住ムき夜 プと ド活員医
た実市参もの ンらなの民な、遅 協をzi発と者
詰ぞTTtミ護 手市z葉gz2; 2告に言語き学
策てし、都提 ザ民発に見重別で モと L画動て生
定きて行市供 一 ← 一一一一一一一 昨 「 な
のたア政計や ..=繋曹司曹ー ~-""'"司・・・・・・圃・・・ 宮工まど

官i43翼需 型 FZE?戸司・・・・5Z33
いztml血 ー ...... .，...晶4・・hjぎ
いグ提ての派圃1l.'6臨量aEEEE--E.1)， I~ 長な

て
は
、
庁
内
の
関
係
課
長
も
参
加
し
、
市
民
会
議
と
の
意

見
交
換
会
や
懇
親
会
を
開
催
す
る
な
ど
、

三
年
間
に
わ
た

っ
て
筋
書
き
の
な
い
協
働
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
駆
け
上
が

り、

一
歩

一
歩
、
実
績
と
信
頼
を
積
み
上
げ
、
取
り
組
み

か
ら
四
年
目
で
計
画
策
定
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

-
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
三
地
区
で
ス
タ
ー
ト

こ
の
間
に
は
、
行
政
に
対
す
る
不
信
感
や
立
場
の
違
い

に
よ
り
議
論
が
全
く
か
み
合
わ
な
い
時
期
が
あ
っ
た
こ
と

や
、
座
談
会
へ
の
住
民
参
加
が

一
人
し
か
な
く
、
市
民
参

加
や
意
見
集
約
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
こ
と
、
行
政
の
弁

解
に
終
始
す
る
市
職
員
が
多
く
戸
惑
っ
た
こ
と
、
庁
内
に

哩

a・
・

お
け
る
温
度
差
の
速
い
に
よ
り
調
整
に
時

r、
圃
圃
聞
が
か
か
り
閉
口
し
た
こ
と
な
ど
、
苦
労

回
h
・

も

多

か

っ

た

。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
担

.

.

.

.
 

当
者
と
し
て
勉
強
会
な
ど
に
出
席
し
、
行

副
・
・
・
会
政
の
窓
口
と
し
て
市
民
会
議
か
ら
気
軽
に

-
E開
声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、

・
・
・
・

A

真
の
信
頼
関
係
、
協
力
関
係
が
構
築
で
き

・
・
圏
直
判
た
こ
と
で
、

「市
民
と
協
働
に
よ
る
ま
ち

周
回
断
固
門
づ
く
り
」
の
第

一
歩
を
着
実
に
踏
み
出
し

-
a園
行
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

・
・
圃
園
町
昨
今
回
、
協
働
の
プ
ロ
セ
ス
を
市
民
と
共

・
圃
圃
桝
有
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
画
の
実
現
に

E
E時
向
け
た
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
が
三
地

区
で
始
め
ら
れ
、
ま
た
他
地
区
で
も
市
民
会
議
が
設
立
さ

れ
る
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
意
識
の
向
上
な

ど
の
相
乗
効
果
も
現
れ
て
い
る
。

今
後
も
、
市
民
会
議
を
は
じ
め
市
民
と
の
良
好
な
関
係

を
維
持
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

16 2005・10月号20周年記念特別号 u越誕誕訪



登
録
文
化
財
を
活
か
し
た
歴
史
的

ま
ち
の
つ
く
り

真
壁
町
は
茨
城
県
の
中
西
部
、
筑
波
山
系
の
西
部
に
位

置
し
、
常
陸
三
山
と
呼
ば
れ
る
名
峰
筑
波
、
加
波
、
足
尾
の

山
々
に
固
ま
れ
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
緑
豊
か
な
町
で
あ
る
。

主
な
産
業
は
石
材
業
で
、
国
指
定
伝
統
工
芸
品
「
真
壁

石
燈
龍
」
の
名
が
示
す
通
り
、
石
の
町
と
し
て
栄
え
て
き

た
。
ま
た
近
年
は
、
中
心
市
街
地
に
数
多
く
残
る
歴
史
的

建
造
物
を
文
化
財
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴

史
的
景
観
の
残
る
町
と
し
て
も
有
名
に
な
っ
た
。

• 固の
登
録
文
化
財
制
度
を
活
用
し
て
建
造
物
を
保
存

真
壁
町
の
中
心
市
街
地
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
を
保
存

し
よ
う
と
い
う
活
動
が
始
ま
っ
た
の
は
比
較
的

新
し
く
、
平
成
四
年
に
「
デ
イ
ス
カ
バ

l
ま
か

べ
」
と
い
う
団
体
が
設
立
さ
れ
た
の
が
始
ま
り

ι

だ
っ
た
。
民
間
団
体
の
活
動
や
街
並
み
に
関
す

幽

る
展
示
に
か
か
わ
っ
た
有
識
者
の
意
見
が
背
景

幽

と
な
り
、
町
は
同
十

一
年
か
ら
国
の
登
録
文
化

』

財
制
度
を
活
用
し
て
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
・

H

活

用

を

開

始

し

た

。

咽

町
は
、
こ
の
調
査
に
着
手
し
て
毎
年
十
四
棟

か
ら
十
八
棟
の
申
請
を
行
い
、
六
年
間
で
計
百

圃

四
棟
の
登
録
答
申
を
受
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。

主

こ
の
登
録
答
申
数
は
、
全
国
の
市
町
村
で
第
三

幅

観
の

企
画
課
ま
ち
づ
く
り
振
興
室

調査員

・

仁
平
昌
則

位
、
町
村
で
は
第

一
位
の
数
を
誇
っ
て
い
る
。
物
件
の
種

類
も
見
世
蔵
、
土
蔵
、
町
屋
住
宅
、
近
代
建
築
と
多
岐
に

わ
た
り
、
真
壁
町
の
街
並
み
を
特
徴
付
け
る
と
言
わ
れ
て

い
る
薬
医
門
、
長
屋
門
も
多
く
登
録
さ
れ
て
い
る
。

-
歴
史
的
街
並
み
に
現
代
芸
術
が
溶
け
込
む

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
過
程
で
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
る
石
材
業
者
と
中
心
市
街
地
の

商
業
者
の
間
で
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
平
成
十
四
年
に
始
ま
っ
た
夜
祭
り
は
、

商
業
者
と
燈
龍
組
合
が
連
携
し
、
歴
史
的
建

造
物
が
多
く
残

る
通
り
に
思
い

思
い
の
石
燈
龍

を
並
べ
、
夜
間

の
景
観
を
創
出
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
翌
年

は
広
が
り
を
見
せ
、
石
材
組

合
の
青
年
部
と
筑
波
大
学
産

業
デ
ザ
イ
ン
科
の
学
生
が
連

携
し
、
明
か
り
の
オ
ブ
ジ
ェ

の
制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
オ

ブ
ジ
ェ
は
、
斬
新
な
ア
イ
デ

真壁町第1号の登録文化財湖面家

ア
の
石
燈
龍
で
、
笠
間
焼
き
と
の
融
合
、
町
の
花
ヤ
マ
ユ

リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
燈
龍
な

ど
、
街
並
み
に
現
代
芸
術
が
溶
け
込
み
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
真
壁
の
面
白
さ
を
演
出
し
た
。

A
V
も
て
な
し
心
の
「
ひ
な
ま
つ
り
」
開
催
が
成
功
に

つのみ子き い重 ・・・・・ 哩・・いもは真く
た活がど出取なき・圃圃・・・園田哩・圃・It ・・・・うの来壁れ平
と力行もしりいを ・・・・・・E騒・w咽『回7ヨ・・・・・姿が訪のる成
感あわた 、組と置園・・・・・.... 白... 置安司園・・・勢 、者ひ人十
じるれちこみいい 圃圃圃圃圃圃旦豊里里里咽匝蜜司・・・・ がづ ー なを五
てまるにれ白うて園田込￥ゐ・ 圃' 搾東 司 ..新ず万まも年
いちともを体確お 一 聞 D 四つてか
るづと伝楽に認 qt?ZFZfJJまつり。このような展示が町内な戸千りなら
。くもわしはに ど F 人」そは

i i ;;?;力投ik五21;jぇ:iT i !3 
芸きSS2oj交、ってか以 展第、警主て票良品表
彰く学るい の流住たなら上 示三事 一 好璽数て旨時
さり習とが 方を民」し「の 数] 回意冗四いの期
れ総のい、 向梁のとが忙人 百回数目的は十る-i ~:: 
る務中 λ 自 もし意いでし出 十は主ににそ 二。 て亘
ま大で込ら 問む識うき過に 五来工は取の軒第「雇
で臣取姦考 違こも話なぎ、 軒訪 一 来り次だ ー 蔵に
に表りきぇ っと来をくて展 に者F訪上」つ回の来
な彰組、動 てに訪問てあ示 増十一、者げとた目街て

誌記泌物 20周年記念特別号2005・10月号17 



〔

N
P
O浩
人
足
尾
に
録
を
育
て
る
会
〕

煙
害
で
荒
廃
し
た
足
尾
の
山
に

緑
を
復
活

5

栃
木
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
足
尾
町
は
、
銅
山
の
町

と
し
て
政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
足
尾

銅
山
を
経
営
す
る
古
河
鉱
業
側
(
現
在
は

記
斜
謝

au

古
河
機
械
金
属
伽
)
の
影
響
を
受
け
て
き
画
監
睡
眠
附

た
企
業
城
下
町
で
あ
る
。
日
本

一
の
産
出

面
闘
圃
・
圃

量
を
誇
っ
た
足
尾
銅
山
は
、
銅
の
貿
易
自

問
睡
圃
圃
圃

由
化
な
ど
の
影
響
か
ら

一
九
七
三

(
昭
和
踊
闘
圃
圃
・

四
十
八
)
年
二
月
に
閉
山
さ
れ
た
。
以
来

4
圃
男

a・

急
激
な
人
口
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
閉

4開
園
園

山
前
に
は

一
万
人
を
擁
し
て
い
た
人
口
も

a
E

現
在
は
三
千
二
百
六
十
六
人
(
平
成
十
七

tJ

年
四
月

一
日
現
在
)
ま
で
に
減
少
し
た
。

ぷ

足
尾
銅
山
閉
山
後
、
町
は
道
路
網
の
整

以

備
、
観
光
開
発
、
金
業
誘
致
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
振
興
対
策
を
実
施
し
て
き
た

が
、
そ
の
努
力
も
報
わ
れ
ず
に
過
疎
化
が

進
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
、

足
尾
の
は
げ
山
の
緑
化
を
促
進
・
支
援
す
る
運
動
が
、
全

国
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

av延
べ
五
千
七
百
人
が
計
二
万
六
千
本
を
植
樹

一
九
九
六
(
平
成
人
)
年
五
月
、
銅
山
の
煙
害
に
よ
っ

て
荒
廃
裸
地
化
し
た
足
尾
の
山
に
木
を
植
え
よ
う
と
い
う

代
表

集
い
、
は
げ
山
の
緑
化
活
動
が
始
ま
っ
た
。
活
動
の
目
標

は
「
百
年
か
け
て
百
万
本
の
木
を
植
え
よ
う
」
で
あ
る
。

足
尾
地
域
は
、
生
産
量
に
お
い
て
日
本

一
を
誇
る
銅
山

が
あ
り
、
足
尾
鉱
毒
事
件
で
知
ら
れ
て
い
る
。
百
年
以
上

に
わ
た
っ
て
緑
化
事
業
が
行
わ
れ
、
煙
害
で
裸
地
化
し
た

荒
涼
た
る
風
景
を
醸
し
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多

く
の
市
民
の
関
心
を
引
き
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
環
境
学

習
に
は
最
適
な
地
域
と
位
置
付
け
ら
れ
、
多
く
の
人
が
訪

れ
て
い
る
。
加
え
て
、
は
げ
山
の
緑
化
事
業
に
参
画
で
き

る
喜
び
を
感
じ
る
人
が
増
え
、
植
樹
活
動
の
輸
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
。

• 神
山
英
昭

瀬れが始年召省櫨-~~~司圃・・-画面習駈忌司i:j函逼亘園山目
川た全ま六昔管理EZiや d園田区理事費量遇面詰司園F雪国を的
のこ部つ月去理温極瞥ja割薗-堕曹関圃-員事晶晶E・踊冒緑で
上と枯た 、土地陵開宣~帯電玄武官電轟轟凶凶圃園面圏聾唖雇に
流のれ 。 桜't) 竺溜ζ出凶E亘書~蓮昌畠覇軍iii5墨画‘曹 口
と反てとの七空色謡事国警慧部摺罰陸軍置車商渡建
下省しこ木 a- ""_'C::II包一一一 、ーも』一 一 一一三 ヨ-.:._=ζE 良に
流かまろ十う角植樹地で作業する参加者 瀬緑

2金z可否企 jil畑行現 木者れ千四十た人活川を
夢空宇Z檀え会と議そ車交空252旦目守票ii
ル月の桜季五よ菌のい樹ち亙千の本にの年い始を会

与宇奈22両お去zz語22古52早寝室占きよぎ
が良枯木に主¥通ゾ大を勢百 XtZ文了型完売2手

空否、て植が(が苗当 言 て

ぷ主器時五告早翌23吉瓦
;;その参 。 、七、植六植尾
苗加こ四年第え十樹の

A
V
官
民
連
携
で
渡
良
瀬
川
源
流
の
森
再
生
に
挑
戦

平
成
十
四
年
か
ら
は
、
関
東

一
円
よ
り
環
境
学
習
の

一

環
と
し
て
訪
れ
る
小
学
生
な
ど
の
「
体
験
植
樹
」
の
指
導

を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
学
校
も
年
々
増
え
続
け
て

い
る
。
私
た
ち
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
さ
れ
る
の
に

意
義
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
無
理
せ
ず
、
力
ま
ず
、
で
き

る
人
が
で
き
る
時
に
、
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
。

-
一

私
た
ち
が
今
後
も
活
動
を
続
け
て

1

い
く
た
め
に
は
、
活
動
す
る
場
所
の

掛

確
保
、
組
織
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ

ん

る

。
今
後
は
、
関
係
行
政
機
関
な
ら

A
C
 
呼
・
び
に
関
係
団
体
と
綿
密
な
連
携
の
下

エ
干一
四
で
、
「
渡
良
瀬
川
源
流
の
森
再
生
事

材
業
」
を
実
践
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ

閣
円市

る

。
こ
の
事
業
が
多
く
の
人
々
を
呼

恥
ぴ
込
み
、
停
滞
し
て
い
る
足
尾
町
に

川
活
力
を
み
な
ぎ
ら
せ
る

一
助
と
な
れ

川
ば
幸
い
で
あ
る
。
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群
馬
大
学
工
学
部
を
核
と
し
た

元
気
な
ま
ち
ゃ
つ
く
り

桐
生
市
は
、
古
く
か
ら
織
物
産
業
を
中
心
に
栄
え
、
最

盛
期
に
は
「
西
の
西
陣
、
東
の
桐
生
」
と
並
び
称
さ
れ
る

ほ
ど
の
隆
盛
を
誇
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
厳
し
い
時
代
の

流
れ
の
中
、
織
物
産
業
は
か
つ
て
の
勢
い
を
失
い
、
業
界

は
新
た
な
業
種
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

今
日
、
桐
生
市
を
含
め
た
周
辺
地
域
は
自
動
車
関
連
産

業
を
は
じ
め
、
電
気
機
器
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
な
ど
、

組
立
成
型
加
工
を
中
心
に
推
移
し
て
い
る
が
、
岡
市
で
の

産
業
空
洞
化
が
近
年
進
み
、
地
元
群
馬
大
学
工
学
部
の
先

端
技
術
を
活
用
し
た
新
製
品
開
発
な
ど
、
地
域
産
業
の
活

性
化
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
同
大
工
学
部
は
、
新
た
な
産
業
分
野
と
の
連
携

を
図
る
な
ど
、
地
域
へ
の
貢
献
を
前
面
に
掲
げ
、
生
き
残

り
を
懸
け
た
大
学
問
競
争
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。

4砂
地
域
産
業
活
性
化

向
け
産
学
官
連
携
協
踊-Z寓が
発
足

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
背
景
に
、
市
は
大
津
善
隆
市
長
自

ら
が
先
頭
に
立
ち
、
平
成
十

一
年
六
月
、
「
群
馬
大
学
工

学
部
を
核
と
し
た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
。

大
学
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
新
製
品
開
発
や
、
新
産
業

の
創
出
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
な
ど
、
地
域
産
業
の

活
性
化
に
向
け
、
産
学
官
民

一
体
と
な
っ
た
活
動
に
乗
り

出
し
、
市
独
自
の
産
学
官
連
携
組
織
と
し
て
同
年
十
月
、

「ま
ち
の
中
に
大
学
が
あ
り
、
大
学
の
中
に
ま
ち
が
あ
る
」

推
進
協
議
会
を
発
足
さ
せ
た
。

• 申
里
俊
回

経
済
部
産
学
官
推
進
室
長

果ぶ機北専向県主辰馬推 拡を流総業体を周怖
を新関関門けの襲定大進平大産セ合振的強辺聖

存官占青雲言自室非f器軍主言;毒号案z語警
て開小辺、学金」営 と 三 い連 lセンと推やは
い発企地登共をを利学し年つ携とンタし進ベ 三
るに業域録同基設活部て七た拠位タ lて 。、
。成のの顧研円立動長、月 。点置 lを、新チの
功支大問究 。法 が根、 と付並べ桐製ヤ分
す援学団へ新市人中津推 しけびン生品 l科
るにおな(J)製お北心紀進 て、にチ地開企会
な取よど話品よ関と久協 、こ産ヤ域発業を
どりぴに毘開び東な雄議 事 の学 l地やの設
、組研よ字発国産り元会 業施官企場ベ育け
短み究る、に・官、群を を設交業産ン成
期 チ、大間二圃・・・・・・・・・・・ヤ情学に十・・・・・・・・・・・・圃・圃・圃・・・・・・・・・ I 報キ大-高事記軍司・・・・・・・・・支拠ヤ
き件圃圃圃圃 h幽富証苫副圃圃・・・・・・・援点ンなに・・・・・・・・・・・圃圃園層調園盟国圃圃・・・・・・の整パ成及圃圃圃圃園田圏醐瞳置園圃圃圃圃圃具備ス

-
相
次
ぎ
開
発
・
登
場
し
た
"
桐
生
発
の
新
製
品
“

こ
れ
ら
成
功
事
例
の
中
に
は
、

「桐
生
グ
リ
ー
ン
マ
ッ

ト
」
「
桐
生
遮
水
シ

l
ト」

「桐
生
い
つ
ぽ
つ
く
ん
」
と
い

っ
た
三
つ
の
桐
生
発
の
新
製
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
ほ

か
に
も
、
液
晶
フ
ィ
ル
ム
の
延
伸
製
造
装
置
や
高
速
回
転

整
経
機
な
ど
、
海
外
の
大
手
企
業
へ
の
売
り
込
み
に
成
功

し
て
大
幅
な
収
益
を
上
げ
、
工
場
を
拡
張
す
る
中
小
企
業

も
現
れ
始
め
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
が
基
で
、
大
学
の
産
学
連
携
の
指
標
と

も
一言
ヲ
ん
る
共
同
研
究
が
急
速
に
増
え
続
け
、
大
学
評
価
学

位
授
与
機
構
の
評
価
に
お
い
て
も
、
産
学
官
連
携
の
評
価

は
五
段
階
評
価
の

A
ク
ラ
ス
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。
平
成

十
四
年
度
以
降
、
同
大
学
に
は
文
部
科
学
省
の
「
地
域
貢

献
特
別
支
援
」
を
は
じ
め
、
ナ
ノ
テ
ク
大
学
院
開
設
、
知

的
財
産
戦
略
室
の
開
設
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
目
指
し

.E睡置
瞳
圃
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
開
設

園

.E
関
岡
島
な
ど
が
進
み
、
地
域
産
業
の
活
性
化
に

・

4.
曙
凶
園
生
向
け
た
産
学
官
連
携
に
拍
車
が
掛
か

E-
回
開
凶
圃

帽

っ

た

。

-r
闘

臨
圃
捌
こ
う
し
た
桐
生
地
域
の
産
学
官
連
携

四
:
醐

園
田
乃
の
動
き
は
、
い
ち
早
く
国
の
産
業
ク
ラ

司
自
圃
掴
・

h

ス
タ

l
計
画
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
と

匝

・
圃
・

u
り
わ
け
北
関
東
産
官
学
研
究
会
の
活
動

・
・
・
・
・
づ
は
、
関
東
経
済
産
業
局
の
首
都
圏
北
部

・
・
・
圃
圃
バ
地
域
産
業
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

圃
・
圃
圃

園

駅

の

一
端
を
担
う
ま
で
に
至
っ
て
い
る
O

F

-
-

圃
・
・
・
糊
さ
ら
に
、
市
で
は
産
業
活
性
化
推
進

E-

圃
・
・
・
団
事
業
と
し
て
、
平
成
十
四
年
か
ら
イ
ン

Fi--圃回
国
閣
キ
ユ
ベ

l
シ
ヨ
ン
オ
フ
ィ
ス

W
I
N
D

-
--------圃圃
--a曾

作
圃
圃
副
・
首
に
よ
る
起
業
家
支
援
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
こ
へ
き
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
起
業
家
も
育
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
う
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

育
成
を
は
じ
め
、
新
産
業
の
創
出
に
向
け
、
国
の
産
業
ク

ラ
ス
タ

l
計
画
と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
産
業
の

活
性
化
を
推
進
し
、
産
学
官
の
総
力
を
挙
げ
た
「
群
馬
大

学
工
学
部
を
核
と
し
た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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〔

N
P
O浩
人
み
ん
な
の
ま
ち
草
の
根
ネ
ッ
ト
の
会
〕

草
の
根
で
繰
り
広
げ
る

"
住
み
よ
い
ま
ち
の
つ
く
り
“

A
V
自
由
に
つ
な
.か
っ
て
い
く
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
組
織

N
P
O
法
人
「
み
ん
な
の
ま
ち
草
の
根
ネ
ッ
ト
の
会
」

(
略
称
・
草
の
根
ネ
ッ
ト
)
は
、
誰
に
も
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、

一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切
に
、

草
の
根
で
ア
メ
ー
バ
ー
の
よ
う
に
動
き
、
日
々
広
が
り
な

が
ら
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て
い
る
。

平
成
七
年
、
文
部
省
委
嘱
「
女
性
の
社
会
参
加
支
援
特

別
推
進
事
業
」
を
き
っ
か
け
に
、
男
女
共
同
参
画
を
基
本

理
念
に
設
立
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
の
網
目
に
い
る
会
員
(
ネ
ッ

ト
ワ
l
カ
l
と
呼
ぶ
)

一
人
ひ
と
り
が
熱
意
や
経
験
を
つ

な
げ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

個
人
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
問
題
を
、
「
み

ん
な
の
ま
ち
」
の
問
題
と
し
て
焦
点
化
し
、
調
査
・
研
究

な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
の
過
程
で
、
さ
ら
に
大
き
な
輪
へ
と
共

有
化
が
進
み
、
課
題
解
決
へ
の

一
つ
の
意
志
形
成
が
な
さ

れ
て
い
く
。
そ
の
課
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
テ
ー
マ
ご

と
に
関
心
の
あ
る
人
を
つ
な
い
で
い
る
の
が
パ

1
シ
ヤ
ル

ネ
ッ
ト
で
、
現
在
六
つ
の
パ

l
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
(
男
女
共

生
、
地
域
づ
く
り
、
子
育
て
、
国
際
化
、
高
齢
者
・
障
害

者
、
調
査
研
究
)
が
活
動
し
て
い
る
。

活
動

会
長

宮
本
節
子

• 

会
員
の
参
加
形
態
も
各
人
の
要
求
度
に
応
じ
、
自
由
に

つ
な
が
っ
て
い
け
る
組
織
(
正
会
員
、
賛
助
会
員
、
登
録

会
員
)
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
こ
う
し
た
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
な
組
織
形
態
が
、
息
長
く
存
続
・
拡
大
し
て
い
く

要
素
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
文
部
省
委
嘱
申
請
時
二

十
人
人
で
出
発
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
l
カ
l
は
、
平
成
十
七
年

五
月
二
十
七
日
現
在
六
百
二
十
五
人
で
あ
る
。

-
課
題
を
行
政
に
つ
な
ぎ
解
決
の
道
筋
を
制
度
化

「
み
ん
な
の
ま
ち
」
の
問
題
と

し
て
意
志
形
成
さ
れ
た
課
題
は
、

さ
ら
に
行
政
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と

に
よ
っ
て
、
解
決
の
道
筋
が
制

度
化
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
て

形
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
に
は
、

子
育
て
中
の
親
へ
の
情
報
紙
を

月

一
回
発
行
し
て
い
る
「
草
加

子
育
て
情
報
紙

"
S
K
I
P
L
、

幼
児
を
預
か
り
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
の
「

N
P
O
法
人
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
"
さ
く
ら

膏てよう1.鰻¢

外国籍市民を支援する国際相談コーナー

ん
ぼ
“
」
、
自
由
に
子

ど
も
が
遊
べ
る
場
を
つ

く
り
上
げ
た
「
N
P
O

法
人
冒
険
あ
そ
び
場
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
草
加
」
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
平
成
十
年

の
市
制
四
十
周
年
記
念

事
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

問
題
提
起
さ
れ
た
「
外
国
籍
児
童

・
生
徒
の
就
学
へ
の
対

応
」
に
つ
い
て
、
国
際
化
パ

l
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
は
、
行
政

に
つ
な
ぎ
、
同
十
五
年
か
ら
市
役
所
の

一
隅
に
「
国
際
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
、
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

-
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
政
と
協
働
で
実
現
へ

地
域
づ
く
り
の
課
題
は
奥
深
く
、
市
制
四
十
周
年
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
l
マ
「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
市
内
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
、

情
報
交
換

・
発
信
・
提
供
に
向
け
「
育
て
よ

う
!
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
|
ま

ち
づ
く
り
を
つ
な
ぐ
会
」
を
行
政
と
協
働
で

開
催
し
て
い
る
。

こ
の
問
、
草
加
市
は
市
民
、
行
政
、
議
会

と
の
協
働
で
、

「草
加
市
み
ん
な
で
ま
ち
づ

く
り
自
治
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、
同
十
六

年
十
月

一
日
か
ら
施
行
し
た
。

こ
の
条
例
に
あ
る
よ
う
に
、

「
み
ん
な
の

ま
ち
」
づ
く
り
に
向
け
て
、
主
体
的
な
三
者

の
関
係
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

草
の
根
ネ
ッ
ト
が
今
後
も
学
び
の
場
・
活
動

の
場
で
あ
り
続
け
た
い
。

合

育てよう 1地域のコミュニティづくりPART111-まちづく
りをつなぐ会 (平成17年2月20日)
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-
文
化
の
ハ

l
モ
-

「人・
手
賀
沼

-
二
十
七
年
間
続
い
た
水
質
汚
濁
ワ
ー
ス
ト
1

我
孫
子
市
は
、
千
葉
県
北
西
部
に
位
置
し
、
東
京
か
ら

約
三
十
キ
ロ
の
通
勤
圏
内
に
位
置
す
る
人
口
十
三
万
人
の

都
市
で
あ
る
。
南
北
を
手
賀
沼
、
利
根
川
と
い
う
こ
つ
の

水
域
に
固
ま
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
に
手
賀
沼
の
美
し
い

風
景
を
愛
し
た
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
な
ど
の
白
樺

派
文
人
た
ち
が
湖
畔
に
移
り
住
み
、
「
北
の
鎌
倉
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
手
賀
沼
が
昭
和
四
十
九
年
か
ら
平
成
十

二
年
ま
で
の
二
十
七
年
間
、
「
湖
沼
水
質
汚
濁
全
国
ワ
ー

ス
ト
1
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
手
賀
沼
の
水
質
汚
濁
の

原
因
の
六
割
が
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
で
あ
る
。
昭
和

四
十
年
代
以
降
の
急
激
な
人
口
流
入
に
伴
い
増
加
し
た
生

活
排
水
が
、
手
賀
沼
の
水
質
を
急
速
に
悪
化
さ
せ
た
の
で

あ
っ
た
。

A
V
市
民
と
行
政
に
よ
る
浄
化
作
戦
で
水
質
改
善
ベ
ス
ト
1
に

手
賀
沼
の
水
質
が
悪
化
し
始
め
た
昭
和
四
十
年
代
か

ら
、
市
民
に
よ
る
「
石
け
ん
使
用
推
進
運
動
」
に
始
ま
る
市

民
活
動
が
活
発
と
な
り
、
市
町
村
の
枠
を
超
え
て
手
賀
沼

浄
化
の
た
め
に
活
動
す
る
「
美
し
い
手
賀
沼
を
愛
す
る
市

民
の
連
合
会
」
の
よ
う
に
二
万
人
規
模
の
市
民
団
体
も
生

一l
」

手
賀
沼
諜
手
賀
沼
担
当

• 秋
谷
仁
子

ま
れ
、
手
賀
沼
浄
化
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
行
政

で
も
、
国
に
よ
る
北
千
葉
導
水
事
業
や
県
に
よ
る
ヘ
ド
ロ

し
ゅ
ん
せ
つ
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
、
市
も
下
水

道
整
備
や
合
併
浄
化
槽
の
普
及
に
努
め
て
き
た
。

こ
れ
ら
市
民
や
行
政
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
手
賀
沼
は
平
成
十
三
年
度
に
二
十
七
年
間

続
い
た
湖
沼
水
質
汚
濁
度
ワ
ー
ス
ト

一
位
か
ら

脱
却
し
た
。
ま
た
、
同
十
六
年
度
に
環
境
省
が

発
表
し
た
「
湖
沼
水
質
改
善
度
」
で
は
、
全
国

ベ
ス
ト

一
位
と
な
っ
た
。

A
V
自
然
環
場
再
生
と
地
域
文

化
興
隆
に
向
け
た
活
動

手
賀
沼
は
我
孫
子
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
。
そ
の
ほ

と
り
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
「
ジ
ャ
パ

ン
・
パ

l
ド
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
は
、
研
究
機
関
、

企
業
、
行
政
、

N
P
O
、

自
然
保
護
団
体
な
ど
で
構

成
す
る
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
、
毎
年
十

一
月
に
開
催
さ

れ
る
日
本
最
大
規
模
の
鳥
の
祭
典
で
あ
る
。
バ
ー
ド
カ

l

ビ
ン
グ
作
品
展
、
自
然
保
護
活
動
の
発
表
、
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
自
然
環
境
の
保
全
と
再
生
へ

の
情
報
発
信
を
行
い
、
五
万
人
を
超
す
人
を
集
め
て
い
る
。

平
成
十
六
年
度
に
は
、
文
学
、
環
境
学
、
歴
史
学
、
気

象
学
、
生
物
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
、
郷
土
芸
能
な
ど
、

手
賀
沼
流
域
で
育
ま
れ
た
文
化
の
総
体
を
「
手
賀
沼
学
」

と
位
置
付
け
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
自
由
に
学
び
、

交
流
す
る
場
と
し
て
「
手
賀
沼
学
会
」
が
発
足
し
た
。
今

年
度
は
、
市
民
の
手
賀
沼
学
の
発
表
を

公
募
し
、
研
究
発
表
会
を
実
施
す
る
な

ど
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

-
高
ま
る
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
拳
加

ま
た
、
同
じ
く
同
十
六
年
度
に
は
、

昭
和
五
十
年
代
終
わ
り
か
ら
何
度
か
埋

め
立
て
・
開
発
の
危
機
に
直
面
し
て
き

た
旧
利
根
川
の
三
日
月
湖
「
古
利
根
沼
」

を
保
全
す
る
用
地
取
得
費
(
約
四
億
三

千
万
円
)
の

一
部
と
す
る
た
め
、
「
オ
オ
バ
ン
あ
ぴ
こ
市

民
債
」
を
発
行
し
た
。
こ
の
市
民
債
は
、
資
金
の
使
い
道

を
明
ら
か
に
し
て
公
募
し
、
市
民
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
の
住
民
参
加
型
ミ
ニ
市
場
債
で
、
発
行

額
二
億
円
に
対
し
て
、
市
民
か
ら
千
二
百
六
十
通
(
十
億

三
千
百
五
十
万
円
)
の
応
募
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
我
孫
子
市
民
の
環
境
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
か
ら
も
「
自
然
と
人
の
営
み
が
文
化
に
な
っ
て
い

く
ま
ち
・
我
孫
子
」
で
の
暮
ら
し
を
誇
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
、
市
民
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

手賀沼学会設立総会

描政審ω 20周年記念特別号2005・10月号21 
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懐
か
し
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
開
設
の
運
び
と
な
っ

た
(
同
十
五
年
十
月
)
。
こ
れ
に
よ
り
、

二
館
合
わ
せ
て

年
間
五
万
人
が
訪
れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
成
長
し
た
。

ー

〔
住
江
町
商
届
街
振
興
組
合
〕

2005・10月号
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av膏
梅
駅
の
レ
ト
口
調
改
装
を
機
に
進
む
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

20周年記念特別号 越議事ω

そ
し
て
な
に
よ
り
手
応
え
を
感
じ
た
の
は
「
レ
ト
ロ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
青
梅
」
の
開
設
(
同
十
七
年
三
月
)
。
J
R

東
日
本
が
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
昭
和
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
賛
同
し
、

一
緒
に
ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
し
て
青
梅
駅
を
レ
ト
ロ
調
に
改
装
。
こ
の

J
R
の

動
き
は
、
商
庖
街
に
と
っ
て
大
き
な
自
信
へ
と
つ
な
が
っ

た
。

川
本
洋
輔

青
梅
赤
塚
不
二
夫
会
館
副
館
長

• 

「
ガ
チ
ャ
ン
!
」
と
織
機
が

一
回
り
す
れ
ば
寓
(
万
)

金
が
も
う
か
る
"
ガ
チ
ャ
高
景
気
“
と
言
わ
れ
た
の
は
、

戦
後
間
も
な
く
の
青
梅
織
物
全
盛
期
。
至
る
所
で
織
機
の

音
が
鳴
り
響
き
、
ま
ち
は
女
性
工
員
で
あ
ふ
れ
返
る
。
青

梅
宿
は
西
多
摩
の
中
心
街
と
し
て
盛
え
た
。
し
か
し
織
物

業
の
衰
退
と
と
も
に
、
ま
ち
は
活
気
を
失
っ
て
い
く
・
:
。

描
く
の
は
映
画
全
盛
の
こ
ろ
、
青
梅
で
実
際
に
絵
筆
を
執

っ
て
い
た
映
画
看
板
絵
師
、
久
保
板
観
氏
。
好
評
な
の
を

受
け
、
こ
れ
ま
で
に
約
二
百
五
十
枚
の
映
画
看
板
が
街
を

飾
っ
た
。

こ
の
動
き
に
呼
応
し
て
三
つ
目
の
テ

l
マ
館
「
昭
和
幻

燈
館
」
を
開
館
(
同
十
七
年
四
月
)
。
博
物
館
が
三
つ
に

な
っ
た
こ
と
で
線
が
面
と
な
り
、
街
は
来
訪
者
の
回
遊
が

始
ま
っ
た
。
そ
こ
で
思
い
付
い
た
の
が
、
商
庖
街
を
ま
る

ご
と
博
物
館
化
す
る
「
お
う
め
ま
る
ご
と
博
物
館
」
計
画
。

す
な
わ
ち
個
庖
を
博
物
館
的
専
門
知
識
を
持
つ
プ
ロ
集
団

に
変
化
さ
せ
、
街
は
「
歩
く
、
見
る
、
買
う
」
楽
し
さ
を

持
つ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
商
脂
街
へ
と
脱
皮
。

そ
の
基
本
は
、
地
域
の
文
化
、
歴
史
、
環
境
を
再
認
識

し
、
誇
り
を
持
っ
て
生
き
る
エ
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
ス
タ

イ
ル
。
そ
の
結
果
、
お
客
と
の
会
話
の
中
で
「
青
梅
っ
て

い
い
ま
ち
で
す
ね
!
」
・
:
訪
ね
て
良
し
、
住
ん
で
ま
た
良

し
青
梅
味
、
こ
れ
が
青
梅
宿
ブ
ラ
ン
ド
だ
。

す
べ
て
の
取
り
組
み
は
、
行
政
と
市
民
の
協
力
な
し
で

は
実
現
し
得
な
い
も
の
ば
か
り
。
こ
れ
ま
で
約
二
十
年
、

三
者
が
本
気
で
ぶ
つ
か
り
合
っ
て
き
た
こ
と
が
、
よ
う
や

く
芽
吹
き
始
め
た
こ
と
に
希
望
を
感
じ
る
。

そ
し
て
、

一
朝

一
夕
で
は
い
か
な
い

「
い
い
ま
ち
」
づ

く
り
に
今
、
生
き
が
い
を
感
じ
る
。

-
誘
致
し
た
赤
塚
不
二
夫
会
館
開
か
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

板る
が前 1・・・・・・圃園田ー~・臨司.圃圃圃園山匙t i 次
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ぶの 臨 凶 1・・・..  ・・・E圃圃・・...は
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Eあんもとな赤不ジえ光相年館 『 シ豪
でるはな 青 昭塚 二 しる目乗十 」 昭ヨ
見時漫か梅和さ夫た 。的効互の和ン串
て、画っとのん会のそで果 。閲レを問
、映零れは象は館がこのに映館ト主努
昔画ドが縁徴明」「で来よ画(ロに氏
を看な、も 。るの 青 チ訪つ看平商展の

-

「
田
和
」
を
テ
l
マ
に
映
画
看
板
が
街
を
飾
る

「
青
梅
宿
に
か
つ
て
の
活
気
を
取
り
戻
し
た

い
!
」

|
そ
ん
な
気
運
が
高
ま
っ
た
の
は
昭
和

か
ら
平
成
へ
と
年
号
が
改
ま
る
こ
ろ
。
東
京
都

モ
デ
ル
商
底
街
事
業
を
受
け
、
歩
道
整
備
を
始

め
る
。
ハ
l
ド
の
整
備
に
伴
い
ソ
フ
ト
面
の
充

実
を
図
る
た
め
、
「
青
梅
宿
ア

1
ト
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
平
成
三
年
か
ら
毎
年
十

一
月
に
開

催
。
テ
ー
マ
を
毎
年
変
え
、
主
催
者
側
も
客
も

飽
き
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
打
ち

続
け
る
。
こ
の
ア
l
ト
フ
エ

ス
タ
を
続
け
る
過
程
で
生
ま

れ
た
の
が
「
昭
和
」
と
い
う

テ
l
マ
。
庖
先
に
映
画
看
板

を
展
示
す
る
試
み
は
、
イ
ベ
ン
ト
時

の
遊
び
心
か
ら
生
ま
れ
た
。
看
板
を

イベン卜で運行する
レ卜口/'Iス



一寸

民
間
活
力
で
魅
力
向
上
を
図
っ
た

東
海
道
の
宿
場
町

小
田
原
市
は
神
奈
川
県
西
部
に
位
置
し
、
東
に
曽
我
丘

陵
、
西
に
箱
根
連
山
を
望
む
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

街
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
、
北
条
早
雲
が
小
田
原
城
に
入

城
し
て
以
来
、
城
下
町
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
は
東
海
道

の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
現
在
で
も
小
田
原
駅
は
鉄
道
五

路
線
が
集
ま
る
交
通
結
節
点
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
車
社
会
の
到
来
な
ど
に
よ
り
、
中
心
市
街
地

と
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
以
前
の
活
況
が
見
ら
れ
な

く
な
っ
て
い
る
。
本
市
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に
危
機
感
を

持
ち
、
活
性
化
を
図
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
す
る

一
方、

商
業
関
係
者
や
市
民
の
活
性
化
へ
の
熱
意
を
支
援
す
る
形

で
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

-
高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
が
人
の
流
れ

を
創
出

商
業
実
地
就
業
体
験
の
場
を
模
索
し
て
い
た

県
立
小
田
原
城
東
高
校
を
は
じ
め
市
内
県
立
専

門
高
校
三
校
と
、
教
育
&
学
校
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
計
画
し
て
い
た
小
田
原
銀
座
商
庖
会
が
マ
ッ

チ
ン
グ
し
、
平
成
十
六
年
四
月
に
高
校
生
チ
ャ

ジ
エ
ス
ト

l
レ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
の

2
E
Zお
だ
わ
ら
」
(
ジ

ェ
ス
ト

l
レ
H
イ
タ
リ
ア
語
で
「
経
営
者
」
の

意
味
)
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
庖
舗
は
、
商
庖
会
内

経
済
部
産
業
政
策
課

・

府
川
一
彦

の
空
き
底
舗
を
活
用
し
、
生
徒
が
商
品
の
仕
入
れ
や
陳
列
、

接
過
な
ど
の
庖
舗
運
営
を
行
い
、
初
年
度
は
延
べ
百
八
十

七
日
間
営
業
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

um
MB
噌
副

扱
う
商
品
を
全
国
の
専
門
高
校
が
実
習

M
，
刷
酬
圃

で
製
造
し
た
産
地
限
定
品
を
主
体
と
し
た

ー損
益
.
.
 

こ
と
や
、
全
国
初
の
通
年
営
業
の
高
校
生

九

一

-

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ

勺

一

ら
れ
た
た
め
、
初
年
度
の
売
上
高
は
目
標

ぃ~川
司
圃
・

の
一
・
五
倍
を
記
録
し
、

一
万
三
千
人
以

手

4

・

上
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
創
出
す
る
こ
と

1
J
-

「・・

が
で
き
た
。

品

「

建

国
圃

そ
し
て
、
こ
の
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

出
世
盛
祖
国
掴

さ

ま

ざ

ま

な

銀

座

歯

・

圃

商

庖

会

の

取

り

組

凶

量

圃

・

み
(
情
報
プ
ラ
ザ
、
街
か
ど
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
)
が
評
価
さ
れ
、
平

成
十
六
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
、
商
庖
会
の
活

気
や
ヤ
ル
気
に
つ
な
が
る
な
ど
大

き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
年
度
も
引
続
き
、
関
係
者

が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
事
業
展

開
を
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Gestoreおだわら (オ プン時)

A

マ
地
域
の
魅
力
・
回
避
性
を
高
め
る
街
か
ど
博
物
館

街
か
ど
博
物
館
は
、
歴
史
的
な
た
た
ず
ま
い
や
古
く
か

な
り
わ
い

ら
栄
え
た
産
業
文
化
を
生
業
と
し
て
今
に
伝
え
て
い
る
商

庖
な
ど
を
博
物
館
に
指
定
し
、
観
光
客
な
ど
が
街
歩
き
を

し
な
が
ら
、
気
軽
に
産
業
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
小

田
原
の
魅
力
や
回
遊
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
十
六
館
の
街
か
ど
博
物
館
が
、
各
施
設
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

各
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
昨
年
、
異
業
種

交
流
と
も
い
え
る
館
長
連
絡
協
議
会
が
組
織

さ
れ
、
毎
月
開
催
さ
れ
る
定
例
会
の
中
で
、

連
携
事
業
の
検
討
や
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
協
議
会
で
検
討
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
l
は
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ
き
、

各
館
長
の
ヤ
ル
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

今
後
も
街
か
ど
博
物
館
の
魅
力
の
向
上
に
つ

な
が
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

A
V
「
も
て
な
し
」
心
の
醸
成
と
協
働
し
や
す
い

環
境
の
整
備

本
市
の
中
心
市
街
地
は
、
経
済
だ
け
で
は
な
く
本
市
の

特
徴
で
あ
る
歴
史
や
文
化
な
ど
も
包
含
し
、
市
民
の
精
神

的
な
部
分
を
支
え
る
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
特
に
中
心
市
街
地
内
の
歴
史
や
文
化
を
活
用
し
、

回
遊
性
を
促
し
て
い
く
に
は
、
多
く
の
人
の
理
解
や
協
力
、

地
域
の
「
も
て
な
し
」
の
心
な
ど
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

行
政
と
し
て
、
い
か
に
街
全
体
が
協
働
し
や
す
い
環
境
を

整
え
ら
れ
る
か
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
後
も
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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潤
い
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
の
つ
く
り
を

推
進

山
北
町
は
、
新
潟
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
名
勝
「
笹

川
流
れ
」
や
珍
名
の
山
「
日
本
国
」
に
代
表
さ
れ
る
、
海
、

山
、
川
の
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
あ
る
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
四
次
に
わ
た
る
町
振
興
計
画
に

基
づ
い
て
町
づ
く
り
を
進
め
、
社
会
資
本
整
備
を
中
心
に

着
実
な
進
展
を
遂
げ
て
き
た
。
一

方
で
、
産
業
構
造
の
変

化
な
ど
に
伴
い
、
若
年
者
の
町
外
流
出
と
少
子
化
に
よ
る

過
疎
化
の
進
行
は
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
く
、
高
齢
者
対

策
な
ど
と
と
も
に
地
域
活
性
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

-
魅
力
あ
る
集
落
づ
く
り
事
業
に
着
手

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
町
の
活
性
化
に
は
町
の
最

小
単
位
で
あ
る
地
域
集
落
の
人
々
が
生
き
生
き
と
光
り
輝

く
こ
と
が
必
要
だ
と
の
考
え
方
か
ら
、
「
魅
力
あ
る
集
落

づ
く
り
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

魅
力
あ
る
集
落
づ
く
り
事
業
は
、
平
成
元
年
に
策
定
さ

れ
た
山
北
町
観
光
開
発
基
本
計
画
を
具
現
化
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
「
海
、
山
、
川
の
恵
ま
れ
た
自
然
、
地
域
固

有
の
伝
統
文
化
、
魅
力
あ
る
人
や
技
を
活
用
し
な
が
ら
、

住
ん
で
い
る
人
た
ち
の
手
で
そ
の
地
域
を
光
り
輝
か
せ
て

い
く
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
た
。
事
業
の
取
り
組
み
は
、

四
十
人
の
集
落
ご
と
に
委
員
会
を
組
織
し
て
、
ま
ず
集
落

町
長

• 

の
光
(
資
源
)
の
掘
り
起
し
か
ら
始
ま
り
、
計

画
策
定
、
そ
し
て
実
施
へ
と
進
め
ら
れ
た
。

A
V
集
落
の
積
極
的
な
参
加
が

地
時
に
自
信
と
誇
り
を
生
む

事
業
は
、
集
落
表
示
看
板
の
設
置
、
ミ
ニ
公

固
な
ど
の
ハ

l
ド
事
業
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
多
彩
な
内
容
と
な
っ
た
が
、
基
本
に

な
っ
た
の
は
「
み
ん
な
の
手
作
り
で
、
等
身
大

の
事
業
を
実
践
す
る
」
こ
と
だ
っ
た
。
各
集
落

と
も
、
か
つ
て
な
い
取
り
組
み
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
積
極
的
に
参
加
し
、
集
落
へ
の
愛
着
や
連

帯
感
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
に
対 大

滝
平
正

す
る
意
識
高
揚
と
、
自
ら
の
地
域
に
自
信
と
誇
り
が
生
ま

れ
て
き
た
こ
と
が
何
よ
り
の
成
果
と
い
え
る
。

-
新
た
な
起
業
へ
の
取
り
組
み
が
地
域
経
済
に
波
友
効
果

さんぽく生業の里「アク笹まき作り体験」

といでにこ要お集し : 江主当主益三~:::JWk2~~ー哩一一竺翌暫 くち起
思と、発とがり落、魅 陶圃画固温鶴間掴齢~瞳..鴎醐 生上業こ
う安こ信のあ、閉そ力 国軍E函E型車~・正璽量温掴園業げ へう
。らのしなるいののあ 田圃E盟国匝輔・圃宮司区..  画圃監理彊題目 のたのし
ぎ町てい 。ま意成る E・E・-盟国司 圏薗 里「取た
のに訪地ぃ ー 識果集園周圃・・国国圃園園E恒通園困置理璽額損盟理 企ざり集
あ住れ域ず度格に落 ~型炉雪. F~醤量語圏哩堅潜樽癖遺 業ん組落
るんる社れ原差よづ | 盤も~...，.略環調冨撃選瀦態調 組ぽみづ
町で人会に点がっ iみJZ闘中 君!郎町『山居間四でージ?全くも i
づ良々をしに生て立 やってみ隊「田植え」は活動の中の大切な 1 ‘ 体 始旦
くかと目て立す来事なっている で験ま主

12のT負主 2訪音大域れ進が百さ俣グこ織体生同交つ業
主主義日芯ぞ々 芸47普天長占草色272t雪T農去三官
舎主主S22喜望zき二品AEそ主 EZヵ:五努泉署安;?
て思め力疎し期て以て波加み携み」楽7し地動受をの旦域て
ミえてを」てをい上い及し、の隊や酢て域しけ活食「住、
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〔
八
尾
町
商
工
会
〕

民
間
主
導
に
よ
る

通
年
観
光
の
ま
ち
づ
く
り

八
尾
町
商
工
会
は
、
平
成
十
年
度
に
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
に
取
り
組
み
、
町
当
局
が
基
本
計

画
を
策
定
す
る
の
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
T

M
O構
想
(
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
計
画
)
を
策
定
し
た
。
そ

の
後
、
行
政
で
は
市
街
地
整
備
な
ど
の
ハ

ー
ド
事
業
と
し
て
、
お
わ
ら
資
料
館
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ

l
ク
の
整
備
な
ど
に
着
手
。
こ
れ
に

対
し
、
商
工
会
は
商
業
活
性
化
の
た
め
の

ソ
フ
ト
事
業
と
し
て
、
空
き
庖
舗
対
策
や

年
間
を
通
し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を

主
に
実
施
し
て
き
た
。

池田4

長

A
V
空
き
庖
舗
群
を
魅
力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
再
生

主二コ

高豊
凶也圃冨圃

空
き
庖
舗
対
策
事
業
と
し
て
は
、
観
光
会
館
前
の
空
き

庖
舗
改
装
事
業
が
あ
る
。
八
尾
の
観
光
の
拠
点
で
あ
る
観

光
会
館
の
真
ん
前
に
生
じ
て
い
た
空
き
庖
舗
群
に
つ
い
て

は
、
諏
訪
町
通
り
に
抜
け
る
散
策
路
の
重
要
な
地
点
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
整
備
が
急
が
れ
て
い
た
が
、
同
十

一
年
度

に
製
販

一
体
型
庖
舗
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
風
ま
か
せ
」
や
、

観
光
情
報
が
得
ら
れ
る
休
憩
施
設
「
風
来
坊
」
、
観
光
土

産
品
庖
「
風
の
館
」
と
し
て
改
装
し
た
。

-。
「
町
申
が
ま
る
ご
と
美
術
館
」
に
向
け
た

取
り
組
み

イ
ベ
ン
ト
事
業
と
し
て
は
、
年
間
を
通

し
て
八
尾
の
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
を
重
視
し
、
四
季
を
通
じ
た
イ
ベ
ン
ト
展
開
を
観
光
協

会
と
と
も
に
行
っ
て
き
た
。
八
尾
町
に
は
、
春
に
は
「
曳

山
祭
り
」
、
晩
夏
に
は
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
と
い
う
伝
統

行
事
が
あ
り
、
地
域
活
性
化
の
大
き
な
核
と
な
っ
て
い
る

が
、
全
く
発
想
を
新
た
に
し
た
秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
坂
の
ま
ち
ア
l
ト
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
平
成
八
年
に

生
ま
れ
た
。
「
八
尾
の
特
徴
あ
る
町
家
や
町
並
み
を
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
に
し
た
美
術
展
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
基

づ
く
企
画
で
あ
り
、
商
工
会
で
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
「
町

中
が
ま
る
ご
と
美
術
館
」
と
な
る
よ
う
、
家
々
の
玄
関
先

に
山
野
草
を
飾
る
「
野
の
花
展
」
や
、
観
光
商
業
へ
の
移

行
の
た
め
の
実
験
的
な
取
り
組
み
と
し
て
の
「
十
日
商
い
」

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

• 川
原
敏
彦

こ
れ
ら
の
事
業
は
国
の

T
M
O計
画
の
認
定
も
い
た
だ

園
田
副
割

い
た
。
こ
の
動
き
に
触
発
さ
れ
、
民
間
事

・

闘
幽

業
者
に
よ
る
個
人
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
翠
華
堂
」

・
・
関
叫

や
「
坂
の
ま
ち
美
術
館
」
が
隣
接
し
て
オ

・
圏
一
一
1
プ
ン
し
た
こ
と
か
ら
、
空
き
庖
舗
の
あ

・
聞
鰯

一
っ
た
寂
し
い

一
帯
が
、

一
気
に
観
光
的
に

.
鹿
町

一
も
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
生
ま
れ
変

・

園

一
わ
っ
た
0

.
幅
一一

こ
れ
ら
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の

圃
櫨
刊一

制
定
と
と
も
に
、
各
商
店
街
単
位
で
地
域

-
E
ム

活
性
化
に
向
け
た
懇
談
会
を
定
期
的
に
開

・
・
関
誌

催
し
て
き
た
成
果
が
、
自
然

.

.

 震

な
動
き
と
し
て
表
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
少
な
い
投
資

額
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
き
な
成
果
が
表
れ

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
地
道
な
取
り
組
み
が
ベ

l
ス
に
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
て
い
る
。

-
合
併
後
の
新
市
建
霞
計
画
の
検
討
作
業
も

ま
た
、
昨
年
度
は
東
京
大
学
西
村
研
究
室
と
の
協
働
作

業
に
よ
り
、

J
R
八
尾
駅
前
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化

の
た
め
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
を
図
る
事
業
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
駅
周
辺
の
整
備
計
画
立
案
に
つ
い
て
も
行
政

則
固

か
ら
の
委
託
を
受
け
、

T
M
O
構
想

叫
『

の
変
更
承
認
と
併
せ
て
、
合
併
後
の

野

』
新
市
建
設
計
画
に
反
映
す
る
作
業
を

行
っ
た
。
同
時
に
、
「
坂
の
ま
ち
ア

ー
ト
」
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
べ

く
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
篠
田
研
究

室
の
協
力
を
得
て
、
地
域
に
滞
在
し

て
作
品
を
創
作
す
る
ア
l
ト
展
(
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン

ス
)
を
開
催
し
、
地
域
住
民
と

一
体

と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
定
着
化
を
図

る
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
た
。
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川
の
再
生
を
通
じ
た
ま
ち
、
つ
く
り
へ
の

取
り
組
み

-
ク
レ
ソ
ン
ケ
l
キ
を
食
べ
て
浄
化
運
動
に
参
加

み
そ
ぎ
が
わ

「
甘
過
ぎ
な
く
て
、
お
い
し
い
ね
」

|
御
誠
川
沿

い
の
「
ま
い
も
ん
処
い
し
り
亭
」
で
は
、
ク
レ
ソ

ン
ケ
l
キ
が
好
評
で
あ
る
。
こ
の
ケ
1
キ
は
、
同

川
の
浄
化
実
験
施
設
で
育
っ
た
ク
レ
ソ
ン
を
用
い

て
作
っ
た
も
の
で
、
ケ
ー
キ

一
リ
ン
グ
の
売
り
上

げ
当
た
り
百
円
が

「川
へ
の
祈
り
F
U
N
D
」
に

寄
付
さ
れ
、
川
再
生
に
活
か
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

ケ
l
キ
を
食
べ
て
、
川
を
き
れ
い
に
。
気
軽
に
で

き
る
新
し
く
て
、
お
い
し
い
浄
化
運
動
で
あ
る
。

つ

都
市
河
川
の

育刈

再
生
と
い
う
と
、

ω
「額
に
汗
し
て
川

均
ノづい

掃
除
」
と
い
う

パ

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、

クト

私
た
ち
は
そ
れ
だ
け
に

け
と
ら
わ
れ
ず
、
楽
し
く

脚
川
と
付
き
合
う
方
法
を

捜
提
案
し
て
い
る
。
毎
月

争出

第
二
日
曜
日
の
川
掃
除

つ怜

で
も
、
後
に
は
必
ず
川

相
遊
び
で
楽
し
み
、
家
庭

ー

〔
制
御
蔵
川
〕

チ
ー
フ
マ
、ネ
ぃン
ャ
ー

森
山
奈
美

• 

で
の
浄
化
の
取
り
組
み
も
ゲ
l
ム
感
覚
で
「
排
水
路
対

抗
!
御
誠
川
静
化
大
会
」
に
。
同
じ
排
水
路
か
ら
廃
水

を
流
す
家
庭
が

一
丸
と
な

っ
て
、

一
定
期
間
の
水
質

改
善
を
競
う
。

位、、""、
青柏祭でにぎわう御蔽川沿い。平成17年は、 川沿いのベンチ
整備も完了し、 非常に盛り上がった

-
川
と
市
民
の
関
係
を

取
り
戻
す
浄
化
活
動

活
動
の
中
心
に
な
っ
て

い
る
の
は
、
川
へ
の
祈
り

実
行
委
員
会
と
い
う
N
P

O
だ
。
活
動
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
る
の
が
、
民

間
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
伽

御
誠
川
で
、
川
へ
の
祈
り

実
行
委
員
会
の
事
務
局
を
担
当
し
、
ク
レ
ソ
ン
ケ
l
キ
の

販
売
に
は
、
直
営
庖
の

「
い
し
り
亭
」
が
連
携
し
て
い
る
。

取
り
組
み
を
通
じ
て
改
め
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、

「
市
民
と
川
と
の
関
係
づ
く
り
に
よ
っ
て
浄
化
を
進
め
る
」

こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
実
験
装
置
は
"気
付
き
の
場
“
で

あ
っ
て
ほ
し
い
。
排
水
路
の
水
を
浄
化
し
て
川
に
流
す
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
川
と
の
関
係
に
気
付
い
て
ほ

し
い
。
い
か
に
素
晴
ら
し
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
も
、
市

民
と
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
進
め
ら
れ
る
浄
化
で
は
、
本

当
の

「川
の
再
生
」
に
は
至
ら
な
い
。
冒
頭
で
紹
介
し
た

よ
う
に
、
「
食
べ
る
こ
と
」
を
通
じ
て
、
川
と
の
関
わ
り

に
気
付
く
こ
と
も
大
切
な
取
り
組
み
で
あ
る
。

A
V
御
蔵
川
が
つ
な
ぐ
イ
エ
・
ミ
セ
・
マ
チ
の
再
生

品
川
御
械
川
は
、
川
の
再
生
を
三
つ
の
側
面
か
ら
と
ら
え

て
い
る
。
一

つ
は
、
川
の
浄
化
に
よ
っ
て
水
質
が
改
善
す

る
こ
と
。
二

つ
目
は
「
界
隈
の
に
ぎ
わ
い
創
出
」
で
あ
る
。

川
沿
い
に
庖
を
つ
く
り
、
底
を
通
し
て
人
々
の
に
ぎ
わ
い

を
つ
く
り
出
す
。
そ
し
て
三
つ
目
め
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
再
生
」
だ
。
川
の
こ
と
を
思
い
、
ま
ち
の
こ
と
を
思
い

な
が
ら
行
動
す
る
人
々
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
で
あ
る
。
人
が
川
と
の
関
係
を
取
り
戻
し
な
が
ら
、
地

域
経
済
や
ま
ち
の
文
化
と
の
つ
な
が
り
を
も
取
り
戻
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
、

「イ
エ
・
ミ
セ
・
マ
チ
の

関
係
を
再
生
す
る
」
と
表
現
し
て
い
る
。
御
誠
川
と
い
う

一
本
の
汚
れ
た
川
を
目
の
前
に
し
た
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

都
市
問
題
が
凝
縮
さ
れ
て
見
え
て
く
る
。
こ
こ
に
、
川
の

再
生
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
の
大
き
な
意
義

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

A
V
仲
間
と
の
合
言
葉
は
「
川
は
と
も
だ
ち
」

御
誠
川
の
水
質
は
い
ま
だ
に
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
。
も
う

一
度
、
川
と
よ
り
を
戻
し
て
、
川
の
声
に
耳

を
澄
ま
せ
よ
う
。
困
っ
て
い
る
時
に
は
悩
み
を
聞
き
、
夢

が
か
な
え
ば
手
を
取
り
合
っ
て
喜
ぶ
。
喜
び
も
悲
し
み
も

分
か
ち
合
え
る
"
友
だ
ち
“
の
よ
う
に
。
合
言
葉
は
「
川

は
と
も
だ
ち
」。

こ
の
合
言
葉
を
心
か
ら
言
え
る
仲
間
と

一
緒
に
、
こ
れ
か
ら
も
川
と
付
き
合
っ
て
い
き
た
い
。
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A
V
全
国
に
先
駆
け
た
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

小
浜
市
は
、
福
井
県
南
部
に
位
置
す
る
人
口
約
三
万
三

千
人
の
ま
ち
で
あ
る
。
若
狭
お
ば
ま
は
「
海
の
あ
る
奈
良
」

と
呼
ば
れ
、
大
陸
と
日
本
の
都
を
結
ぶ
海
陸
交
通
の
要
衝

み
け
っ
く
に

の
地
と
し
て
栄
え
、
ま
た
御
食
国
と
し
て
豊
か
な
食
を
都

に
提
供
し
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
歴
史
を
持

つ
市
で
は
近
年
、
サ
パ
や
グ
ジ
(
甘
鯛
)
、
若
狭
ガ
レ
イ

な
ど
豊
か
な
食
や
食
材
に
着
目
し
、
食
を
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
に
据
え
た
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
る
。

食
を
支
え
る
農
林
水
産
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
観
光
振
興
、

環
境
保
全
、
健
康
増
進
や
食
育
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
食
の

ま
ち
づ
く
条
例
」
を
平
成
十
三
年
九
月
、
全
国
に
先
駈
け

制
定
し
た
。

A
V
学
校
給
食
へ
の
地
場
産
食
材
供
鎗
率
は

ω
%

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
は
ま
ず
、
小
学
校
区
を
単
位

と
し
た
十
二
の
地
区
ご
と
に
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
を

設
置
。
地
域
固
有
の
食
や
食
文
化
に
着
目
し
、
市
民
自
ら

が
主
体
的
に
参
画
す
る
地
区
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
取
り
組
ん

だ
。
水
田
が
広
が
る
山
あ
い
の
地
区
で
は
、
高
齢
者
を
中
心

に
十
数
人
の
グ
ル
ー
プ
が
毎
朝
、
地
場
で
取
れ
た
野
菜
な

を
活
か
し
た

食
の
ま
ち
づ
く
り
課
長

「
歴
史
C
伝
統
を
誇
る
食
」

ま
ち
づ
ノ
り

• 高
島

ど
を
学
校
に
届
け
る
仕
組
み
が
動
き
だ
し
た
。
一二
年
を
経

て
、
地
場
産
食
材
の
供
給
率
は
約
八

O
%
に
ま
で
高
ま
る
。

市
で
は
、
こ
の
学
校
給
食
へ
の
食
材
納
入
の
仕
組
み
を

全
市
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
参
画
の
下
、

小
学
校
で
の
体
験
学
習
の
充
実
に
も
取

り
組
ん
だ
。
山
あ
い
の
学
校
で
の
山
菜

採
り
や
海
辺
の
学
校
で
の
ワ
カ
メ
採
り

体
験
な
ど
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
中

心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
心
掛
け

た
。
山
菜
の
天
ぷ
ら
や
ワ
カ
メ
の
酢
の

物
作
り
な
ど
、
料
理
体
験
も
実
施
し
、

生
産
か
ら
消
費
ま
で
食
を
丸
ご
と
体
験

で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
。

-
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

「
生
涯
食
宵
」
の
実
践

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
農
林
水
産
業

を
核
に
し
な
が
ら
市
全
域
に
食
育
の
基

盤
が
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
。一

般
的
に

食
育
と
い
う
と
、
小
中
学
校
で
の
取
り

組
み
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
「
生
涯
食
育
」

と
し
て
、
全
世
代
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

賢

例
え
ば
幼
児
期
に
お
い
て
は
、
料
理
を
通
じ
て
得
ら
れ

る
達
成
感
や
、
命
を
大
切
に
す
る
心
の
醸
成
、
そ
し
て
他
の

命
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
自
分
の
体
が
成
り
立
つ
と
い

う
、
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
幼
児

の
料
理
教
室
「
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
」
を
年
間
約
五
十
回

開
催
、
市
内
の
幼
稚
園
児
全
員
が
食
に
向
き
合
っ
て
い
る
。

ま
た
、
伝
承
料
理
教
室
や
簡
単
料
理
教
室
、
高
齢
男
性

の
料
理
教
室
を
実
施
す
る
な
ど
、
市
民
が
食
に
親
し
め
る

機
会
を
徐
々
に
増
や
し
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
自
分
の
晴
好
に
合
わ
せ
て
料

理
を
選
択
し
、
個
々
人
に
合
っ
た
栄
養
診
断
が
受
け
ら
れ

る
「
健
康
に
食
べ
よ
う
会
」
も
毎
固
定
員
オ
ー
バ
ー
の
人

気
で
あ
る
。

A
V
"
食
育
文
化
都
市
“
を
宣
言

食
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
活
動
を
背

景
と
し
て
昨
年
十
二
月
、
地
産
地
消
に

心
掛
け
健
康
増
進
を
図
る
、
伝
承
料
理

(
ス
ロ
ー
プ

l
ド
)
な
ど
の
食
文
化
や

は
し

地
場
産
業
で
あ
る
箸
文
化
を
次
代
に
継

承
す
る
、
感
謝
の
気
持
ち
ゃ
命
の
大
切

さ
を
育
む
な
ど
、
七
つ
の
項
目
か
ら
成

る
「
食
育
文
化
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た
。

若
狭
お
ば
ま
が
持
て
る
潜
在
的
な
素
晴

ら
し
き
を
皆
で
認
識
し
、
伸
ば
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

地
域
独
自
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
践
し
な
が

ら
、
「
生
涯
食
育
」
の
下
、
訪
れ
る

人
々
も
含
め
て
市
民
皆
が
健
康
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
、
集
え
る
ま
ち
、
共
に
楽
し
く
食
事
を
し
、

語
ら
い
合
う
ま
ち
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地域の人とともにワカメ狩り体験
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エコツ
l
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け
た

全
村
公
園
づ
く
り

ヒオウギ

山
中
湖
村
は
富
士
山
の
北
側
に
広
が
る
富
士
北
麓
の
最
も

東
側
に
位
置
し
、
富
士
五
湖
の
東
端
に
当
た
る
山
中
湖
を
中

心
と
し
た
地
域
で
あ
る
。
北
側
に
は
御
正
体
山
が
そ
び
え
、

東
側
に
は
神
奈
川
県
と
の
県
境
、
丹
沢
山
塊
が
連
な
り
、
南

に
霊
峰
富
士
山
を
い
た
だ
く
、
自
然
環
境
の
豊
か
な
、
風
光

明
朔
な
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
。

-
「
山
中
湖
村
全
体
を
商
晶
と
し
て
考
え
る
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

プ問園田畠遁置・‘♂置物も つか値でいむてン保
. 圃匝圃・園田・行欠従て」をあるべいな養こ

予体・・圃・・・・圃・政け来い |付りがきるど施の
定、負し企建額るとて、そだけ、、か 。へ設リ

iiZ2時点!?iiiiiiii
界Z産手究員を実てはり キとに村体な減相で
交と決 l投強注品い、組 lしいのか現少次も
流協すスげのぎ園る ー み ワてか総ら状しぎパ
プ力るが状運込な部般の 1売にてのを、、ブ
ラ Lた目態営むど分的中 ドり付が提踏新ホル
ザ め立ではがにでにで と出加商 言 またテ崩
「 二 、つ、第ぺ多あ箱最 なす価品やえなル壊
きO村て充 三K_、¥¥内置酒田園-支、顧、以
らOはい分セ岨. .i、よ辿 . l援い客民来
ら六広るにク'司』臨ム 可、a・・・・・F をま獲宿
」年く 。目タ 司・・L~~ 司・・・... . 基何得、大
の七村こ的 l ¥ぷ垂直・・・i ・・・. I ににをベ手
運月民れを、 一可・・・.....・・・~L. 進取模ン企
営オやら達民-.司・・・・・・・・6 めり索シ業
ス l民の成問 、 .--・E ・-E て組しヨの

富
士
山
自
然
学
校

代表

・

漉
辺
長
敬

タ
ツ
フ
の
養
成
に

O
二
年
か
ら
取
り
組
み
、
現
在
で
は
三
十

二
人
の
講
座
受
講
生
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
と
企
画
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

A
V
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
聾
成

をたプそあ 白・・・E園圃・・・・・・・園田を持ツ行を lに
山育め」のる実つク政生養、可
中て、でポ商感自ア主か成同出
湖て毎あイ品・・E・・・・・・・・・・・・し然ツ導し講年逼
村い月るンとてのプ型て座三時
にる 二。 ト考 極圏・・・・・・・・も財すで、を月茎
経 。回村のえら産るは山立か依
済 のの 一 、・圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃つを官な中ちらを;
効 講素つ「ケヤキの巨木 こ掘民く湖上村商
果座晴は何 とり協、村げは品
が でら「夫山い承ど「しかツ隣 が起力住をたボと
生 質し人 中つしも森、らア接 O狙こ型民二 。ラし
ま のい材誰湖て、れの感自 lす四いしのが宗村ンて

2R限切tE減税足立Z-T1(日??
よ イを成宮豊いに、ら 声 素実ク月そ中組「るつアる
、売と 皐 富」そエしが晴施マに 湖みし，資イ」

に スるグ売なとのコさ届らしガ花 のでてE源ンを
す ト仕レ f自考輪ツをいしたイの 素あ がやスキ
る ラ事 lか扶えをア 学 てさ 。ソ都 晴る行白人ト l
取 クをド与をご広 lんいに参ウ公 ら 。政品的ラワ
り タすァ~魅・げを F 共加観園 し村が戸財ク 1
組 lるッ有力そて継子そ感者察に さのパヨ産タド

み
は
、
「
自
然
と
人
と
の
共
生
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
従
来
の

村
お
こ
し
が
、
開
発
と
い
う
名
の
自
然
破
壊
で
し
か
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
強
い
だ
け
に
、
「
故
郷
の

自
然
を
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
使
命
」
そ
れ
に
は

「山

中
湖
村
全
体
を
商
品
と
し
て
考
え
る
」
。
そ
し
て
「
自
然
と
人

と
の
共
生
」
、
こ
れ
が
村
の
未
来
に
向
け
て
取
り
組
む
た
め
の

注
目
す
べ
き
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

-
希
少
植
物
を
保
語
し
た
公
園
づ
く
り
に
着
手

山
中
湖
交
流
プ
ラ
ザ
は
平
成
十
四
年
に
計
画
が
発
表
さ
れ

た
事
業
で
、
当
初
は
計
画
地
に
希
少
植
物
の
タ
コ
ノ
ア
シ
や

ス
ジ
ヌ
マ
ハ
リ
イ
な
ど
の
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る
種
が
多
く
生

育
し
て
い
た
た
め
、
詳
細
な
調
査
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
、

一

部
に
保
護
運
動
も
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
希
少
植
物
を
最
大
限

に
保
護
し
な
が
ら
、
自
然
公
園
と
し
て
湿
生
植
物
群
落
の
保

護
を
図
り
、
環
境
教
育
の
場
と
し
て
、
地
域
住
民
の
活
動
拠

点
と
し
て
の
提
案
を
行
っ
て
き
た
。

公
園
の
湿
生
花
苑
や
湿
生
植
物
園
の
生
態
系
に
つ
い
て
も

住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
地
域
由
来
の
植
物
種
を
基
盤
と

し
た
植
栽
計
画
、
公
園
内
に
生
態
系
の
循
環
機
能
を
持
た
せ

た
生
物
の
世
代
交
代
の
可
能
な
公
園
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

公
園
で
は
膨
大
な
費
用
と
人
力
を
投
入
し
て
、
季
節
ご
と

に
咲
く
花
を
植
え
替
え
て
は
刈
り
取
る
と
い
う
、
非
合
理
的

な
作
業
が
行
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
生
態
系
の
循
環
機
能
は

失
わ
れ
、
土
壊
は
荒
れ
果
て
て
、
も
は
や
自
然
と
の
共
生
の

範
囲
で
は
な
い
。
花
の
都
公
園
に
隣
接
す
る
赤
松
林
に
ク
マ

ガ
イ
ソ
ウ
群
落
が
あ
る
。
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
群
生
地
と
ハ
リ

モ
ミ
純
林
の
聞
に
、
広
大
な
使
用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
地
が

存
在
す
る
。
こ
の
地
域
に
自
然
生
態
系
の
再
生
の
た
め
の
大

草
原
の
回
廊
を
つ
く
る
。
人
と
公
園
と
自
然
と
が
共
生
す
る

回
廊
は
、
ま
さ
に
、
花
の
都
公
園
に
膨
大
な
付
加
価
値
を
付

け
る
こ
と
に
な
り
、
わ
ず
か
な
費
用
で
持
続
可
能
な
環
境
を

再
生
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
村
は
住
民
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
、
自
然
、
文

化
を
生
か
し
た
コ
ブ
シ
探
勝
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
高
指
山
を
中

心
と
し
た
「
ヒ
オ
ウ
ギ
の
里
祭
り
」
、
ヒ
メ
ホ
タ
ル
観
察
会
、
山

中
湖
村
巨
木
観
察
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
夏
休
み
親
子
木
工
ク
ラ

フ
ト
教
室
、
親
子
手
織
り
体
験
教
室
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
、

樹
氷
、
霧
氷
作
品
募
集
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
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〔
蝿
ケ
崎
西
町
会
〕

コ

ミ

テ

ィ

l
再
構
築
に
よ
る
地
縁

大
家
族
社
会
づ
く
り

手作り弁当

「あいの会J

ユ-
-・・・・圃

松
本
市
蟻
ケ
崎
西
町
会
(
町
内
会
)
は
、

二
十

一
世
紀
を

見
据
え
た
「
地
縁
大
家
族
社
会
」
づ
く
り
に
向
け
、
共
助
を

基
本
に
し
た
自
治
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
町
会
の
歴
史
は

古
く
、
松
本
城
の
北
西
の
丘
陵
地
に
あ
る
世
帯
数
人
百
戸
、

人
口
約
二
千
人
の
住
宅
街
。
定
住
、
流
動
世
帯
が
混
住
、
高

齢
化
率
は
二
二
%
で
、
年
々

一
人
暮
ら
し
の
世
帯
が

増
加
し
て
い
る
。

冗
餓
ヶ
崎
西
町
会
長

松
本
市
議
会
議
員

• 福
島
昭
子

月
を
経
て
同
九
年
「
福
祉
の
町
づ
く
り
宣
言
」

に
至
り
、
今

も
こ
の
宣
言
に
基
づ
き
「
地
縁
大
家
族
社
会
」
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
る
。

-
日
常
の
生
活
躍
題
は
"
地
織
で
解
決
“
を
基
本
に

A
V
女
性
の
主
体
的
参
画
に
よ
る
福
祉
の
町
づ
く
り
宣
言

福祉のまちづくり宣言

O蟻ヶ崎西町会は私たちの家庭です。
O道路は家の廊下で各家はそれぞれの部屋です。
Oふれあい広場はみんなの部屋です。

蟻
ヶ
崎
西
町
会
も
か
つ
て
は
多
く
の
町
会
と
同
様

に
、
男
性
役
員
が
大
勢
を
占
め
、
女
性
た
ち
の
感
性

の
反
映
す
る
町
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
市
の
公
民

館
活
動
で
学
ん
だ
女
性
た
ち
が
「
自
分
た
ち
が
住
み

た
い
と
思
え
る
町
に
変
え
て
い
こ
う
」
と
立
ち
上
が
つ

・
・
・
・
・
た
の
は
昭
和
六
十
年
だ
っ
た
。
そ
れ
以

・
園
田
園
・
後
、
公
民
館
女
性
部
が
中
心
と
な
り
、

L
E園
地
道
な
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続

4
2
5
け
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
よ

!
ド
』
曹
司
う
と
、
平
成
三
年
に
は
公
民
館
女
性
部
、

動
-
・
圃
富
民
生
委
員
、
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
な
ど
、
男

圃
圃
司
園
間
性
も
巻
き
込
み
七
団
体
が
連
携
し
て
福
祉
グ
ル

じ

'E副
l
プ
「
蟻
の
会
」
を
設
立
し
た
。

園
田
圃
.
，
i

会
の
代
表
が
副
町
会
長
に
就
任
、
女
性
た
ち

--E
，，

a

の
活
動
は
次
第
に
住
民
の
理
解
を
深
め
、
同
六

年
に
は
蟻
の
会
か
ら
画
期
的
な
初
の
女
性
町
会
長
が
誕
生
し

た
。
女
性
の
主
体
的
な
町
づ
く
り
へ
の
参
画
は
町
ぐ
る
み
の

福
祉
活
動
に
つ
な
が
り
、
地
道
な
活
動
に
よ
る
十
二
年
の
歳

町
会
住
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
わ
が
町
で
は

毎
月
二
十
八
日
に
定
例
常
会
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
こ

に
は
隣
組
長
を
中
心
に
二
十
代
か
ら
人
十
代
ま
で
の
住

民
が
百
人
ほ
ど
集
ま
り
、
毎
月
実
に
に
ぎ
や
か
だ
。
八

百
世
帯
を
八
つ
の
地
区
に
分
け
て
あ
り
、
各
地
区
長
が

隣
組
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
日
常
の
生
活
課
題
を
ま
と
め

る
。
例
え
ば
「
側
溝
が
壊
れ
た
」
「
ア
メ
シ
ロ
が
発
生
し

た
」
と
い
っ
た
生
活
課
題
は
、
何
で
も
市
に
要
望
す
る
の

で
は
な
く
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
の
三
パ
タ
ー
ン
に
分

類
し
、
市
の
支
援
が
必
要
だ
と
役
員
会
で
判
断
し
た
も

の
は
、
町
会
長
が
直
接
市
役
所
に
出
向
い
て
要

望
し
、
解
決
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、
で
き
る
こ
と
は
町

会
内
で
解
決
し
て
い
る
。
わ
が
町
で
は

「暮
ら
し

の
質
の
向
上
」
を
福
祉
と
考
え
て
お
り
、
日
々
の
生
活

課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
大
き
な
福
祉
活
動
の

一
環
と
し
て
い
る
。
定
例
常
会
で
話
し
合
わ
れ
た
こ

と
は
、
「
町
会
だ
よ
り
」
で
全
戸
に
知
ら
せ
て
い
る
。

-
住
民
組
織
が
福
祉
活
動
の
面
的
推
進
役
に

自
分
や
家
族
だ
け
で
は
解
決
が
難
し
い
問
題
を
支

援
す
る
た
め
に
、
町
会
内
に
は
い
く
つ
か
の
住
民
の

自
治
活
動
や
団
体
活
動
が
あ
る
。
前
述
し
た
蟻
の
会
は
そ
の

一
つ
で
、
今
で
は
町
会
組
織
に
位
置
付
け
ら
れ
、
福
祉
活
動

の
面
的
な
推
進
役
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
以
下
に

紹
介
す
る
活
動
が
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
町
会
と
は
別
組

織
の
任
意
団
体
が
町
会
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
生
き
生
き
と

活
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

川
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と
き
わ
会

高
齢
者
な
ら
で
は
の
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
で
、
世
代
間
交
流

事
業
や
生
き
が
い
活
動
を
通
し
、
町
会
活
動
と
積
極
的
に
協

力
関
係
を
図
っ
て
い
る
。

川
有
償
助
け
合
い
「
あ
・
う
ん
の
会
」
の
活
動

こ
の
任
意
団
体
は

一
時
間
三
百
円
の
有
償
助
け
合
い
の
制

度
を
確
立
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。
日
常
の
困
り
ご
と
何
で
も
相
談
で
き
る
「
福
祉

1
1
0
番
」
に
位
置
付
け
て
い
る
。

山川

配
食
サ
ー
ビ
ス
「
あ
い
の
会
」
の
お
弁
当
作
り

毎
週
月
曜
日
約
百
食
、
金
曜
日
五
十
食
の
お
弁
当
を
作
り
、

町
内
の
対
象
者
を
中
心
に
配
食
し
て
い
る
。

川
子
育
て
支
援
「
あ
り
ん
こ
ア
ン
ト
」

入
園
前
の
幼
児
と
母
親
を
対
象
と
し
た
子
育
て
支
援
活
動
。

毎
週
木
曜
日
に
町
会
の
公
民
館
を
開
放
し
て
、
親
子
が
安
心

し
て
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
る
。

川
宅
幼
老
所
「
愛
・
ぶ
ん
ぶ
ん
」
の
運
営

み
ん
な
が
助
け
合
っ
て
安
心
し
て
楽
し
く
暮
ら
す
家

「
愛
・
ぶ
ん
ぶ
ん
」
を
、
有
志
が
民
家
を
借
り
平
成
十
六
年
に

開
設
し
た
。
こ
こ
ま
で
福
祉
の
町
づ
く

り
を
進
め
て
こ
れ
た
基
盤
に
は
、
常
に

社
会
教
育
の
学
習
が
あ
っ
た
。
結
果
と

し
て
男
女
共
同
参
画
が
進
み
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
が
進
ん
で
い
る
と

感
じ
て
い
る
。
蟻
ケ
崎
西
町
会
は
こ
れ

か
ら
も
「
地
縁
大
家
族
社
会
」
づ
く
り

を
目
指
し
、
福
祉
の
普
遍
化
を
大
切
に

し
て
、
少
子
高
齢
社
会
を
自
ら
の
手
で

幸
せ
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
未
来

像
に
向
け
、
自
立
を
モ
ッ
ト
ー
に

一
歩

一
歩
実
践
し
て
い
く
。
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自
然
科
学
と
伝
統
文
化
を
活
か
し
た

ま
ち
ゃ
つ
く
り

A
V
「
人
間
創
世
キ
ャ
ン
パ
ス
・
飛
騨
市
」
を
構
築
へ

飛
騨
市
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
に
根
差
し
た

飛
騨
文
化
の
徹
底
し
た
追
求
と
創
造
で
あ
る
。
魅
力
あ
る

資
源
の
活
用
と
時
代
ニ

l
ズ
に
呼
応
し
た
体
験
学
習
や
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
「
人
間
創
生
キ
ャ
ン
パ
ス
・

飛
騨
市
」
を
構
築
し
、
挑
戦
的
・
戦
略
的
な
手
段
を
用
い

て
、
自
治
体
間
競
争
に
勝
ち
抜
く
こ
と
に
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
当
市
神
岡
町
が
小
柴
昌
俊
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
に
よ
り
、
「
宇
宙
科

学
最
先
端
の
ま
ち
」
と
し
て

一
躍
世
界
に
知
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
市
民
が
主
体
と
な
り
、
自
然
科

清
水

貢

企
画
経
営
部
総
合
政
策
課

• 

スーパーカミオカンテ (提供/東京大学宇宙線研究所)

学
を
主
テ
l
マ
と
し
た
青
少
年
ひ
と
づ
く
り
事
業
「
夢
の

た
ま
ご
塾
・
飛
騨
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
企
画
・
実
践
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

従
来
の
教
育
や
学

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 .
 

校
と
い
う
概
念
に
と

Ea----------=
・

ら
わ
れ
ず
、
飛
騨
市

一
ぺ

a
E
・E・-司』・

全
域
を
学
び
舎
と
し
、

lid
-
-
E

・E・

生
活
空
間
に
か
か
わ

44
E圃司
ム一一-

る
全
て
の
資
源
(
白

島

監

駒
込
蝉

園

開

J'r

然
、
文
化
、
食
、
祭
、
農
園
・

G箇
圃
・
・

E聞
E
d

地
、
川
、
森
林
、
環
境
)
園
陸
幽
・
・
圃
・
園
調
副
伊

『

を
活
用
し
た
活
動
メ
圃
圃

a・
・
・
・
・
聞
醐
開
担

み

・・聞記・・・・
・・・・閉馳樋15
並

ニ
ュ

1
、
国
内
外
の
著
置
咽
訓
闘
週
圃
圃
圃
思
捌
慎

J
J
叩

幽
圃
臨
閉
a
R
M

園高
.，
連
盟
問
+古

名
な
講
師
を
招
い
て
園
田
園

R
E副
臨
圃
閤
轟
蹴
倒
H
W

夢
を
語
り
、
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
で
高
校
生
が
幅
広
く

教
養
を
得
る
場
、
夢
を
描
く
場
と
し
て
い
る
。

A
V
世
界
愚
先
端
施
置
や
歴
史
的
財
産
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

ま
た
、
地
下
千
メ
ー
ト
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
観
測
施
設
「
ス
ー
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」
と
総
延

長
千
キ
ロ
に
及
ぶ
旧
亜
鉛
採
掘
鉱
山
の
坑
道
と
い
う
稀
有

な
資
源
を
活
用
し
た
地
下
空
間
体
験
事
業
「
G
S
A
(ジ

オ
・
ス
ペ
ー
ス
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
)
」
は
、
普
段
立
ち

え人空をる て型も圃圃 . ~J tJ.*:!' 圃宇子究入
ての聞は宮ま 、のに・・・・・宙供施る
い自のじ川た交楽 、・・・・・m圃・・・・・・・・・科か設こ
る分創め町 、流しき・・圃・・・凶置圃・・・・同彊目学らにと
。探出と・農市みつ・・， ij較彊圃圃・・・圃薗. 、大間の
しにす種村民をね・・E哩・E長畠圃・・・・・・・ 物人近で
のよる蔵のの加火・・・圃'曙ちもL."'-・・・・・理まにき
キり市 、原誘えま園・・・邑a・lAr.田・・・・・・学で触な
ヤ、内植風客たつ圃E圃圏直量圃圃圃園、、れい
ン市 三 生景拡幻り・・・・・・・・・・・・園地初て地
パ内湿ので大想は圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・・質心の下
ス全原宝あに的、 学者地空
と域の庫るつな新たた並事寺 q ETみにか座間
しを回で棚なおた地歴み、ま ー な興ら探で
て少廊あ回がとな域史、匠い「方をが味有厳
、年最る・つぎ市振的町のり起、体らを識警世

議232雲ご去最号E雲花3主主警学せ主主z
市探ど町がる祭作図を観やの鼓古き品て研国先
民し、・点 。 り・る活と古伝L- m~ よ「発各端
を、癒天在 と参とかいい統や町 一ろ楽著地の
迎大し生す し加としつ街行 三 で こしがの研

-
挑
戦
的
・
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

過
疎
化
が
進
展
す
る
飛
騨
市
で
は
、
こ
れ
ら
人
間
創
生

の
た
め
の
活
性
化
事
業
、
新
た
な
特
産
品
開
発
に
よ
る
売

れ
る
商
品
の
産
業
化
、
田
舎
暮
ら
し
を
希
望
す
る
都
市
住

民
と
農
村
交
流
に
よ
る
定
住
促
進
、
き
れ
い
な
水
を
使
っ

た
食
品
関
連
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
確
保
な
ど
、
市
民
と

行
政
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
連
携
を
持
ち
な
が
ら
、
挑
戦
的
、
戦

略
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
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「
街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
」
の

市
民
と
協
働
し
た

ま
ち
づ
く
り

か
つ
て
「
水
の
都
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
三
島
は
、
昭
和

四
十
年
代
に
湧
水
が
枯
渇
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
市

民
が
自
主
的
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
す
る
気
運
が
高
ま

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ

l
ク
ト
ラ
ス
ト
の
導
入
な
ど
、
市
民

主
導
の
ま
ち
づ
く
り
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
部
せ
せ
ら
ぎ
事
業
推
進
課

課
長
補
佐

.

宮
崎
員
行

島
駅
南
口
駅
前
広
場
の
修
景
整
備
、
伊
豆
地
域
全
体
の
情

報
発
信
機
能
を
持
つ
観
光
案
内
所
の
開
設
、
河
川
の
中
を

歩
く
こ
と
が
で
き
る
水
辺
の
散
歩
道
親
水
化
整
備
、

三
嶋

大
社
と
新
設
し
た
「
一一一
嶋
暦
師
の
館
」
な
ど
を
結
ぶ
歴
史

的
な
空
間
づ
く
り
の
鎌
倉
古
道
整
備
、
回
遊
ル

l
ト
を
ス

ム
ー
ズ
に
歩
く
た
め
の
案
内
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
な
ど
が
あ

る
。
ま
た
、
街
に
ス
ポ
ッ
ト
的
な
「
水
の
仕
掛
け
」
を
設

置
し
て
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
広
げ
て
い
る
。

A

マ
申
心
市
街
地
で
「
市
民
の
心
の
原
風
景
」
再
生
事
業

「
街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
事
業
」
は
、
企
業
、
市
民
、
行
政

が
協
働
で
整
備
し
た
源
兵
衛
川
の
よ
う
な
自
然
環
境
づ
く

り
を
行
い
、
快
適
な
空
間
を
創
出
す
る
事
業
を
中
心
市
街

地
全
域
に
展
開
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
た
三
島
商
工

会
議
所
と
市
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
み
、
ア

メ
ニ
テ
イ
を
高
め
る
「
市
民
の
心
の
原
風

景
」
の
再
生
を
進
め
て
い
る
。
ま
ず
、
事

業
計
画
づ
く
り
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
意
見
交
換
会
を
数
多
く
実
施
し
、
総
論

の
構
想
を
打
ち
出
し
、
次
に
地
域
ご
と
に

さ
ら
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
各
論

で
の
合
意
形
成
を
図
っ
た
。
そ
の
数
は
延

べ
数
百
回
に
及
ん
で
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
具
体
的
な
事

業
は
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
性
を
高
め
た

J
R
一一

-
市
民
会
請
が
新
た
な
企
画
や
活
動
を
展
開

宮さんの川

事
業
は
、
市
民

一
人

一
人
の
取
り
組
み

が
ま
ち
の
資
源
で
あ
る
と
考
え
、
「
駅
の

里
親
(
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
)
」
や
、

「
三
嶋
暦
師
の
館
の
語
り
部
」
、
「
街
の
水

の
仕
掛
け
の
維
持
管
理
を
支
援
す
る
企
業

や
市
民
」
を
公
募
し
、
多
く
の
人
が
携
わ

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
国
的
に
珍
し
い

ケ
l
ス
な
が
ら
、
ホ
タ
ル
の
乱
舞
す
る
地

区
を
整
備
す
る
に
当
た
り
、

N
P
O法
人

グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ

l
ク
三
島
に
設
計

・
施
工

を
委
託
し
、
地
域
住
民
が
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
当
初
か
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

とま以議て案市月議設出
なで来かいの民 ー は置席
く途現らる受の回、し者
、切在は 。け意開現たを
新れに、こ皿見催在市中
たる 至発のとや 1 も民心
なこる足会し提て毎会に
A 
= 
画
や
活
動
が
生
ま
れ
続
け
て
しミ

る
源兵衛川水辺の散歩道

A
V
ま
ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
た
市
民
が
主
人
公
に

今、

三
島
市
は
休
日
に
な
る
と
、
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
っ

た
観
光
客
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
原
風
景
を
ほ
う
ふ

つ
と
さ
せ
る
水
辺
で
は
、
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
光
景
が
よ
く

見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
事
業
は
、

三
島
商
工
会
議
所
や
三
島

T
M
O
(タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
関
)
が
ソ
フ
ト
事
業

を
積
極
的
に
展
開
す
る
ほ
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ

l
ク
三
島

な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
が
身
近
な
環
境
改
善
の
事
業
を

展
開
、
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
と
は

C
S
(顧
客
満
足

度
調
査
)
分
析
、
若
者
向
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど
に

よ
る
タ
イ
ア
ッ
プ
、
市
民
は
清
掃
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か

自
宅
周
辺
を
花
で
飾
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
協
働
」
を
合
言

葉
に
推
進
し
て
い
る
。

現
在
、
コ

l
デ
ィ
ネ

l
ト
は
行
政
が
行
っ
て
い
る
が
、

既
に
ま
ち
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
付
け
た
市
民
が
、

自
ら
考
え
自
ら
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
来
、
私
た
ち

が
描
い
て
い
た
街
中
が
せ
せ
ら
ぎ
事
業
で
あ
る
と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
三
島
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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〔

N
P
O法
人
ま
ち
の
縁
側
育
く
み
隊
〕

協
働
と
敬
愛
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

「
ま
ち
の
縁
側
」
と
は
、

一
人
ひ
と
り
の
キ
モ
チ
の
い

い
居
場
所
で
あ
り
、
立
場
の
違
う
人
々
の
意
外
性
の
あ
る

つ
な
が
り
を
生
み
、
自
己
と
よ
そ
者
が
互
い
に
生
き
が
い

を
分
か
ち
合
う
創
造
的
関
係
づ
く
り
を
意
味
す
る
。
「ま

ち
の
縁
側
育
く
み
隊
」
は
、
市
民
、
行
政
、
企
業
、

N
P

O
な
ど
の
聞
に
、
協
働
と
敬
愛
の
あ
る
相
互
支
援
社
会
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

二
O
O三
年
五
月
に
認
定
さ
れ
た

N
P
O法
人
ま
ち
の

縁
側
育
く
み
隊
は
、
「
発
足
期
」
か
ら
「
展
開
期
」
へ
の

質
的
変
化
を
目
指
し
、
次
の
五
つ
の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
。

ー

ま
ち
の
縁
側
地
域
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

名
古
屋
市
東
区
と
い
う
ま
ち
中
に
あ
っ
て
、
古
い
歯
医

者
の
木
造
家
屋
と
中
庭
空
間

を
「
ま
ち
の
縁
側
M
O
M
O
」

と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た

縁
側
活
動
を
し
て
い
る
。
そ

こ
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
の
多
世
代
が
出
会
い
、

交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
ア
ト
リ
エ
な
ど
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。
表
現
・

交
流
は
集
ま
る
人
々
の
聞
の

古い木造家屋再利用して「まちの縁側MOMOJに

r 

代
表
理
事

延
藤
安
弘

• 

相
互
に
敬
愛
・
信
頼
し
合
う
関
係
を
生
み
、

ィ
l
を
高
め
て
い
る
。

コ
ミ
、
ユ
ニ
-
ア

2
縁
側
コ

l
デ
イ
ネ
イ
卜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
エ
ン
ガ
ワ
・
デ
ザ
イ
ン
&
コ

1
デ
イ
ネ
イ
ト
」
と
は
、

住
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
キ
モ
チ
の
育
く
み
と
、
キ
モ
チ

づ
く
り
か
ら
カ
タ
チ
づ
く
り
へ
の
公
共
施
設
設
計
と
、
そ

の
場
所
を
市
民
主
体
に
活
用
運
営
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
デ

ザ
イ
ン
の
こ
と
を
言
う
。
参
加
者
の
意
識
が
ワ

l
プ
(
飛

躍
)
す
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
進
め

る
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
と
実
践
的
展
開
を
心
掛
け
て
い
る
。

3
縁
側
マ
イ
ン
ド
学
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

異
質
の
意
見
の
聞

を
つ
な
ぐ
、
異
領
域

の
横
断
化
を
図
る
、

今
ま
で
に
な
い
こ
と

を
想
像
す
る
聞
か
れ

た
発
想
を
「
縁
側
マ

イ
ン
ド
」
と
言
う
。

「
ま
ち
の
縁
側
大
楽
」

と
称
し
て
、
市
民
や

行
政
の
参
画
と
協
働

の
ま
ち
育
て
へ
の
意

識
づ
く
り
を
し
て
き
で
い
る
。
小
、
中
、
高
校
の
ま
ち
づ
く

り
「
総
合
学
習
」
に
お
い
て
、
縁
側
マ
イ
ン
ド
を
多
面
的
に

伝
え
る
学
習
支
援
者
と
も
な
っ
て
い
る
。

4
情
報
発
信
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ま
ち
の
縁
側
の
コ
コ
ロ
を
機
会
あ
る
ご
と
に
広
げ
て
い

く
た
め
に
、
か
っ
、
他
地
域
の
ま
ち
の
縁
側
的
活
動
を
評

価
し
合
い
、
日
本
全
国
の
ま
ち
の
縁
側
活
動
と
の
交
流
・

相
互
発
達
を
図
っ
て
い
る
。

5
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

元歯科診療室が会合やギャラリーに利用

とつ |③ 過
しパのマ程 解持盆独語圏・・・・・・・・・・・圃・・・・・多
てラミネに L:i盛量定運圃・・・・・・Eヨ・・・・園圃・・四国様
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1985年(860)9月 設立発起人会(東京丸ノ内パレスホテル)

(財)地域活性化センターの

GRAFFITI20年

1987年(862)10月 全国自治まつり開催 (東京代々木公園)



1989年(H元)5月 全園地域リーダー養成裳開裂竹下総理 (当時)を表敬訪問

地域活性化フォーラム

1988年 (S63)11月千葉
県 (上)、1989年(H元)9月
奈良県 (下)

1988 

1990 
1989年(H元)9月 全国自治宝くじ証票
図柄デザイン公募事業 (表彰式)

1989年(H元)10月 地域フォーラムIn大分 (豊の園地域づくり交流大会)

1990年(H2)9月・90ふるさ
とおこしINSTATION (JR 
東京駅丸の内北ドーム)

1989年(H元)10月 渡部恒三自治大臣 (当時)センター視察



1990年(H2)10月 センター創設5周年記念パーティー (セ
ンター内)

1990 

1999 

1996年(H8)10月
センターがホ一

関連団体 |ムページを開設。
ホームページ l 地域づくり活動

やデータなどを

インターネ ッ ト

で紹介

1995年(H7)10月 センター創立10周年記念懇談会 (東京第一ホテル)

1995年(H7)10月 海外調査団派遣事業 (左)イタリア・ミラノ (サンタ・マリア・デレ・グラ
ツィエ教会)、(右)ドイツ・クリンゲン村



2000年 (H12)10月 センター創立15周年記念交流会 (東京・八重洲日本橋プラザビル)

センタ が入居する日本橋プラザビル
(1994年 (H6)6月に再移転)

2005年 (H17)8月 スポーツ拠点づくり推進事業

f高校女子サッカー選手繍大会jぺ僻割煤沼田市}

地域活性化センタ一事務局

2000-2005 

サロン

日本橋プラザビルイベントスペース

地場産品フェア明

(三重県四日市市)

2005年(H17)8月 第1団地域再生実践塾 (岩手県遠野市)



〔
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
・
m
二
見
実
行
委
員
会
〕

A
V
美
し
い
自
然
と
田
和
初
期
の
街
並
み
が
残
る
二
見

「
古
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
る
」

ま
ち
ゃ
つ
く
り

二
見
は
日
本
最
初
の
海
水
浴
場
や
日
露
戦
争
傷
病
兵
の

療
養
地
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
明
治
中
期
以
降
、
日
本

有
数
の
近
代
的
観
光
地
と
な
り
、
夫
婦
岩
表
参
道
に
は
旅

館
街
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
初
期
、

二
見
の
観

光
産
業
は
町
総
収
益
の
六
割
を
占
め
る
ほ
ど
の
最
盛
期
を

迎
え
る
。

一
方
、
戦
後
の
経
済
成
長
期
以
降
は
大
規
模
観
光
開
発

か
ら
取
り
残
さ
れ
た
が
、
逆
に
妻
入
り
の
民
家
や
商
底
、

木
造
三
階
建
て
の
旅
館
な
ど
、
昔
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
表

参
道
に
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
こ
で
、

二
見
の
町
づ
く

り
、
観
光
産
業
の
再
興
に
と
っ

て
、
そ
の
武
器
と
す
べ
き
は
、

白
砂
青
松
の
自
然
環
境
と
昭
和

初
期
を
ほ
う
ふ
つ
と
さ
せ
る
街

並
み
、
そ
こ
に
息
づ
く
歴
史
以

外
に
は
な
い
。

av住
民
の
憲
蹄
変
化
を
機
に
始

ま
っ
た
衰
欝
道
の
修
最
対
第

私
が
家
業
を
継
ぐ
た
め
帰
つ

• 奥
野
施
則

副
実
行
委
員
長

て
来
た
五
年
前
、

二
見
の
町
ワ
く
り
は
ず
い
ぶ
ん
立
ち
遅

れ
て
い
た
。
ま
ず
、
夫
婦
岩
表
参
道
が
ガ
タ
ガ
タ
の
道
路
。

参
道
沿
い
に
町
づ
く
り
の
拠
点
と
な

--E

・E・-

る
施
設
が
な
く
、
空
き
庖
舗
も
目
立

冨
掴
・
・
・
・

圃

っ
。
住
民
に
も
街
並
み
の
歴
史
と
雰

一

a
E圃
・
圃
阻

囲
気
の
良
さ
に
対
す
る
認
識
が
不
十

齢
醐
圃
圃
明
甜
回

分
だ
っ
た
。

一
!細
酬開
聞
個

EE

住
民
の
意
識
変
化
の
端
緒
と
な
っ

E
E
--
E
圃
固

た
の
は
、
四
年
前
に
老
舗
旅
館
が
高

画
曙
曜
歯
置
困

層
ホ
テ
ル
に
建
て
替
え
ら
れ
た
こ
と

小由
同
盟
・
圃

園

で
あ
る
。
皮
肉
な
事
だ
が
、
街
並
み

l
圃

E
E
--'

の
連
続
性
が
失
わ
れ
て
初
め
て
、
そ

園
田
園
園
調
圏
直

の
価
値
に
気
付
い
た
の
だ
。
以
後
、

・
・
園
駅
圃
阿
国

官
民
共
同
事
業
で
空
き
庖
舗
が
貸
し
司
掴
掴
圃
圃
園
田

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
よ
み
が
え
り
、
閉
館

EE----E

し
て
い
た
貴
賓
の
宿
「
賓
日
館
」
が
N
P
O法
人
に
よ
っ

て
資
料
館
と
し
て
再
開
館
、
表
参
道
の
道
路
修
景
工
事
も

始
ま
っ
た
。

ま
た
、
「
二
見
町
の
景
観
・
文
化
を
守
り
、
育
て
、
依

る
条
例
」
の
施
行
で
、
庖
舗
や
町
屋
が
表
参
道
の
雰
囲
気

づ
く
り
に
資
す
る
新
築
・
改
装
を
す
る
場
合
、
百
万
円
を

限
度
に
費
用
の
三
分
の

一
ま
で
行
政
の
補
助
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
(
施
行
後
三
年
半
で
十
六
軒
が
助
成
を

受
け
て
い
る
)
。

A
V
人
づ
く
り
を
実
感
さ
せ
た
ひ
な
祭
り
の
開
催

こ
う
し
た
ハ

l
ド
面
の
拡
充
と
住
民
意
識
の
変
化
の
中

で
生
ま
れ
た
企
画
が
、
「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

-m
二
見」

で
あ
る
。
き
れ
い
に
よ
み
が
え
っ
た
表
参
道
を

一
人
で
も

多
く
の
人
に
歩
い
て
も
ら
い
、
街
並
み
の
雰
囲
気
を
満
喫

し
て
も
ら
い
た
い
|

|
大
忙
し
の
準
備
期
間
だ
っ
た
が
、

連
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
添
え
を
得
て
、
訪
問
客
を
迎
え

る
態
勢
が
な
ん
と
か
整
っ
た
。
餅
花
か
ら
土
雛
用
扉
風
や

-
-E
E

横
断
幕
ま
で
自
分
た
ち
で
作
っ
た
が
、
小

間

M
恥
記

学
校
時
代
の
図
工
の
時
間
の
よ
う
な
楽
し

・

・
嗣

さ
を
久
し
ぶ
り
に
皆
が
味
わ
え
た
。

E
E
Fu
-
-・
中川幽
・

ホ
A
F

副
回
開
幽

付
こ
う
し
た
努
力
の
結
果
、

三
万
人
以
上

島
園
周
回
初
の
訪
問
客
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
が
、
最

-
E閑
圃
比
大
の
収
穫
は
表
参
道
の
住
民
意
識
の
変
化

園
町

門

嚇
で
あ
る
。
季
節
営
業
状
態
だ
っ
た
庖
が
積

唱
・
聞
盟

関
極
的
に
接
客
し
、
お
客
と
話
を
す
る
こ
と

・・聞
附
1

賓
で
地
域
の
お
年
寄
り
が
元
気
に
な
る
な

-w』
-----m臨ωE
4
4

・
・
閣
当

伽
ど
、
人
づ
く
り
面
で
新
た
な
芽
が
出
て
き

圏

朗

読

た
こ
と
が
、
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

園
-
胴
竺

綻

た

だ

二
見
の
町
づ
く
り
は
、
ま
だ
そ
の

---E県手
掛
か
り
を
見
つ
け
た
ば
か
り
で
、
ま
だ

ま
だ
課
題
は
多
い
。
歴
史
資
料
館
や
博
物
館
な
ど
の
整
備

と
と
も
に
、
農
漁
業
と
観
光
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で

の
地
産
地
消
も
進
め
な
が
ら
、
住
民
意
識
の
い
い
芽
を
大

切
に
育
て
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で

の
集
客
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
、
こ
の
町
の
歴
史
や
文
化
、

自
然
や
景
観
を
損
な
わ
な
い
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

二
見
の
町
は
ま
だ
ま
だ
良
く
な
る
余
地
が
い
っ
ぱ
い
残

る
、
発
展
途
上
の
町
な
の
で
あ
る
。
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地
域
住
民
の

ま
ち
、
つ
く
り

〔
上
平
寺
市
ま
ち
。
つ
く
り
雄
進
委
員
会
〕

北
近
江
の
戦
国
大
名
京
極
氏
の
本
拠
・
上
平
寺
城
は
、

滋
賀
県
の
最
高
峰
・
伊
吹
山
の
南
麓
に
当
た
る
米
原
市
上

平
寺
地
区
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
遺

跡
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
は
、
標
高
六
百

六
十
九
メ
ー
ト
ル
の
山
腹
に
あ
る
上
平
寺
城
の
刈
り
払

い
か
ら
始
ま
っ
た
。
住
民
自
ら
の
手
で
、
地
域
の
遺
跡

の
解
明
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
地
道
な
作
業
や
こ
れ
か
ら

紹
介
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、
遺
跡
は

平
成
十
六
年
二
月
に
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

A

マ
お
荷
物
遺
蹄
を
逆
に
活
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

京
極
氏
が
愛
し
た
庭
園
が
あ
る
京
極
氏
館
跡
は
、
上

平
寺
集
落
の
山
手
に
位
置
し
て
い
る
。
庭
園
跡
は
二
つ

の
池
と
大
小
の
庭
石
が
残
る
貴
重

な
戦
国
期
武
家
屋
敷
庭
園
で
あ
る
。

五
百
年
前
の
戦
国
時
代
、
同
氏
の

城
下
町
で
あ
っ
た
上
平
寺
は
、
現

在
戸
数
十
五
軒
・
人
口
七
十
人
弱

の
小
集
落
で
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
人
口
減
に
直
面
し
て
い
る
。
こ

こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
四
十
代

を
中
心
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

「
地
区
と
歴
史
が

一
体
と
な
り
人
間

• 高
橋
順
之

米
原
市
教
育
委
員
会

ジ 山やすかに・・・・・・・・・・・・・・田・・・・・・・・ 委と交
ユ和道看るな覆圃・・圃・・・・・・・・E圏 I ・・・か員づ流
l太に板たいわ圃園田園圃圃園田・・・・・つ会くが
ル鼓はがめ場れ圏直圃圃圃圃E園田園..  ・・圃・圃園・圃て 』 り盛
がや竹作に所て園田園田園EE--・閉園田遺が」ん
岡能のら杉でい圃E・・E園田理圃圃・・・..  岨逼温・・M跡結をな
まの階れのあた園田開園F閣圃・・・・園田園-1-は成目ま
る公段た木つ庭田園a・晶画wry回園地さ指ち
中演が 。をた園風E・E・-・・・圃圃・・岨a・・区れし」
、が作消伐 ORE，a，EEE--R・・・・圃・・の売て豆
最計ら滅採草 一一一一一一一一一一一 「 、J
大画れししを地 関手ン庭す語づ跡かっくお 『 ど

2完売ごてす露支理成工思モ努 ;ELZ Z義 幸之
i i ;ii i;?;43i ht iE2iミii 
るの 寺太ぞめる 。十捜にまL4用けま跡道 づれ
庭開 城で?っク 月のしれ つし大なが路 くる
園催 へべるたマ 十タたた 2とて切い見 ー りふ
のス のン良にザ 九べイのれいまな 。つ本 推る
ケ 登チく行サ 日」ベが、うち遺しかっ 進さ

イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
何
夜
も
集
会
所
で
実
験
が
繰
り

返
さ
れ
、
高
さ
五
セ
ン
チ
に
切
っ
た
竹
筒
に
、

二
十
セ
ン

あ
ん
ど
ん

チ
の
和
紙
を
張
っ
た
行
灯
が
完
成
し
た
。
こ
れ
を
庭
園
ま

で
の
参
道
や
神
社
の
階
段
と
庭
園
に
置
い
て
、
幻
想
的
な

雰
囲
気
を
出
そ
う
と
企
画
。
そ
の
数
三
千
個
。
ど
の
作
業

も
、
わ
ず
か
な
戸
数
の
た
め
に
、
有
志
と
い
い
な
が
ら
も
、

夫
婦

・
親
子
を
含
め
ほ
と
ん
ど
総
出
で
当
た
っ
た
。
会
場

周
辺
に
は
、
京
極
氏
歴
代
と
家
臣
た
ち
の
色
と
り
ど
り
の

の
ぼ
り
が
立
て
ら
れ
、
い
や
が
う
え
に
も
雰
囲
気
が
盛
り

上
が
っ
た
。

-
京
極
氏
を
通
じ
て
交
流
の
あ
っ
た
地
域
も
参
加

当
日
。
あ
い
に
く
の
時
雨
模
様
の
中
、
町
内
外
か
ら
約

五
百
人
が
集
ま
り
、
幻
想
的
な
庭
園
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

楽
し
ん
だ
。
庭
園
を
見
通
し
て
設
け
ら
れ
た
舞
台
で
は
、

五
百
年
ぶ
り
に
能
が
演
じ
ら
れ
た
。
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
た

館
跡
で
は
、
模
擬
庖
や
京
極
氏
を
通
じ
て
交
流
の
あ
っ
た

地
域
の
特
産
品
販
売
と
活
動
の
紹
介
が
展
示
さ
れ
て
、
交

流
が
進
ん
だ
。

イ
ベ
ン
ト
は
毎
年
継
続
さ
れ
、
平
成
十
四
年
以
降
、
五

十
を
数
え
る
団
体
が
上
平
寺
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
目
的
は
、
「
京
極
氏
遺
跡
」
の
見
学
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
視
察
研
修
、
遺
跡
や
古
文
書
な
ど
の
調
査
と
イ

ベ
ン
ト
利
用
で
あ
る
。
小
学
校
の
発
掘
体
験
な
ど
も
あ
る
。

団
体
利
用
に
合
わ
せ
て
、
区
民
手
作
り
の
地
域
食
材
を
使

っ
た
弁
当
も
出
さ
れ
た
。
県
立
大
学
や
研
究
者
が
集
い
、

遺
跡
や
ま
ち
づ
く
り
を
研
究
す
る
セ
ミ
ナ
ー
も
聞
か
れ
、

地
域
住
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
画
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
の
展
開
に
よ
り
、
地
域
の
結
束
が
生
ま

れ
た
。
し
か
し
、
小
集
落
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
今
後
の
継

続
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
る
。
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「
歴
史
と
文
化
が
織
り
な
す
交
流
の
ま
ち
」

の
実
現
目
指
す

平
成
十
六
年
四
月

一
日
に
峰
山
町
、
大
宮
町
、
網
野
町
、

丹
後
町
、
弥
栄
町
、
久
美
浜
町
の
六
町
が
合
併
し
て
、
面

積
五
O
一
・
八
四
平
方
キ
ロ
、
人
口
約
六
万
六
千
五
百
人

の
「
京
丹
後
市
」
が
誕
生
し
、
新
た
な
歴
史
の

一
ペ
ー
ジ

を
聞
い
た
。

A
V

「
古
代
丹
後
王
国
」
の
ロ
マ
ン
秘
め
る

京
都
府
北
部
、
丹
後
半
島
に
位
置
す
る
当
市
は
、
東
西

約
三
十
五
キ
ロ
、
南
北
約
三
十
キ
ロ
の
広
が
り
を
も
ち
、

「
琴
引
浜
の
鳴
き
砂
」
や
「
砂
州
の
小
天
橋
」
「
丹
後
松
島
」

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
景
観
を
誇
る
海
岸
部
は
、
山

陰
海
岸
国
立
公
園
と
若
狭
湾
固
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
四
百
1
六
百
メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
連
な
る
山

岳
部
は
、
緑
の
ダ
ム
と
も
呼
ば

れ
る
近
畿
最
大
級
の
ブ
ナ
林
が

広
が
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
、

美
し
い
環
境
が
、
訪
れ
る
人
に

至
福
の
空
間
と
時
間
を
与
え
て

く
れ
る
。

ま
た
、
日
本
海
岸
側
最
大
級

の
前
方
後
円
墳
「
網
野
銚
子
山

古
墳
」
や
「
神
明
山
古
墳
」
な

ど
の
丹
後
の
王
族
の
墓
を
は
じ

小天橋。久美浜町・かぶと山からの眺めは息をの
むほどの美しさ

• 松
岡
祥
子

秘
書
広
報
課

め
、
卑
弥
呼
時
代
の
玉
で
つ
ワ
ら
れ
た
頭
飾
り
が
出
土
し

た
「
赤
坂
今
井
墳
丘
墓
」
や
、
日
本
最
古
の
紀
年
銘
鏡

「
方
格
規
矩
四
神
鏡
」
が
出
土
し
た

司

I
la
-
M

「
大
田
南
古
墳
群
」
な
ど
、

三
世
紀
か

T
L

・・

ら
五
世
紀
に
か
け
て
繁
栄
し
た
「
古
代

開
株

，
圃
・
・

丹
後
王
国
」
の
ロ
マ
ン
を
う
か
が
わ
せ

明ー

圃
-
-

H

る・・・明

る
。
さ
ら
に
、
し
な
や
か
で
独
特
の
風

一
め

圃
圃

合
い
で
知
ら
れ
る
絹
織
物
「
丹
後
ち
り

蘭

・
・
同

め
ん
」
の
発
祥
の
地
で
も
あ
り
、
古
か

漏

る

祖

国

ら
綿
々
と
伝
え
ら
れ
た
モ
ノ
づ
く
り
の

雪

.

.

.

 

気
風
、
伝
統
が
今
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

態

回

一

伊

-
an克
己

圃

.

.

.

.
 ，v
】

こ
う
し
た
自
然
と
歴
史
、
そ
し
て

官

峨
圃
・
・
固

数
々
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
「
ひ
と
、

開

制
圃
・
・

み
ず
、
み
ど
り
、
歴
史
と
文
化
が
織
り

'um---

な
す
交
流
の
ま
ち
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、

田

「
園
田
園
園

住
民
と
行
政
が
協
働
の
下
に
、
人
と
人
と
の
交
流
や
自
然

と
の
共
生
に
よ
り
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
努
め
て
い
る
。

A
V
合
併
に
よ
る
住
民
と
協
働
の
「
ま
ほ
ろ
ば
の
里
」
づ
く
り

「
す
べ
て
の
地
域
、
す
べ
て
の
住
民
が
主
役
で
あ
り
、

主
人
公
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
の
下
、
偏
り
の
な
い
公
平

で
透
明
度
の
高
い
行
政
運
営
を
図
り
、
各
種
審
議
会
や
協

議
会
な
ど
を
原
則
公
開
と
す
る
な
ど
、
市
民
に
行
政
の
あ

り
の
ま
ま
の
姿
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
積
極
的
な
情

報
公
開
に
努
め
て
い
る
。

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
」
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調

査
・
研
究
を
行
う
各
種
審
議
会
は
、
多
く
の
市
民
に
か
か

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
幅
広
い
意
見
を
聞
く
た
め
に
委
員
の

一
部
を
公
募
す
る
と
と
も
に
、
女
性
の
視
点
も
積
極
的
に

施
策
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
委
員
は
原
則
、
男
女
同
数
で

構
成
。
中
で
も
、
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

J
t
4
昌

進
め
る
た
め
、
旧
町
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
地

色
園
、
域
振
興
協
議
会
は
、
合
併
特
例
法
で
設
置
が
認

畠
咽
同
め
ら
れ
て
い
る
地
域
審
議
会
と
は
異
な
り
、
期

叫
サ
限
を
設
け
ず
、
自
由
に
地
域
の
課
題
や
特
色
あ

眠
ぺ
l

る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
の
提
言
を
い
た
だ
く

a
F
・

機
関
と
し
て
、
そ
の
役
割
は
非
常
に
重
要
な
も

]

飢
の
と
な
っ
て
い
る
。

ra同
ま
た
常
時
、
市
民
の
意
見
や
提
言
を
受
け
る

扇
「
ご
意
見
箱
」
の
設
置
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

p

i
r

ト
制
度
を
導
入
。
京
都
府
で
二
番
目
に
広
い
市

西

i
V

域
に
お
い
て
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

荷
船
叩

と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
を
よ
り
細
か
く
把
握

畑
町
弐

す
る
た
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
で
あ
る
六

市
民
局
に
市
長
が
出
向
い
て
執
務
を
行
う
「
移
動
市
長
室
」

を
実
施
。
同
時
に
市
民
の
生
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

「
開
放
市
長
室
」
を
行
う
な
ど
、
「
市
民
本
位
、
市
民
起
点
」

の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
の

中
か
ら
、
新
し
い
日
本
に
誇
れ
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
支

え
合
い
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
調
和
と
発
展
を
目
指
す

「ま

ほ
ろ
ば
の
里
』
を
市
民
と
と
も
に
つ
く
り
上
げ
よ
う
と
、

一
歩

一
歩
、
着
実
に
歩
み
始
め
て
い
る
。
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住
民
と
の
協
働
で
市
の
シ
ン
ボ
ル
に

ふ
さ
わ
し
い
川
に
再
生

京
阪
寝
屋
川
市
駅
、

一
日
の
乗
降
客
八
万
人
、
市
の
玄

関
口
で
あ
る
。
こ
の
玄
関
先
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
と
フ

ェ
ン
ス
を
取
り
除
き
、
水
辺
に
近
付
き
憩
う
こ
と
の
で
き

る
親
水
空
間
「
寝
屋
川
せ
せ
ら
ぎ
公
園
」
が
四
月
に
完

成

!
。
流
域
の
野
草
や
樹
木
を
植
え
、
風
力
発
電
を
利
用

し
た
せ
せ
ら
ぎ
水
路
、
沈
下
橋
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
、
魚
な
ど

の
住
み
や
す
い
石
積
み
護
岸
、
船
着
場
も
あ
り
、
心
の
潤
い

と
癒
し
を
求
め
る
市
民
や
子
供
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

A

マ
水
質
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
の
川
に
コ
イ
が
集
団
産
卵

L 

一
級
河
川
寝
屋
川
、
人
・
七
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
市
の
中

心
部
を
二
分
す
る
よ
う
に
流
れ
て
い
る
こ
の
川
は
、
昭
和

五
十

一
年
の
大
東
水
害
で

有
名
に
な
っ
た
暴
れ
川
で

も
あ
っ
た
。
高
度
経
済
成

長
の
こ
ろ
に
は
、
田
畑
や

丘
陵
地
の
住
宅
造
成
に
よ

っ
て
、
よ
り
多
く
の
流
下

機
能
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
駅
前

で
も
、
矢
板
と
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
、
フ
ェ
ン

ス
で
固
ま
れ
、
水
面
が
五

圃m日出I冊目明

.借金 ι -・
クリーンリバー作戦は胴長靴を使用

ま
ち
建
設
部

下
水
道
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• 上
田
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るけにでがが匹成流か大ワ、製いト
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A
V
市
制
五
十
周
年
に
川
再
生
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
ス
タ
ー
ト

浄
化
用
水
や
公
共
下
水
道
の
普
及
な
ど
で
河
川
環
境
が

改
善
し
、
か
つ
て
の
川
の
生
き
物
が
戻
り
つ
つ
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
ご
み
が
多
い
の
は
相
変
わ
ら
ず
で
あ
っ

た
。
同
十
三
年
、
市
制
五
十
周
年
を
機
に
、
こ
の
川
を
市

民
に
親
し
ま
れ
憩
え
る
空
間
に
再
生
し
、
市
の
シ
ン
ボ
ル 豪

に
ふ
さ
わ
し
い
川
に
し
よ
う
と
「
寝
屋
川
再
生
プ
ラ
ン
ワ

ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
市
民
と
行
政

の
三
年
に
も
わ
た
る
や
り
取
り
を
経
て
完
成
し
た
の
が
こ

の
広
場
で
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
人
に
も
生
き
物
に
も
や
さ

し
い
空
間
」
。

定
住
率
が
高
ま
り
、
便
利
さ
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
や

緑
を
求
め
る
市
民
の
声
に
応
え
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

進
め
る
力
と
な
っ
た
の
が
、
六
十

一
人
の
公
募
委
員
の
み

で
構
成
さ
れ
た
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
一

年
の
論
議
を

経
て
全
体
計
画
、

重
点
整
備
個
所
、
行
政
と
市
民
の
役
割

な
ど
か
ら
な
る
「
寝
屋
川
再
生
。フ
ラ
ン
」
を
ま

と
め
上
げ
る
。
引
き
続
き
、
実
施
設
計
か
ら
施

工
段
階
ま
で
の
市
民
参
画
を
展
開
し
た
。

A
V
川
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
本
格
化

一
方
、
多
く
の
市
民
に
も
呼
び
掛
け
て
自
主

組
織
「
ね
や
川
水
辺
ク
ラ
ブ
」
が
発
足
。
十
人

乗
り
大
型
ボ

1
ト
十
三
台
に
よ
る
最
長
二
十
数

キ
ロ
の
舟
下
り
を
始
め
、
河
川
清
掃
や
生
物
調

査
、
源
流
で
の
調
査
・
間
伐
・
炭
焼
き
、
水
辺
づ

く
り
土
木
作
業
な
ど
、
市
民
活
動
を
行
政
と
の

協
働
で
展
開
。
特
に
清
掃
で
は
毎
年
参
加
者
が

増
え
、
年

一
千
人
が
参
加
、
引
き
揚
げ
た
ご
み
量
は
二
ト

ン
車
五
十
四
台
に
も
上
ぽ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
が
実
を
結
ん
だ
の
が
こ
の
事
業
で
、

言

わ
ば
「
協
働
の
賜
物
」
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
併
行
し

て
、
地
元
住
民
の
参
加
を
得
て
、
集
落
内
農
業
用
水
路
や

寝
屋
川
上
流
で
の
親
水
公
園
整
備
の
実
施
設
計
を
進
め
て

お
り
、

"市
民
“
と
"
住
民
“
が
連
携
し
行
政
と
協
働
す
る
、

新
し
い
形
で
の
今
後
の
川
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
展
開
が

期
待
さ
れ
る
。
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兵
庫
県
豊
岡
市
で
行
わ
れ
て
い
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
失
わ
れ
た
野
生
を
取
り
戻
す
た

め
の
壮
大
な
計
画
は
、
実
は
人
の
生

活
そ
の
も
の
を
見
直
す
環
境
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
で
も
あ
る
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
と

い
う
シ
ン
ボ
ル
を
掲
げ
、
市
民
レ
ベ

ル
で
で
き
る
自
然
観
察
を
無
理
な

く
、
楽
し
く
や
ろ
う
と
い
う
の
が
、

こ
の
研
究
所
の
目
的
だ
。
豊
岡
盆
地

の
継
続
的
な
生
き
物
調
査
を
通
し

て
、
目
指
す
べ
き
未
来
の
姿
が
見
え

て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
市
民
研
究
所
の
主
役
は
子
供
た
ち
で
あ

る
。
さ
あ
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
生
き
物
を
追
い
か
け
よ
う
。

A
V
エ
コ
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
の
コ
ア
施
霞
が
活
動
拠
点

研
究
所
が
発
足
し
た
の
は

一
九
九
八
年
五
月
。
主
だ
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
以
前
か
ら
豊
岡
盆
地
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
、
見
虫
や
植
物
、
鳥
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
調

査
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

一
環
で
、
豊
岡
市
が
エ
コ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の

コ
ア
施
設
で
あ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
を
設
置
す
る
こ
と

• 稲
葉
一
間

事
務
局
長
理
事

に
な
り
、
こ
の
施
設
が
有
意
義
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
、
地
元
の
生
物
研
究
者
に

施
設
内
容
や
活
用
方
法
の
意
見
を
求
め

た
。
そ
し
て
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

っ
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
を
活
動
拠

点
と
す
る
市
民
研
究
所
を
立
ち
上
げ

た
。
い
わ
ば
中
年
生
物
部
員
が
部
室
を

手
に
入
れ
、
再
び
ク
ラ
ブ
活
動
を
開
始

し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
好
き
な
こ

と
ば
か
り
や
り
な
が
ら
徐
々
に
活
動
の

輸
が
広
が
り
、

二
O
O
四
年
五
月
に
法

人
化
し
た
。

発
足
以
来
、
研
究
所
は
生
物
調
査
、

ピ
オ
ト
l
プ
づ
く
り
、
環
境
教
育
お
よ
び
そ
れ
ら
の
情
報

発
信
を
主
な
柱
と
し
て
、
次
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

豊
岡
盆
地
の
生
き
物
調
査

希
少
動
植
物
調
査
、
野
鳥
調
査
、
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調

査
、
タ
ン
ポ
ポ
調
査
、
ミ
ズ
ワ
ラ
ビ
調
査
、
メ
ダ
カ
調
査
、

ホ
タ
ル
調
査
、
水
路
・
河
川
・
湿
地
の
生
物
調
査
、
タ
ガ

メ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
大
捜
索
、
セ
ミ
の
抜
け
殻
調
査
、
赤
ト

ン
ボ
調
査
、
カ
エ
ル
調
査
、
ひ
の
そ
島
探
検
隊
な
ど
。

ビ
オ
ト
|
プ
づ
く
り

休
耕
田
ピ
オ
ト

l
プ
づ
く
り
、
ビ
オ
ト

l
プ
転
作
試
験

ほ
の
設
置
、
ブ
ラ

ッ
ク
パ
ス
駆
除
、

里
山
林
整
備
、
マ

ツ
タ
ケ
山
の
復
活
、

キ
ノ
コ
の
種
を
植

え
よ
、
つ
な
ど
。

環
境
教
育

田
ん
ぼ
の
学
校
、

ネ
イ
チ
ャ

l
ク
ラ

フ
ト
、
ス
ト
ー
ン

ベ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、

生
き
物
切
り
絵
、
自
然
を
食
べ
る
会
、
ソ
パ
打
ち
大
会
、

野
生
動
植
物
大
鍋
な
ど
。

情
報
発
信

豊
岡
盆
地
の
生
物
地
図
の
発
行
、
野
生
コ
ウ
ノ
ト
リ
ポ

ス
ト
カ

l
ド
の
販
売
、
コ
ウ
ノ
ピ
ア
の
生
態
・
標
本
・
写

真
展
示
、
ホ
ー
ム
ベ

l
ジ
の
運
営
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

の
運
営
、
新
聞
コ
ラ
ム
の
連
載
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
の

生
物
情
報
。

協
議
会
な
ど
へ
の
参
画

国
土
交
通
省
、
兵
庫
県
、
豊
岡
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
委
員

会
、
協
議
会
へ
の
参
画
、
豊
岡
盆
地
の
自
然
環
境
、
生
物

生
態
に
最
も
精
通
し
た

N
P
Oと
し
て
の
施
策
提
言
。

-
自
然
と
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
が
目
標

い
よ
い
よ
今
年
は
、
豊
岡
盆
地
に
お
い
て
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
試
験
放
鳥
が
始
ま
る
。
自
分
た
ち
の
好
き
な
こ
と
し
か

し
な
い
、
無
理
な
こ
と
は
し
な
い
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ
れ
か

ら
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
が
可
能
な
自
然
と
共
生
す

る
社
会
づ
く
り
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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と波場りな灯ヱ年今会想上
プ及者、ど供会は年」的の世
者効が延と養 12ー で禾にろ界
良果あベリ会ナ日七月演う堪
おはつ七ン=普長年六出そ産
夏 二 た十ク春リい目日すく l
を十 。万し日生聞を 1るの囲
空八ま人予大 催迎十「明ま
至億た以こ社示たえ五なかを
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詩 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 園
うそ風奈れざた じ ・・・・・・・・・.:型哩・・・・・・・
アく土良売ま背こ成 ・・・・・・・・圃圃・・・・・・E帯
ナののの v 要景れ長圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・・を
ロ明中持主素にまし・E ・E ・・E・・E ・-
グかにつえがはでた
なり、歴帰挙、成
部とろ史 二 げさ長
分いう的円らまし

-
奈
良
を
代
表
す
る
風
物
詩
に
成
長

一
万
本
以
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四圃圃可1

五十二段(猿沢池とろうそくのエリア)

〔
な
ら
燈
花
会
の
会
〕

• 山
本
源
生

会
長

り 必備こッもで 1 g副司喧・四圃・・・・・・・・・・・・的とに
た E要やとプあはと自問価llWBR園開園圃・圃ないこ
い古で設は(るな¥.¥ I量閉盟由也掴価動副MD四ろ品だ

井戸22222瞳溜富田掴置盟・・μt
E Z 。援なを公行瞳歯菌薗祖国圃圃・く lた
け貫 主し:事官ぷ雪国-画回目置開園・8ZE 
で二 五会た 、 。チ 浮雲園地 (客ーろうそくのエリア) か 、で

i 4 i官jzi i言益予第ESfZすHiZZ
K奈 J2官主主語主 225え考zk護福品品容禁宣
い良 たのおの区こ l しト参 感をされしま上らの

EZ ;準くカでとタての請 を感夫空売ぞぢ賢官
言 め ん・・・・醐扇面プ~'a.:' '::;' "."~ト嚇神園圃 熟ん蛍独せ場暗
つに の-臨踊臨織，齢fi議離選議事園・・・・ 年だ光特 、所く
た何 人・・・・圃圃幽畠喧幽舗盤畠猶薗圃・・・・・ 層若灯の周を寂
声 か 力圃圃圃圃圃 圃圃圃圃・・・ に年の風り幻し
がや が・・・・・・・・・・・圃里雪国・・・・・・・は層明 景 の想い

「
な
ら
燈
花
会
」
を
支
え
、
昨
年
は
県
内
外
か
ら
延
べ
千

七
百
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
会
員

部
会
を
中
心
に
毎
年
、
構
想
と
改
良
を
重
ね
な
が
ら
、
市

民
レ
ベ
ル
で
の
認
知
度
と
そ
の
大
切
さ
を
高
め
て
い
る
。

-
自
然
や
人
に
優
し
い
"
ま
つ
り
“
に
定
着
を

新
し
い
試
み
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
期
間
中
、
大
量
に

出
る
燃
え
残
り
の
ろ
う
そ
く
(
軽
ト
ラ
ッ
ク
五
台
分
ほ
ど
)

を
福
祉
作
業
所
で
再
生
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
将
来
的
に
は
全
体
の

三
分
の

一
の
ろ
う
そ
く
が
軽
減
で
き
る
。
二
年
前
に
始
め

た
ろ
う
そ
く
の
原
料
を
植
物
性
の
パ

l
ム
や
し
油
に
変
更

し
た
こ
と
も
含
め
、
自
然
や
人
に
優
し
い
な
ら
燈
花
会
を

目
指
し
て
、
環
境
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
五
月
、

N
P
O
に
認
可
さ
れ
「
な
ら
燈
花
会
の
会
」

・
・
圃
・
・
・
・
・
・
開
d
E

と
し
て

一
人
立
ち
し
た

・
・
・
・
・
・
・
・
聞
幽
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

.

.

.

.

.

..

.

 恥
岨

あ

る

。
行
政
か
ら
の
補
助

.

.

.

.

.

..

.

 
腰

圃
庁
金
の
削
減
、

景
気
の
冷
え

闘凶・圃・・・・・m込
み
に
よ
る
協
賛
金
の
減

圃
圃
圃
胴
幽
・
・
・
・
・
・
れ
収
、
自
主
運
営
の
模
索
、

E
E--'幽
E
E

・E
・--・ぅ

・
・
・
聞
幽
・
・
・
・
・
・
一
日
近
隣
社
寺

・
商
底
街
と
の

----m
幽
・
・
・
・
・
圃
州
連
携
、
そ
し
て
何
よ
り
も

開
園
聞

園
田
・
司
岨
桝
本
業
の
仕
事
を
持
ち
な
が

--m国璽
園
開
V
幽
蜘

ら
、
こ
の
会
を
運
営
す
る

.

.

.

.

.

.

.
 
陀

園

--E

・・・・・
閉鎖遡・と

---h圃・
・

E
薗
腿
こ
と
の
難
し
さ
な
ど
、
常

胴
圃
・
・
・
・
・
・
・
・
・
浮
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

し
か
し
世
界
遺
産
の
あ
る
町
と
し
て
、
地
域
の
活
性
化

を
推
進
し
、
な
ら
燈
花
会
が
百
年
以
上
続
く
"ま
つ
り
“
に

定
着
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
行
動
と
情
熱
を
持
っ
て
会

員
百
四
十
人
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
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建年いのの持歌集が えい仕で木北た材九人と県
設代か飛希つ山積行明てか事運集山材に七口も、北
さにだぴ望北県地わ治きだでぶ積川木恵%は隣北山
れは流地に山にでれ四た師あの地をはまを約接は村
、北しとよ地編あた年 。のりがで流いれ山五し李は
終山はなり域入る時に 村、いあしか、林百な良紀
え川、つ、をさ新、廃 と北かる下考伐が八ぃ県伊
んを戦た和ぜれ宮材藩 し山だ新つド採占十全に半

23努じ首 2奈が木置 て村師宮て組さめ入国接島
儀熊電か県も、和の県 栄はのま材ぞれそ戸五 L2
な野力しに和新 E ・E ・・E・・E ・-ー 当積 一 和央
く川 需 、編歌宮地はの歌部
さ水要六入山と 園 F 司咽圃圃 圃圃 域約飛山に
れ系施百さ県の・・・EF .1・・・・・・・・・・・・ は囲内県位
たに策年れに深・ ・・ 昔十通の置
。多かのたとい 圃圃圃 圃圃圃圃圃圃圃・ か人 m どし
まくら歴全のつら平石こ
たの昭史国強な良方引の南
、ダ和をでいが質キ主市は
基ム 三 持唯住り ・・・・・・・・・・E圃圃・・・・圃・E のロ?町 三
幹が十つ 一 民を圃圃回国・・・・・・・・圃・・圃圃圃圃杉で句村 重

に
よ
る

村
長

古
来
か
ら
の
「
い
か
だ
下
り
」

地
域
観
光
振
興

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

観
光
い
か
だ
は
、
樹
齢
四
十

1
六
十
年
の
杉
丸
太
五
十

五
本
か
ら
な
る
全
長
約
三
十
メ
ー
ト
ル
の
い
か
だ
で
あ

る
。
ダ
ム
下
流
の
乗
り
場
か
ら
終
点
ま
で
約
六
キ
ロ
の
問
、

自
然
あ
ふ
れ
る
渓
谷
美
と
数
々
の
激
流
の
中
を
約
七
十
分

間
に
わ
た
り
、
水
し
ぶ
き
を
浴
び
て
下
る
ス
リ
ル
と
迫
力

満
点
の
乗
り
物
で
あ
る
。
現
在
で
は
全
国
各
地
か
ら
毎
年

八
千
人
前
後
の
人
が
来
村
し
、
い
か
だ
下
り
の
醍
醐
味
を

満
喫
し
て
お
り
、
村
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
た
。

• 奥
田

貢

産
業
で
あ
る
林
業
の
衰
退
と
相
ま
っ
て
、
北
山
村
住
民
の

生
活
環
境
も
大
き
く
変
化
し
た
。

企
V

「
伝
統
按
術
の
復
活
と
伝
承
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
復
活

A
V
奥
瀞
道
路
の
開
通
で
観
光
客
が

5
倍
に
摺
加

住
民
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
村
の
行
く

品
司

末
を
案
じ
た
先
人
た
ち
が
真

官

、

，
ー、

ゆ
剣
に
議
論
し
、
考
え
つ
い
た

一〆

い

・下一

勧
の
が
古
来
か
ら
の
い
か
だ
流

L
J
弘

臨
向

"

お
し
を
観
光
に
活
用
で
き
な
い

聞事
、
臨
圃
.
，
陶

を

F
a
-
-閉
流

か

と

い

う

こ

と

だ

っ

た

。

間
羽
開
以
副
・
圃

・

司

告

叫

極
閉
園
.
，

一
「
伝
統
技
術
の
復

薗
圃
・
・
岡

』一一

活
と
伝
承
」
を

酒圃・・・F
f

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

圃

E開
閉

ー

i
い
か
だ
流
し
の

園

¥
沌j
邑

復
活
に
取
り
組

圃

踊

rlr量目
み
、
地
域
の
発

展
を
観
光
産
業
の
振
興
に
託
し
頑
張
っ
て
き

た
。い
か
だ
を
観
光
に
活
用
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
乗
客
の
安
全
確
保
や
船
舶
と
し
て
の
構

造
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
が
、
全
て
の

要
件
を
ク
リ
ア
し
て
昭
和
五
十
四
年
八
月
、

「北
山
川
観
光
い
か
だ
下
り
」
と
し
て
復
活
さ

平
成
人
年
に
は
国
道
1
6
9
号

「奥
瀞
道
路
」
の
開
通

に
よ
り
、
観
光
客
も
当
時
の
二
万
人
台
か
ら
現
在
で
は
十

万
人
台
へ
と
飛
躍
的
に
増
加
し
、
国
道
開
通
に
合
わ
せ
て

整
備
し
た
温
泉
施
設
や
公
園
施
設
と
相
ま
っ
て
、
観
光
い

か
だ
下
り
は
北
山
村
の
観
光
産
業
の
核
と
し
て
地
域
振
興

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
し
か
し
、

一
方
で
は
い
か
だ

師
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
同

十
年
か
ら
後
継
者
養
成
事
業
と
し
て
全
国

各
地
よ
り
後
継
者
を
公
募
し
、
夏
は
い
か

だ
師
と
し
て
、
冬
は
林
業
従
事
者
と
し
て

養
成
を
行
い
、
現
在
で
は
八
人
の
若
者
が

村
内
に
定
住
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、
北
山
村
に
し
か
な
い
特
産
物

「
ジ
ャ
パ
ラ
」
も
、
花
粉
症
効
果
か
ら
爆
発

的
な
人
気
商
品
と
な
り
、
村
の
大
き
な
基

幹
産
業
に
な
っ
た
。
村
は
「
筏
の
村
・
じ

ゃ
ぱ
ら
の
里」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

新
た
な
地
域
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

皆
様
も
機
会
を
見
て
、
ぜ
ひ
と
も
自
然

豊
か
な
北
山
村
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
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火
災
を
機
に
強
ま
っ
た
住
民
の
地
域
再

生
の
思
い

つ
-
観
光
名
所
の
白
壁
土
蔵
群
を
襲
っ
た
大
火

平
成
十
五
年
五
月
十
三
日
未
明
、
鳥
取
県
倉
吉
市
の
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
地
区
内
で
大
き
な
火
災
が
発
生
し

た
。倉
吉
の
中
心
市
街
地
「
打
吹
地
区
」
は
、
昔
な
が
ら
の

土
蔵
や
商
家
が
残
り
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
に
選
定
さ

れ
た
の
は
同
十
年
十
二
月
の
こ
と
。
そ
の
年
の
五
月
に
白

壁
土
蔵
群
の

一
画
に
赤
瓦

一
、
二
、
三
号
館
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
赤
瓦
は
倉
吉
の
中
心
市
街
地
再
生
を
願
っ
て
設
立

さ
れ
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
施
設
運
営
を
行
う
ま
ち
づ
く

り
会
社
で
あ
る
。
こ
の

辺
り
の
屋
根
が
赤
茶
色

の
瓦
で
ふ
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
赤
瓦
と
命

名
し
た
民
間
主
体
の
組

織
で
あ
る
。

こ
の
時
の
火
災
で
赤

瓦
三
号
館
、
六
号
館
が

類
焼
で
被
害
を
受
け
、

全
焼
二
棟
、
隣
家
へ
の

類
焼
六
棟
に
及
ぶ
大
火

災
で
あ
っ
た
。
夜
中
十

〔
制
赤
瓦
〕

• 里
見
泰
男

取
締
役

二
時
四
十
分
過
ぎ
、
消
防
車
の
音
で
外
を
見
る
と
、
土
蔵

群
辺
り
が
赤
く
染
ま
っ
て
い
る
。
駆
け
付
け
て
み
る
と
、

三
号
館
の
奥
か
ら
大
き
な
火
の
手
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
午
前
四
時
過
ぎ
ま
で
火
勢
は

J

4

続
き
、
明
る
く
な
っ
た
現
場
に
は
炭
附

♂

化
し
た
柱
と
は
り
、
落
ち
か
け
て
い
ほ

る
屋
根
が
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
脇

i
}
U

悲
惨
な
火
災
現
場
と
な
っ
た
。

¥伽

邑

・

虚血
J

』
・
園
理

側
赤
瓦
と
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
、
制

u
h
E

こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
と
そ
こ
に
暮

民
組
司
岨
圃
圃

ら
す
人
た
ち
に
大
き
な
痛
手
を
与
え

圃

夢

.

，

た
火
災
で
あ
っ
た
。

醐

麗

圃

E
・
圃

平
成
九
年
に
資
本
金
三
千
万
円
で

醐
醤
画
・
・
・

設
立
さ
れ
た
赤
瓦
は
、
古
い
建
物
を
閣
議
圃
・
・
・

改
修
整
備
し
、
翌
年
五
月
に

一
、
二
、

思
謹
圃
・
・
・

三
号
館
を
よ
う
や
く
オ
ー
プ
ン
さ
せ
刷
脹
医
臨
胴
且
固

た
。
古
い
建
物
改
修
の
関
係
で
資
金

-
鞭
畿
圏

・

不
足
に
陥
り
、

二
度
の
増
資
を
行
つ

長
画
・
・
・

て
、
現
在
は
資
本
金
九
千
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内

訳
は
倉
吉
市
五
百
万
、
倉
吉
商
工
会
議
所
九
百
万
、
地
元

五
金
融
機
関
千
六
百
五
十
万
、
残
り
の
約
六
千
万
を
地
元

民
間
企
業
、
個
人
の
約
百
五
十
株
主
で
構
成
さ
れ
て
い
る
、

民
間
主
導
の
地
域
を
挙
げ
た
組
織
で
あ
る
。

オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
五
年
間
、
地
域
住
民
、
周
辺
温
泉

地
に
支
え
ら
れ
、
来
街
者
も
増
え
つ
つ
あ
る
中
で
の
出
来

事
で
あ
っ
た
。
三
号
館
は
半
年
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
七

号
館
は
一
年
強
に
わ
た
り
、
そ
の
復
興
に
費
用
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
や
し
た
。

-
市
民
の
復
興
支
援
と
「
ま
ち
な
み
保
存
会
」
の
結
成

落
ち
着
い
た
街
並
み
を
形
成
し
て
い
た
伝
統
的
建
築
物

群
の
中
心
が
、

一
日
で
そ
の
景
色
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
痛
手
が
市
民
に
伝
わ
っ
た
の
か
、
復
興
支
援
の
動
き

が
す
ぐ
に
始
ま
り
、
寄
付
金
や
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
た
。
最
終
的
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
、
個
人
か
ら
倉
吉
市
に
復
興
支
援

金
と
し
て
千
二
百
万
余
円
が
集
ま
っ

た
。ま
た
地
元
住
民
を
中
心
と
し
て
「
ま

ち
な
み
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
防
災

意
識
向
上
の
講
習
会
、
消
火
訓
練
が
た

び
た
び
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
街
並
み
や

家
屋
に
対
す
る
住
民
の
愛
着
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
「
災
い
転
じ

て
福
と
な
す
」
を
実
践
し
、
伝
統
的
建

造
物
地
区
は
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
町
に

な
る
と
確
信
し
て
い
る
。
復
興
支
援
の

寄
付
金
を
元
に
倉
吉
市
は
火
災
跡
地
の

敷
地
を
取
得
し
、
火
災
よ
り
二
年
後
の

今
年
五
月
十
三
日
に
「
く
ら
用
心
(
防
災
セ
ン
タ
ー
)
」

を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
明
治
時
代
の
町
家
を
再
現
、
焼
け
残

っ
た
土
蔵
三
棟
と
中
庭
も
今
年
整
備
し
、

一
般
開
放
を
計

画
し
て
い
る
。
試
練
を
経
て
、
ま
す
ま
す
地
域
再
生
の
思

い
を
強
く
し
て
い
る
倉
吉
が
そ
こ
に
あ
る
。
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豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た

回
全
国
ツ
l
リ
ズ
ム
を
展
開

島
根
県
美
郷
町
は
、
平
成
十
六
年
十
月

一
日
に
邑
智
町

と
大
和
村
の
二
町
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
、
人
口
六
千

二
百
人
余
り
の
典
型
的
な
中
山
間
地
域
の
町
で
あ
る
。
そ

の
位
置
は
島
根
県
の
ほ
ほ
中
央
に
あ
り
、
町
域
内
を
中
園

地
方
随

一
の
江
の
川
が
大
き
く
蛇
行
し
な
が
ら
貫
流
し
て

い
る
。

企
画
課
企
画
係

高
橋
武
司

• 

っ
と
し
て
、
「
食
」
と
「
泊
」
と
「
体
験
」
を
セ
ッ
ト
に
し
た

田
舎
ツ

l
リ
ズ
ム
を
展
開
し
て
い
る
。

EE----

「
食
」
部
門
は
、

I
タ
l
ン
の
人
が
オ

.

.

..

.

 
.
 

l
プ
ン
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ゆ
る
り
」

.

.

 

，a

・

が
受
け
持
ち
、
「
泊
」
部
門
は
近
く
の
農
家

E
園田・

三
軒
が
担
当
、
「
体
験
」
部
門
は
茶
摘
み
や

置
凋
魁
圃
富

カ
ヌ
ー
な
ど
、
客
の
?
ズ
に
合
わ
せ
た

.

.

.

 

体
験
が
で
き
る
よ
う
設
定
し
て
い
る
。

-

掴
咽

--n

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ゆ
る
り
」
は
、
ス
ロ
帽
岡
島

-a

ー
フ

1
ド
を
テ
圃
院
凶
幽
野
副

l
マ
に
し
て
い

圃
・
・
罰

a
・・・・
・白¥返

る
。
ス
ロ
ー
プ

.

.

.

.

.
 .
 

1
ド
と
は
、
単
・
・
・
・
・
・

に
ゆ
っ
く
り
-
食
べ
よ
う
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
ま
す
ま
す
フ
ァ

ー
ス
ト
ラ
イ
フ
化
し
て
い
る
現

代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
「
時
間

を
か
け
て
丁
寧
に
、
素
材
・
食

材
を
選
び
、
い
つ
も
は
漠
然
と

口
に
入
れ
て
い
る
素
材
や
料
理

に
つ
い
て
、
考
え
な
が
ら
ゆ
っ

A
V
都
市
と
の
交
流
に
地
蝿
ブ
ラ
ン
ド
を
発
揮
し
た
町
づ
く
り

て町ンいのでに置持魅緑ど
いづドて交、活付つ力を、美
るくを、流都用けたと地豊郷
。り発地な市す、資可域か町
そを揮域どとる積源能固なは
の進しブに農こ極に性有水
一 めたラお村と的位をのと恵

ま
れ
た
森
林
資
源
や
江
の
111 
の
清
流
な

く
り
と
料
理
し
、
そ
し
て
ゆ
っ
く
り
食
べ
、

一
緒
に
食
事

を
す
る
人
と
会
話
を
楽
し
む
時
間
を
大
切
に
す
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ

l
ド
の
反
対
語
で
あ
る
。

A
V
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
組
織
の
再
編

のがサ 当て実サ 圃 1，田 園田 ・ 司D:.・E ・-・の成代とく
町協 l合制、現 1 ・・・E里E掴・・・塁邑 ・置置冒小す表行 ま
づ働ピ併」住しピ，同 E・.国・・・・， A間さる的政夢た
i しスにを民てス vz;可置園田園・E璽IA~~ な自なのあ
りてやよ導白いの 言語lト圃・圃 圃圃!坦堕Il.~-，l 自治も協ふ当
を支地り入治る提 唱府声法温・圃-ョ・・・・・・・・・・E治会の働れ町
進え域広し活 。供 h究恒 2・圃園開-....-・圃圃圃圃圃圃圃園 会のとにるは
め合のくて動そや農家レストラン「ゆるりjの昼食「おばあちゃんの知恵袋J で再しょ協基
てう活ないのし、 そ編てる働本
いこ力つる支て公の流 とテがされニ治しきれを、町の理
るとをた 。援町民職セさにイ主れにテ会、なぞ行新づま念
。が低行 を職館員ンらな l体、よイがそ単れったくちを
で下政 行員活をタにつ活的地り l入の位活たなり」
きさエ う全動配 l 、売動に域、組る中の動 。コをに水
るせリ 「員の置」町 u が参の自織とに連し今ミ進設と
コずア 町を積すを内 ー 加問治にい小合てまユめ定緑
ミ、の 職地極る設困 層す題会再うさ自きでニてし
ユ住中 員域的こ置カ 図る解組編形な治たはテい、い
ニ民で のになとし所 らコ消織しの単会の、イる特き
テと、 地割推で、に れミやがたコ位をを百 l 。にい
イ行行 域り進行複「 るユ住強 。ミの編、 三 をそ住き
l政政 担当を政数交 こニ民化こユ自成大も形の民輝
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i
l
l
〔
岡
山
湯
郷

B
e
l
l
e〕

美
作
町
(
平
成
十
七
年
三
月
三
十

一
日
に
六
町
村
が
合

併
し
て
美
作
市
、
人
口
三
三
、
九
九
五
人
)
は
、

一
万
三

み
ま
さ
か

千
人
余
り
の
町
で
、
美
作
の
い
わ
れ
は
古
く
か
ら
諸
説
が

ぴ

さ
く

び

き

く

あ
る
が
、
備
前
の
北
方
を
意
と
す
る
(
備
朔
↓
美
作
↓
み

ま
さ
か
)
説
が
、
最
も
無
理
な
く
美
作
に
合
致
し
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る

A

マ
ス
ポ
ー
ツ
と
温
泉
に
よ
る
町
お
こ
し
を
推
進

当
町
は
、
「
町
民

一
日
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
を
宣
言
し、

千
二
百
年
前
(
貞
観
二
年
)
に
発
見
さ
れ
た

田
園
・
・

湯
郷
温
泉
と
、

一
九
八
五
年
に
完
成
し
た
岡

圃
圃
園
田

山
県
美
作
ラ
グ
ビ
ー
・
サ
ッ
カ
ー
場
、
総
合

哩

静

.

運
動
公
園
を
中
心
に
、
「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
で
湯
圃
盟
国
圃

の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
し
た
町
・
司

箇

お
こ
し
を
推
進
し
て
い
る
。

霞
阿
国
置

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ

l
ム
の
設
立
は
、

二
O
寝
刊
圃
・

0
二
年

F
I
F

菊
也
圃

理

‘
S

え・・・

A
(国
際
サ
ツ

四能

圃

カ
l
連
盟

)
w

・・・・

杯
の
キ
ャ
ン
プ
一
以
圃

誘
致
の

一
環
と
匝
圃
回
国

し
て
、
同
時
に
進
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
県
・
町

得点して喜ぷ湯郷8elleイレブン

• 黒
田
和
則

ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
地
域
が
連
携
し
、
町
の
振
興
、
地
域
活
性
化
、
町
民
の

健
康
づ
く
り
、
「
ス
ポ
ー
ツ
と
い
で
湯
の
ま
ち
」
の

P
R

で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
や
岡
山
国
体
の
成

功
な
ど
を
目
的
に
し
た
。

-
官
民
・
地
場
が
一
一
体
と
な
っ
て
女
子
チ

l
ム
を
蹟
立

育湯圃・ t11・・・・E樫轟薗".~河圃圃圃圃圃ホめ
協郷田圃園園田直民重拘置圃圃ー
会事圃圃・・・闘圃圃 iiiiiIiiiI-ル選子
来 ・・・圃圃圃聞圃阻盟 国 図 面圃圃園 、手サ

方議 盟里璽盟軍軍語圏直 旅のッ
ー 圃画面圃歯菌踊幽語圏盟国圃園置圃E・E・-館就カ
カ協 圃・園圃圏圏盟盟盟国盟園圃・ 、職 ll 阿 国圃園田園田酒棚田陣眉喧盟国園田園田・
協組 E7ZiLF一一一一一 企にチ
会合利訊口 業つ!
ぺ・1 な lず住い聞かす費ポのチ、いム
議女いムさ民たにしるなン助 l 自ては
員将時設かな 。大、こどサ成ム治問ア
有の期立らどそき町とを l金経体
志会もをでへれなととも料、愛で湯チ
な、あ断あのは温他しつ、企冠雇郷ユ
ど観っ念り情町度のたて後業県南温ア
、光子せ、報議差関 。運援の・℃泉の
文協 Oざ 一 公会が係し営会ス町てのた
字全だる度開、生者
1国 ふをはの地じと
り体ぺ得チま域ての

官
と
民
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
支
援
に
よ
り
、

二
O
O

一
年
五
月
、
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
に
登
録
の
申
請
を
行
い
、

チ
l
ム
名
を
公
募
し
最
も
多
か
っ
た
「
岡
山
湯
郷
ベ
ル
」

と
決
定
し
、
正
式
に
設
立
し
た
。

L
リ
l
グ
参
入
を
目
指
し
た
チ

l
ム
づ
く
り
を
行
う
中

で
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
官
・
民

一
体
と
な
っ
た
手
法
は
、

今
後
の
ト
ッ
プ
チ

l
ム
設
立
の
方
策
の

一
つ
と
し
て
提
唱

で
き
る
と
考
え
る
。
ベ
ル
も
設
立

一
年
目
は
、

L
リ
l
グ

参
入
の
条
件
で
あ
る
全
日
本
選
手
権
出
場
を
ク
リ
ア

l
で

き
ず
(
県
予
選
会
敗
退
)
、

三
年
目
に
し
て
日
本
女
子
サ

ッ
カ
ー
の
最
高
峰
で
あ
る

L
リ
l
グ
入
り
を
果
し
た
。

A
V
美
作
町
の
"
広
告
塔
“
と
し
て
の
役
割
果
た
す

町
内
を
は
じ
め
、
多
く
の
県
民
に

湯
郷
ベ
ル
を
知
っ
て
も
ら
い
支
援
し

て
も
ら
う
に
は
、
第

一
は
試
合
に
勝

利
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
地
域

と
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
L

リ
l
グ
参
入
後
の
戦
績
は
二
O
O
三

年
五
勝
五
敗
、

二
O
O
四
年
は
十
四

勝

一
敗
と
着
実
に
成
果
を
上
げ
、
町

中
を
沸
か
し
て
い
る
。
町
内
、
県
内

の
幼
稚
園
、
小
学
校
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
社
会
教
育
団
体

の
事
業
、
各
種
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
積
極
的
に

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
の

L
リ

1
ガ
l
を
目
指
す

子
供
た
ち
の
た
め
、
「
ベ
ル
キ
ツ
ズ
」
を
設
立
し
た
。

チ
ー
ム
設
立
以
来
、
あ
ら
ゆ
る
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ

ら
れ
、
美
作
町
の
広
告
塔
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て

き
た
。
今
年
開
催
さ
れ
る
岡
山
国
体
に
出
場
す
る
県
チ
ー

ム
は
、
湯
郷
ベ
ル
を
主
体
と
し
て
お
り
、
岡
山
県
の
天
皇
杯

獲
得
に
貢
献
し
、
新
生
美
作
市
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
い
。

湯郷温泉街の立看板
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一
「
い
い
ま
ち
」
目
指
す
小
さ
な
自
治
シ
ス
テ
ム
の

一
展
開

安
芸
高
岡
市
川
根
地
域
は
、
市
の
北
端
に
位
置
し
、
十

九
集
落
、
戸
数
二
百
六
十
三
戸
、
人
口
六
百
四
十
七
人
の

過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
で
あ
る
。

昭
和
四
十
年
代
の
高
度
成
長
期
に
お
け
る
人
口
流
出
が

加
速
し
て
い
っ
た
中
、
同
四
十
七
年
に
未
曾
有
の
大
洪
水

を
受
け
、
同
地
域
は
壊
滅
的
な
災
害
を
受
け
た
。
そ
の
年

の
二
月
、
地
域
内
の
全
戸
と
ほ
ぼ
全
て
の
団
体
で
結
成
さ

れ
た
「
川
根
振
興
協
議
会
」
は
、
過
疎
化
、
高
齢
化
に
よ

る
地
域
の
将
来
へ
の
危
機
感
を
踏
ま
え
、
広
範
な
地
域
活

動
の
展
開
を
始
め
た
。

平
成
十
五
年
に
合
併
(
安
芸
高
田
市
)
発
足
ま
で
の
二

十
三
年
間
に
わ
た
る
行
政
と
の
継
続

的
な
地
域
振
興
懇
談
会
に
よ
り
、
地

域
課
題
や
将
来
展
望
な
ど
の
共
有
化

が
図
ら
れ
、
自
律
的
な
地
域
主
体
が
つ

く
り
上
げ
ら
れ
た
。

av地
域
の
将
来
構
想
の
策
定
と

具
体
的
活
動
の
展
開

エコミュージアム}II綬

振
興
協
議
会
の
活
動
は
、
ま
ず
地

域
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
具
体
的

な
地
域
目
標
を
表
し
た
将
来
構
想

「
川
根
夢
ロ
マ
ン
宣
言
」
の
策
定
で
ス

〔
川
根
振
興
協
語
会
〕

自
治
振
興
部

自
治
振
興
課
長

回

忠

• 

タ
1
ト
し
た
。
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
よ
り
具
体
的
な
活

動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

廃
校
と
な
っ
た
中
学
校
跡
地
利
用
を
協
議

寸
一
目

し
た
結
果
、
自
然
環
境
や
景
観
を
維
持
保
全

』
回

国

す
る
こ
と
で
、
「
人
」
の
流
れ
を
拡
大
し
、
農

h
・
・
・

産
物
な
ど
の
「
モ
ノ
」
の
動
き
か
ら
、
雇
用

.

.

.

.

 

な
ど
の
「
経
済
」
を
興
そ
う
と
、
エ
コ
ミ
ュ
園

-
E

l
ジ
ア
ム
川
根
が
整
備
さ
れ
た
。
施
設
の
企
圃
・
回
国

画
段
階
か
ら
振
興
会
が
か
か
わ
り
、
今
も
地
圃
圃
圃

域
の
財
産
に
位
置
付
け
運
営
さ
れ
て
い
る
。
・
・
F
・

世
帯
数
十
三
戸
の
薬
師
集
落
は
、
群
舞
す

.

.

.

.
 

る
ホ
タ
ル
の
生
育
環
境
を
守
る
活
動
を
始
め
・
・
・
固

た
。
振
興
会
は
こ
の
活
動
を
「
人
の
流
れ
」
・
・
・
・

に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
人
と
自
然
の
か
か
わ
・
・
圃

り
を
テ

l
マ
に
「
ほ
た
る
ま
つ
り
-m
川
根
」
・
・
・
・

を
開
催
し
た
。
そ
の
結
果
、

三
十
人
ほ
ど
の
集
落
に
五
千

人
以
上
が
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
見
過
ご
し
が
ち
な
足

元
の
資
源
に
気
付
き
、
行
動
す
る
こ
と
で
そ
の
展
開
は
大

き
く
違
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

-
ス
ー
パ
ー
と
給
油
所
を
自
主
運
営

「
そ
っ
と
差
し
出
す
手
の
温
も
り
が
笑
顔
を
招
く
」
と

書
か
れ
た
竹
筒
の
貯
金
箱
が
、
各
家
庭
や
事
業
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。一

人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、
安
心
し
て

住
め
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
募
金
活
動
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
財
源
と
し
て

一
人
暮
ら
し
老
人
へ
の
訪
問
活

動
が
地
域
で
続
け
ら
れ
て
い
る
。

地
域
の
担
い
手
の
確
保
の
た
め
、
入
居
者
が
住
宅
の
設

計
段
階
か
ら
参
加
で
き
る
「
お
好
み
住
宅
」
を
提
案
し
た
。

現
在
、
十
五
世
帯
七
十
人
が
入
居
し
、

二
十

一
人
が
小
学

校
へ
通
学
し
て
い
る
。

J
A
高
田
川
根
支
所
の
統
廃
合
に
よ
り
、
庖
舗
や
給
油

所
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
域
か
ら
庖
舗
が
な

く
な
れ
ば
、
高
齢
者
な
ど
に
そ
の
し
わ
寄

せ
が
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
振
興
会
は
「
ふ
れ

あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
「
ふ
れ
あ
い
ス
タ
ン

ド
」
と
し
て
、
地
域
住
民
か
ら
の
出
資
を

受
け
、
自
主
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
。

気
持
ち
良
く
地
域
に
生
き
る
た
め
、
自

ら
提
案
し
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
。

誇
り
と
自
信
の
持
て
る
ふ
る
さ
と
を
目
指

し
て
、
地
域
を
共
同
で
管
理
し
て
い
く
取

り
組
み
が
今
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。

川根若定住宅からの通学風景

-
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
住
む
人
の
住

み
方
で
あ
り
、

一
人
ひ
と
り
が
よ
り
良
い
環
境
の
中
で
暮

ら
し
た
い
と
い
う
思
い
を
つ
な
ぎ
、
自
ら
の
生
活
舞
台
を

高
め
よ
う
と
す
る
行
動
の
継
続
で
あ
る
。

行
政
の
積
極
的
な
情
報
開
示
と
情
報
の
共
有
、
政
策
形

成
段
階
か
ら
の
住
民
参
画
、
そ
の
活
動
が
保
障
で
き
る
協

働
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
「
い
い
ま
ち
」

を
つ
く
る
た
め
、
共
に
歩
む
と
い
う
住
民
と
行
政
の
前
向

き
な
姿
勢
が
何
よ
り
も
重
要
な
の
で
あ
る
。
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寸

城
下
町
を
つ
の
博
物
館
と
見
な
し
た

新
た
な
ま
ち
の
つ
く
り

-

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

課
長
補
佐

・

柳
井
和
彦

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
で
あ
る
。
ま
た
、
萩
を
訪
れ
た

人
々
に
萩
の
良
さ
や
歴
史
を
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
伝
え

る
こ
と
で
、
「
萩
は
、
日
本
の
心
の
ふ

る
さ
と
」
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
お
も
て
な
し
を
ま
ち
じ
ゅ
う
で
推
進

す
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

。
江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち

萩
市
に
は
、
毛
利
藩
政
期
二
百
六
十
年
間
に
形
成
さ
れ

た
城
下
町
の
た
た
ず
ま
い
や
町
割
り
な
ど
が
今
な
お
残

り
、
「
江
戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち
」
と

な
っ
て
い
る
。

萩
に
は
日
本
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
化
財
が
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
傍
ら
で
近
世
そ
の
ま
ま
の
空
間
が
市
民
に
よ

っ
て
住
み
こ
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
優
れ
た
都
市

遺
産
で
あ
る
と
き
守
え
る
。
た
く
さ
ん
の
文
化
財
を
は
じ
め
、

「
ま
ち
じ
ゅ
う
」
に
豊
か
な
文
化
や
歴
史
、
自
然
の
「
宝

物
」
が
あ
る
萩
の
ま
ち
は
、
ま

--R

る
で
「
屋
根
の
な
い
広
い
博
物

4

・

館
H
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
と

4

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

4

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
取

り
組
み
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り

が
都
市
遺
産
を
大
切
に
保
存
・

活
用
し
、
萩
に
し
か
な
い
宝
物

を
次
世
代
に
確
実
に
伝
え
、
「
萩

i
1
!

に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
「
萩
を
終

す
み
か

の
住
処
に
し
て
良
か
っ
た
」
と
、

日
々
実
感
で
き
る
よ
う
な
魅
力

A
V
申
按
施
訟
の
萩
博
物
館
オ
ー
プ
ン
と

N
P
O
発
足

は
、萩

地域文化遺産が残る萌菜市の街並み 萩ま
開ち

に情の然萩関う館あ蚕に士府じ
広報宝、の口博はる博開ハ四ゆ
がの物文歴と物ま 。惣館年百う
る拠が化史し館ち萩諮 十年博
博点唇なやデのじ博恒し ー を物
物で不ど自三玄ゆ物でた月記話
館あさ 附

tq雪国圃圃11寸日 fz
v・・・・・・・・・μ4】&........l 11 て核ざ人~.閉'守守・E盟副昔時平施

をぴと lid~'l\i~ う ~.~ 成設
。とも園川 H 可 一一一一ー
をに
ま
ちそ
じれ
ゆら
うの

NPO活動の様子 (萩博物館ガイド)

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
主
役
は
萩
に
住
む
市
民
で
あ

る
。
中
で
も
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
、

市
民
有
志
に
よ
り
同
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
「
N
P
O萩

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
が
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
現
在

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

N
P
O
活
動
の
中
で
も
特
に
先
駆
的
な
事
例
と
し
て

は
、
萩
博
物
館
の
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
萩
博
物
館
の
受
け
付
け
、
案
内
、
ガ
イ
ド
は
も
と
よ

り
、
カ
フ
ェ
や
シ
ョ
ッ
プ
の
経
営
、
清
掃
に
至
る
ま
で
を

市
か
ら
委
託
し
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た

会
員
が
、
訪
れ
る
市
民
や
観
光
客
を
毎
日
笑
顔

で
出
迎
え
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
財
に
未
指
定

な
た
め
に
消
え
よ
う
と
し
て
い
る
貴
重
な
萩
の

宝
物
を
、
市
民
や
観
光
客
の
信
託
金
で
保
存
や

修
復
を
行
う
「
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
H
百
円

信
託
」
運
動
を
市
と
協
働
で
推
進
し
て
い
る
。

A

マ
地
域
の
特
性
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

し
た
活
動
の
広
が
り

萩
の
ま
ち
で
は
現
在
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館

の
運
動
が
着
実
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
松
下
村

塾
を
は
じ
め
維
新
の
志
士
た
ち
の
旧
宅
が
点
在
す
る
旧
松

本
村
地
区
の
「
維
新
の
里
づ
く
り
協
議
会
」
、
萩
城
跡
が

あ
る
堀
内
地
区
の
「
萩
城
郭
保
存
会
」
、
江
戸
時
代
か
ら

の
商
家
が
軒
を
連
ね
る
浜
崎
地
区
の
「
浜
崎
し
っ
ち
よ
る

会
」
な
ど
、
地
域
が
持
つ
特
性
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
そ

う
と
す
る
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
取
り
組
み
に
さ
ら

に
多
く
の
市
民
の
参
加
を
促
し
、
世
界
的
遺
産
で
あ
る
萩

の
ま
ち
を
次
世
代
に
胸
を
張
っ
て
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
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成
果
を
確
認
す
る
た
め
、
交
流
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。

具
体
的
成
果
と
し
て
は
、
町
産
杉
間
伐
材
を
使
っ
た
ロ
グ

ハ
ウ
ス
の
バ
ス
停
建
築
、
観
光
名
所
山
犬
獄
の
看
板
設
置
、

各
種
花
壇
設
置
、
県
道
沿
い
の
た
ぬ
き
壁
画
や
上
勝
観
光

マ
ッ
プ
壁
画
作
成
な
ど
、
地
元
の
資
源
を
活
か
し
た
実
践

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
、
住
民
が
「
自
ら
考
え
自
ら
行

う
地
域
づ
く
り
」
が
推
進
さ
れ
、
上
勝
町
に
対
す
る
自
信

と
誇
り
が
芽
生
え
て
き
て
い
る
。
し
か
し

一
方
で
は
、

1

Q
運
動
会
活
動
の
マ
ン
ネ
リ
化
や
後
継
者
と
の
連
携
の
難

し
さ
、
委
員
活
動
の
疲
れ
、
地
区
住
民
が
委
員
に
頼
り
切

っ
て
い
る
姿
勢
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
参
加
者
の
偏
り
、
-

Q
運
動
会
の
基
本
理
念
が
町
全
体
に
浸
透
し
て
い
な
い
と

言
っ
た
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。

つ
一

一

1e運
動
会
の
推
進
に
よ
り

一
「
豊
か
で
住
み
よ
い
町
」
を
目
指
す

久
米
繁
樹

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

• 

上
勝
町
は
、
徳
島
県
庁
か
ら
西
南
に
四
十
キ
ロ
に
位
置

し
、
総
面
積
百
九
平
方
キ
ロ
の
約
九
割
を
山
林
が
占
め
る

中
山
間
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
と
行
政
が

一
体

と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て

き
た
。

位
の
五
地
区
に
分
け
、
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員
六
人

(
う
ち
女
性
二
人
以
上
、
ー
・

J
・
U
タ
l
ン
者

一
人
以
上
、

六
十
議
以
上

一
人
以
上
お
よ
び
四
十
才
未
満

一
人
以
上
を

含
む
こ
と
を
基
準
と
す
る
)
と
事
務
局
(
町
職
員
)
三
人

で
構
成
し
て
い
る
。
任
期
に
つ
い
て
は
、
四
年
(
前
期
二

年
、
後
期
二
年
)
と
し
て
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

-
若
者
定
住
に
向
け
た
魅
力
あ
る
町
を
目
指
す

-
住
民
が
=
休
さ
ん
」
に
な
り
知
恵
を
出
し
解
決
へ

今
後
、
高
齢
化
・
過
疎
化
の
進
行
、
交
付
税
削
減
な
ど
に

よ
り
予
算
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
町
振
興
計
画
を
円
滑

に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
の
よ
り

一
層
の
行
政
参

画
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

1
Q運
動
会
活
動
の
見
直
し
、
住
民
が
自
主
的

に
参
画
し
や
す
い
場
の
提
供
、
目
標
を
明
確
に

し
た
計
画
的
な
研
修
会
の
開
催
な
ど
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
住
民
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
知
恵

を
出
し
合
い
、
生
活
環
境
の
整
備
や
地
域
資
源

を
活
か
し
た
産
業
振
興
な
ど
を
推
進
し
、
若
者

定
住
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
住
民
が
、
豊
か
さ
を
感
じ
ら
れ
る
魅
力
あ

る
町
を
目
指
し
て
、
継
続
的
に
ま
ち
づ
く
り
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

-
「
自
ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
」
を
雄
進
へ

代
表
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
で
あ
る

1
Q運
動
会
は
平
成
五
年
、
町
振
興
計

画
な
ら
び
に
要
綱
に
基
づ
き
、
上
勝
町

を
「
豊
か
で
住
み
よ
い
町
」
に
す
る
た

め
の
活
性
化
活
動
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。
活
動
は
、

-
Q運
動
会
委
員
が
中

心
と
な
っ
て
定
め
た
地
域
の
将
来
目
標

を
、
地
域
住
民
と
エ
ン
ロ

l
ル
(
住
民

ー

を
巻
き
込
む
)
し
な
が
ら
競
争
す
る
こ

附

と
に
よ
り
、
楽
し
く
推
進
し
て
い
る
。

円

1
Qと
は
、
「

1
Q
u
e
s
t
i
o
n
」
を
意
味
し
、

住
民
自
ら
が

一
休
さ
ん
の
よ
う
に
、
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
解
決
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
、
上
勝
町

独
自
の
手
法
で
あ
る
。
組
織
と
し
て
は
、
町
内
を
大
字
単

現
在
ま
で
、
研
修
会
の
開
催
や
先
進
地
視

察
な
ど
を
行
い
、
問

題
解
決
能
力
の
高
い

人
材
育
成
と
意
識
改

革
を
進
め
て
き
た
。

平
成
八
年
度
に
は
、

線
地
域
の
将
来
像
を
具

牒
体
的
に
ま
と
め
た
各

Q
 
1

地
区
の

1
Q
マ
ッ
プ

を
作
成
し
、
現
在
、
そ
の
実
現
に

向
か
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、

二
年
ご
と
に
各
地
区
の
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直
曽
か
ら
公
設
民
曽
化
ヘ
ー
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
町
の
集
害
収
益
事
業

ち
?
ワ
な
ん

仲
南
町
は
、
直
営
に
よ
り
道
の
駅
の
産
直
市
や
食
堂
、
温

泉
、
ロ
ッ
ジ
、
研
修
館
を
運
営
し
て
き
た
が
、
町
が
主
導
し
て

有
限
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
出
資
法
人
を
指
定
管
理
者
に
し
て

集
客
収
益
事
業
を
展
開
す
る
方
針
に
転
じ
た
。
直
営
に
よ
り

種
々
の
運
営
手
法
を
開
拓
し
て
き
た
が
、
収
支
の
め
ど
を
立
て

た
の
を
機
に
、
公
設
民
営
化
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

町
は
、
讃
岐
山
脈
に
発
す
る
財
田
川
、
金
倉
川
の
水
源
地
と

上
流
に
位
置
す
る
十
七
の
農
業
集
落
か
ら
な
る
。
人
口
は
約
四

千
七
百
人
、
高
齢
化
率
は
三
二
%
に
達

し
、
人
口
減
少
が
続
い
て
い
る
。
か
つ

て
最
大
の
産
業
で
あ
っ
た
農
林
業
は
、

担
い
手
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
と
な
り
、

若
年
層
や
働
き
盛
り
の
年
代
は
周
辺
市

町
へ
通
勤
す
る
勤
労
者
と
な
っ
て
い
る
。

A
V
情
報
発
慣
が
町
の
名
産
物
を
育
て
る

産
直
市
は
、
平
成
四
年
に
テ
ン
ト
販

売
に
よ
っ
て
週

一
回
聞
い
た
こ
と
に
始

ま
っ
た
。
特
産
品
セ
ン
タ
ー
は
町
の
農

産
物
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
、

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
、
小
菊
、
桃
、
ブ

ド
ウ
、
ミ
カ
ン
、
柿
、
イ
チ
ゴ
、
タ
ケ

ノ
コ
、
米
な
ど
の
固
定
客
を
育
ん
で
き

た
。
ま
た
、
産
直
市
の
発
足
に
伴
い
、

町
が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
粘
り
強
く
発

信
す
る
こ
と
で
、
切
り
干
し
大
根
、
乾

産
業
振
興
課

課
長

・

竹
林
昌
秀

燥
タ
ケ
ノ
コ
、
ウ
コ
ン
、
は
っ
た
い
粉
、
薬
草
や
乾
物
の
販
売

を
軌
道
に
乗
せ
て
き
た
。

中
で
も
、
転
作
作
物
と
し
て
栽
培
を
進
め
た
ヒ
マ
ワ
リ
、
そ

れ
に
ド
ン
グ
リ
な
ど
四
十
種
類
に
及
ぶ
凶
季
折
々
の
地
域
産
物

を
原
料
と
す
る
「
手
作
り
ア
イ
ス
」
が
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た

ほ
か
、
梅
肉
エ
キ
ス
も
人
気
を
集
め
る
な
ど
、
地
元
素
材
を
使

用
し
た
商
品
が
町
の
名
産
物
に
な
り
、
産
直
市
が
新
し
い
に
ぎ

わ
い
を
生
み
出
し
て
い
る
。

町
と
連
携
し
て
立
ち
上
げ
た
農
家
の
出
荷
組

合
「
青
空
市
の
会
」
は
、
十
二
年
間
に
わ
た
っ

て
県
下
で
の
産
直
の
先
導
的
役
割
を
果
た
し
、

地
元
だ
け
で
な
く
高
松
、
坂
出
な
ど
都
市
部
量

販
庖
に
週
六
回
出
張
す
る
販
売
ル
l
ト
を
確
立

し
た
。
ま
た
、
新
鮮
な
農
産
品
を
調
理
し
て
固

定
客
を
集
め
た
「
忠
人
グ
ル
ー
プ
」
は
、
伝
来

の
"
西
讃
風
味
“
を
提
供
す
る
惣
菜
加
工
グ
ル
ー

プ
と
し
て
、
産
直
市
を
支
え
る
大
き
な
柱
と
な

っ
て
い
る
。

公
設
民
営
化
の
方
針
に
伴
い
、
産
直
市
は
直

営
の
特
産
品
セ
ン
タ
ー
と
青
空
市
の
会
を
発
展

的
に
統
合
し
て
、
有
限
会
社

「仲
南
振
興
公
社
」

が
引
き
継
ぐ
体
制
が
平
成
十
六
年

一
月
に
整
っ

た
。
年
間
二
十
六
万
人
の
客
を
集
め
、
年
二
億

四
千
万
円
を
売
り
上
げ
て
い
る
。
同
時
に
、
道

の
駅
「
空
の
夢
も
み
の
木
パ

l
ク
」
に
設
置
し

た
「
仲
南
町
道
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営

ヒマワリ畑

も
仲
南
振
興
公
社
へ
移
行
し
た
。

続
い
て
同
十
七
年
四
月
に
は
、
塩
入
渓
谷
に
集
中
し
て
立
地

す
る
「
塩
入
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
」
「
仲
南
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」
(
温
泉
)
「
仲
南
町
ふ
る
さ
と
研
修
館
」
「
仲
南
健
康

セ
ン
タ
ー
」
(
歩
行
浴
施
設
)
の
経
営
を
同
公
社
へ
移
管
し
て
、

町
の
「
公
設
民
営
化
計
画
」
は

一
応
の
到
達
点
を
迎
え
た
。
公

社
へ
の
出
資
は
、
町
、

J
A
香
川
、
町
商
工
会
、
町
森
林
組
合

か
ら
成
り
、
資
本
金
千
六
百
十
万
円
の
う
ち
千
五
百
万
円
を
町

が
負
担
、
公
社
が
集
客
収
益
事
業
を
直
接
運
営
し
て
い
る
。

同
公
社
は
、
町
立
施
設
の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
①
地
域
イ
メ

ー
ジ
の
向
上
と
交
流
入
口
の
噌
大
②
地
域
産
品
の
販
売
③
地
域

資
源
を
活
用
す
る
加
工
品
開
発
④
農
林
産
物
を
中
心
と
す
る
流

通
経
路
の
開
拓
⑤
雇
用
創
出
と
人
材
登
用
⑥
町
民
の
健
康
の
増

進
⑥
住
民
福
祉
の
向
上
⑧一
住
民
活
動
の
振
興
な
ど
を
担
う
。

A-四千
七
百
人
の
町
に
四
十
二
万
人
の
交
流
人
口

総
額
三
億
八
千
三
百
万
円
の
販
売
高
は
、

一
般
会
計
予
算
一

十
億
円
の
町
に
と
っ
て
大
き
な
経
済
効
果
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

来
訪
者
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
町
に
と
っ
て
、
年
間
に
四
十
二

万
人
を
超
え
る
交
流
入
口
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
温
泉
を
開
業
し
て
十
九
年
目
、
青
空
市
を
開
設
し
て
か

ら
は
十
三
年
目
の
実
績
で
あ
る
。
苦
心
さ
ん
た
ん
た
る
試
行
錯

誤
の
末
に
到
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
課
題
克
服
に

奔
走
す
る
連
続
だ
っ
た
。

多
く
の
事
例
を
検
証
す
る
と
、
経
営
の
成
否
は
行
政
の
直
営
、

商
法
法
人
、
財
団
法
人
で
あ
ろ
う
と
大
差
は
な
い
。
組
織
形
態

よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
立
地
条
件
、
事
業
内
容
、
経
営
力
で
あ

る
。
と
り
わ
け
、
不
利
条
件
地
域
の
経
済
活
動
に
は
、
人
々
の

像
ず
な

愛
着
心
、
誇
り
、
鮮
に
支
え
ら
れ
た
熱
意
、
信
頼
、
協
力
、
奉

仕
な
ど
の
「
社
会
関
係
資
本
」
(
皆
巳
色
打
者
冨
己
)
と
言
わ
れ

る
機
能
が
強
く
働
く
。
地
域
の
資
源
、
団
体
や
人
材
を
結
集
す

る
仕
組
み
こ
そ
が
決
め
手
と
な
り
、
そ
れ
は
ど
の
法
人
形
態
を

選
択
す
る
か
よ
り
も
、
地
域
社
会
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
大
き
な

役
割
を
果
た
す
。

民
活
方
式
の
リ
ゾ
ー
ト
や
大
規
模
都
市
開
発
の
破
た
ん
報
道

が
相
次
ぐ
が
、
不
利
な
条
件
の
地
域
に
あ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
に

は
地
味
な
成
功
事
例
が
多
く
、
か
け
が
え
の
な
い
地
域
振
興
の

拠
点
組
織
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
た
く
な
い
。

50 2005・10月号20周年記念特別号幽結句



町
並
み
保
存
か
ら
地
域
資
源
発
掘
の

ま
ち
づ
く
り
へ

-

「
文
化
財
」
の
光
が
当
た
っ
た
伝
統
的
な
町
並
み

約
六
百
メ
ー
ト
ル
の
通
り
に
面
し
た
家
々
は
、
そ
の
多
く
が

切
り
妻
で
平
入
り
の
商
家
群
で
あ
る
。
重
厚
な
浅
黄
色
の
壁
に

は
な
ま
こ
壁
を
配
し
、
建
物
の
正
面
(
フ
ア
サ
l
ド
)
に
「
弁

殻
格
子
」
、
玄
関
引
戸
が
あ
り
、
家
屋
側
へ
挑
ね
上
げ
れ
ば
大

き
な
開
口
部
と
な
る

「大
戸」
、
据
え
付
け
で
折
り
畳
み
式
ベ

ン
チ
と
い
っ
た

「床
凡
」
な
ど
、
伝
統
的
な
意
匠
が
違
和
感
な

く
調
和
し
て
い
る
。
通
り
に
面
し
細
長
い
敷
地
割
の
た
め
、
通

り
土
間
で
住
ま
い
が
つ
な
が
り
、
井
戸
の
あ
る
台
所

園
間

r

や
採
光
の
た
め
の
坪
庭
な
ど
、
京
の
町
家
を
ほ
う
ふ

『
同
:

つ
と
さ
せ
る
。
通
り
に
は
牛
乳
配
達
の
バ
イ
ク
か
ら

【』

F
E

瓶
の
触
れ
合
う
音
、
朝
日
が
表
を
照
ら
し
始
め
る
と
、

a-

大
人
た
ち
と
あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
小
学
生
の
元
気
な

F
a・

声
が
響
く
。

v-

松
山
市
か
ら
南
西
に
約
四
十
キ
ロ
の
山
合
い
に
、

-vlH

農
業
と
観
光
振
興
を
目
指
す
内
子
町
が
あ
る
。
そ
の
・
・
園

町
に
江
戸
か
ら
明
治
、
大
正
時
代
に
木
蝋
で
栄
え
た

・
圃
・

栄
華
を
し
の
ば
せ
る
町
並
み

.

.

 

保
存
地
区
が
あ
る
。
一

人
の

.

.

 

画
家
が
通
り
の
美
し
さ
を
熱

.

.

.

 

心
に
説
い
た
こ
と
か
ら
始
ま

.

週

.

り
、
や
が
て
多
く
の
人
が
全

国
圃
・

国
の
先
進
地
区
に
出
向
き
、

園
田
・

地
域
全
体
を
保
存
す
る
意
義
や
保
存
後

の
取
り
組
み
を
学
ん
だ
。

し
か
し
そ
の
当
時
、
社
会
全
体
は
高

度
経
済
成
長
の
た
だ
中
に
あ
り
、
崩
れ

落
ち
る
家
屋
は
負
の
遺
産
と
し
て
見
ら

れ
が
ち
で
あ
っ
た
。
地
区
内
に
は
か
つ

て
の
歴
史
を
具
体
的
に
残
す
手
だ
て
と

国の選定を受け

た八日市地区の

町並み

総
合
観
光
セ
ン
タ
ー

主任

・

申
岡
紀
子

し
て
建
物
保
存
に
賛
同
す
る
人
と
と
も
に
、

一
方
で
は
個
人
所

有
の
土
地
や
家
屋
が
所
有
者
の
自
由
に
な
ら
な
い
足
か
せ
が
あ

る
た
め
、
反
対
す
る
人
も
多
く
い
た
。
当
時
の
保
存
を
推
進
す

る
人
は
粘
り
強
い
対
話
を
続
け
、
ま
た
専
門
家
に
よ
る
学
術
調

査
も
高
い
評
価
を
受
け
て
、
伝
統
的
な
町
並
み
は
昭
和
五
十
七

年
四
月
、
八
日
市
・
護
国
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と

し
て
国
の
選
定
を
受
け
た
。

-
建
造
物
の
保
存
・
再
生
で
携
を
聞
け
た
内
子
の
観
光

選
定
後
は
、
保
存
地
区
の
修
理
や
修
景
事

業
を
進
め
る

一
方
で
、
市
街
地
に
点
在
す
る

伝
統
的
な
建
造
物
の
保
存
と
再
生
を
図
っ

た
。
再
生
し
た
施
設
は
町
民
の
誇
り
に
な
る

と
と
も
に
、
観
光
と
無
縁
で
あ
っ
た
内
子
の

観
光
振
興
の
始
ま
り
を
告
げ
た
。
同
六
十
年

に
は
、
大
正
五
年
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の
芝

居
小
屋
「
内
子
座
」
の
復
元
が
完
成
し
、
劇
場

と
し
て
あ
る
い
は
見
学
施
設
と
し
て
の
活
用

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
年
、
保

存
地
区
と
内
子
座
を
結
ぶ
商
庖
街

一
角
に
、

大
正
十
年
ご
ろ
の
商
家
の
暮
ら
し
を
再
現
し

た
「
商
い
と
暮
ら
し
博
物
館
」
が
、
歴
史
民

俗
資
料
館
を
併
設
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。

平
成
八
年
五
月
、
日
本
ビ

1
ル
業
界
の
功

労
者
・
高
橋
龍
太
郎
氏
の
私
邸
「
高
橋
邸
」
を

一
般
公
開
し
た
。

運
営
は
市
井
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が
担
い
、
現
在
で
は

一
日
一
級

限
定
宿
泊
へ
と
、
も
て
な
し
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

A
V
周
辺
地
滅
に
渡
足
し
た
「
村
並
み
保
存
」

町
並
み
保
存
事
業
か
ら
得
ら
れ
た
ま
ち
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る

地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
お
よ
び
景
観
美
の
保
護

と
活
性
化
は
、
市
街
地
に
つ
な
が
る
農
山
村
地
域
に
波
及
し
て

い
っ
た
。
地
域
の
歴
史
的
景
観
や
農
業
生
産
の
美
し
い
風
景
は、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
と
連
動
す
れ
ば
、
観
光
と
結
び
付

い
た
新
し
い
農
村
振
興
が
図
れ
る

。
こ
の
考
え
方
が
内
子
町

の
羅
針
盤
と
な
り
、

具
体
的
な
手
法
を
ま
と
め
て

「村
並
み
保

存」

と
名
付
け
ら
れ
た
。

そ
の
振
興
に
は
、
ま
ず
石
畳
地
区
が
対
象
と
な
っ
た
。
か
つ

て
は
、
地
区
を
流
れ
る
麓
川
に
水
車
が
三
十
基
余
り
あ
っ
た
。

こ
の
風
景
を
原
風
景
と
し
て
位
置
付
け
、
地
域
の
人
々
が
協
力

し
合
っ
て
第

一
号
の
水
車
小
屋
を
造
っ
た
。
口
コ
ミ
で
親
し
ま

れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
域
の
人
々
は

手
弁
当
で
そ
の
後
水
車
を
二
基
設
け
、
清
流
固
と
い
う
公
園
に

整
備
し
た
。

平
成
六
年
人
月
に
は
、
農
家
の
古
い
民
家
を
移
築
し
て
宿
泊

で
き
る
よ
う
に
整
備
し
、

「
石
畳
の
宿
」
と
命
名
さ
れ
て
オ
ー
プ

ン
。
農
家
の
主
婦
た
ち
が
、
石
畳
地
区
で
採
れ
た
新
鮮
な
野
菜

や
山
菜
を
使
っ
た
も
て
な
し
の
食
事
を
作
り
、
痛
を
整
え
て
来

客
を
も
て
な
し
た
。
癒
し
の
田
舎
を
求
め
て
都
市
な
ど
か
ら
年

間
二
千
人
を
超
え
る
人
々
が
楽
し
み
、
交
流
の
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
地
域
に
新
し
い
人
の
輸
が
し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
。

A
V
ま
ち
全
体
に
広
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
輪

こ
の
成
果
は
、
町
内
の
各
自
治
会
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
。

中
で
も
川
登
自
治
会
で
は
い
か
だ
流
し
を
復
活
さ
せ
、
自
治
会

で
運
営
す
る
「
い
か
だ
や
」
と
い
う
宿
泊
施
設
も
完
成
。
川
登

地
区
で
収
穫
で
き
た
野
菜
や
加
工
品
な
ど
を
供
し
て
、
都
市
住

民
と
の
交
流
を
促
し
て
い
る
。

さ
ら
に
大
瀬
自
治
会
で
は
曽
我
十
郎
五
郎
の
伝
説
か
ら
、
大

祭
に
ま
で
企
画
を
膨
ら
ま
せ
、
十
年
を
超
え
る
地
域
の
伝
統
行

事
に
育
て
た
。
か
つ
て
の
村
役
場
だ
っ
た
建
物
を
復
元
し
、
地

区
住
民
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
こ
こ
で
喫
茶
室
を
聞
い
て

い
る
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、

地
元
の
女
性
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
世
話
役
を
買
っ
て
出
て

い
る
。
そ
の
隣
に
文
化
活
動
の
拠
点
「
大
瀬
の
米
蔵
」も
で
き
た
。

地
域
の
資
源
は
、
歳
月
と
自
然
が
つ
く
り
出
し
た
風
景
と
そ

こ
に
住
む
人
に
あ
る
。
人
こ
そ
風
景
を
つ
く
り
、
守
り
、
育
て
、

活
か
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ち
づ
く
り
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
成
果
な
の
だ
。
地
域
の
歴
史
や
産
業
を
知

り
、
地
域
へ
の
愛
情
を
深
め
て
語
り
、
手
を
取
り
合
い
生
み
出

し
て
い
く
住
民
の
原
動
力
。
行
政
は
地
域
住
民
と
と
も
に
、
協

働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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〔
ご
め
ん
町
ま
ち
、
つ
く
り
委
員
会
〕

会
長

西
村
太
利

「
ご
め
ん
」
で
優
し
い
心
に
な
れ
る

ま
ち
づ
く
り

• 

ん
と
い
う
地
名
へ
の
地
域
住
民
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

南
国
市
商
工
会
女
性
部
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

設
立
し
た
「
ご
め
ん
生
菱
ア
メ
研
究
会
」
で
は
、
ゃ
な
せ

た
か
し
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で

一
粒
ず
つ
「
ご
め
ん
」
と
刻

あ
的

印
を
入
れ
た
「
ご
め
ん
の
ご
め
ん
し
よ
う
が
飴
」
を
売
り

出
し
た
。
謝
り
た
い
時
は
、
「
ご
め
ん
し
よ
う
が
飴
」
を

ど
う
ぞ

。

A
V
ユ
ニ
ー
ク
な
地
名
を
活
か
し
た
ま
ち
.つ
く
り
の
提
案

「
ご
め
ん
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
は
、
平
成
十
四
年

の
「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
の
民
泊
に
協
力
し
た
後
免
町

の
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
同
年
秋
に
発
足
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
小
中
学
校
時
代
を
当
町
で
過
ご
し

た
漫
画
家
の
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
か
ら
「
人
に
は
必
ず
と

言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
ご
め
ん
な
さ
い
を
言
い
そ
び
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
ご
め
ん
な
さ
い

を

一
枚
の
ハ
ガ
キ
に
し
た
た
め
、
後
免
町
に
送
っ
て
も
ら

っ
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
み
て
は
」
と
、

全
国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
"
ご
め
ん
“
と
い

う
地
名
を
活
か
し
た
町
お
こ
し
の
提
案
が
あ

り
、
当
委
員
会
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

平
成
十
五
年
度
に
行
っ
た
「
第

一
回
ハ
ガ

キ
で
ご
め
ん
な
さ
い
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、

大
き
な
反
響
を
呼
ぴ
、
応
募
総
数
二
千
六
百

七
十
六
通
の
中
に
は
海
外
か
ら
の
応
募
も
あ

っ
た
。
表
彰
式
に
は
審
査
委
員
長
の
や
な
せ

た
か
し
さ
ん
も
出
席
、
記
念
開
催
し
た
「
ご

め
ん
お
宝
発
見
市
」
や
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
」
で
町
は
大
き
く
に
ぎ
わ
い
、

N

H
K
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
ご
め

A
V
後
免
町
駅
は
「
あ
り
が
と
う
駅
」
の
霊
称
に

ま
た
、
国
が
建
設
し
た
日
本
最
後
の
ロ
ー
カ
ル
鉄
道

「
ご
め
ん
・
な
は
り

線
」
の
後
免
町
駅
に

は
、
同
十
六
年
七
月

に
「
あ
り
が
と
う
駅
」

の
愛
称
が
付
け
ら
れ

た
。
ご
め
ん
駅
の
次

は
あ
り
が
と
う
駅
と

な
り
、
再
び
全
国
の

注
目
を
集
め
、
新
た

な
話
題
と
な
っ
た
。

昨
年
度
の
「
第
二

回
ハ
ガ
キ
で
ご
め
ん

な
さ
い
全
国
コ
ン
ク

第1回ハガキでごめんなさい全国コンク ル表彰式。受賞者
に記念メダルをかける審査委員長のゃなせたかし氏

ー
ル
」
の
応
募

総
数
は
二
千
百

二
十
二
通
だ
っ

た
が
、
作
品
の

レ
ベ
ル
は
格
段

と
上
が
り
、
入

選
作
品
の
選
考

に
は
大
変
苦
労

し
た
。
表
彰
式

で
は
、
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て

「第

一
回
南
国

市
ご
め
ん
杯
大

e

根
早
お
ろ
し
コ

ン
テ
ス
ト
」
を
企
画
・
開
催
、
参
加
者
が
大
根
を
懸
命
に

下
ろ
す
様
子
に
観
客
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

そ
し
て
、
今
年
三
月
に
は
「
ま
ち
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と

銘
打
っ
て
、
後
免
町
商
庖
街
を
歩
き
な
が
ら
「
ハ
ガ
キ
で

ご
め
ん
な
さ
い
」
の
応
募
作
品
を
楽
し
め
る
よ
う
に
約
百

通
を
底
先
に
展
示
し
、
ま
た
、
来
訪
者
の
た
め
に
「
ご
め

ん
ほ
の
ぼ
の

M
A
P」
と
い
う
案
内
板
と
案
内
マ
ッ
プ
を

製
作
し
た
。

第1回南国市ごめん杯大根早おろしコンテスト

-
行
政
と
連
携
し
た
住
民
主
体
の
ま
ち
ゃつ
く
り

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
、
南
国
市
・
高
知
県
の
力
強

い
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
実
施
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
ご

め
ん
」
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
名
前
を
活
か
し
、
「
優
し
い

心
に
な
れ
る
町
ご
め
ん
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
行

政
と
う
ま
く
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、
後
免
町
の
住
民
が

自
ら
楽
し
み
、
来
訪
者
に
も
楽
し
き
ゃ
優
し
さ
が
伝
わ
る

ま
ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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一
グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
推
進
に
よ
る

個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

A
V
大
ア

l
チ
橋
架
設
を
機
に
始
ま
っ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト

過
疎
化
は
、
福
岡
県
八
女
郡
上
陽
町
の
奥
地
・
下
横
山

地
区
で
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
そ
ん
な
標
高
三
百
五
十

メ
ー
ト
ル
の
過
疎
地
区
に
、
都
市
と
の
交
流

圃
盟
国

4

お

ぼ

ろ

圃

・

圃

凶

・

国

Er---

促
進
を
図
る
大
ア

l
チ
橋

「醜
大
橋
」
の

圃
圏
堕
罰

架
設
が
平
成
九
年
に
始
ま
っ
た
。
下
横
山
公

祖
国
国

vu

民
館
で
は

「大
橋
架
設
は
地
区
活
性
化
の
絶

凪
圃
望
圏
・

好
の
チ
ャ
ン
ス
」
と
考
え
、
開
催
当
番
が
図

面
.，

up』

っ
て
き
て
い
た
国
際
交
流
事
業
と
合
わ
せ

困
層
唖
網

て
、
地
区
住
民
総
出
の
秋
祭
り
「
シ
エ
イ
ク

語

障

園

ハ
ン
ド
国
際
交
流
-m
下
横
山
」
を
盛
大
に
開

畑
頃
凶
阿
国

催
し
た
。

靖

国
開
脳
醐

こ
の
初
め
て
の

「
国
脚
勘
置

企
画
は
、
地
区
人
口
の
二
倍
以

上
の
人
出
を
記
録
し
て
大
成
功
。

こ
の
成
功
を
次
に
生
か
そ
う
と
、

講
師
を
招
い
て
地
域
お
こ
し
座

談
会
な
ど
を
聞
き
、
地
域
活
性

化
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
模
索
。

同
十
年
か
ら
は
「
し
も
や
ま
田

舎
ま
つ
り
」
と
名
称
を
変
え
て
、

秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

〔
わ
ら
べ
の
森
組
合
〕

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

振
興
係
長

.

久
間
政
幸

当
初
か
ら
頭
を
痛
め
て
い
た
運
営
資
金
は
、
助
成
事
業

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
農
産
物
販
売
や
食
事
バ
ザ
ー
な

ど
で
知
恵
を
絞
り
、
独
立
採
算
を
試
み
る
こ
と
で
解
消
。

祭
り
を
通
し
て
、
「
有
能
な
人
材
を
探
し
、
売
れ
る
農
産

弓

a・
物
づ
く
り
と
接
客
方
法
を
学
ぶ
」
と
い
う

咽
圃
圃
圃
狙
い
と
、
外
堀
作
戦

(地
区
外
の
人
に
ほ

'
康
国
民
め
て
も
ら
っ
て
ヤ
ル
気
を
出
す
)
が
効
果

関
岡

'aを
上
げ
、
雌
大
橋
完
成
後
に
本
格
化
す
る

・
園
田
園
都
市
と
の
交
流
に
向
け
、
受
け
入
れ
体
制

帽
V
F?
と
づ
く
り
が
民
間
主
導
で
進
ん
だ
。

-a・・・・
圃ま

屠
臨
量
的
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
批
判
的
な
住
民
を
押

曙
咽
J
¥
¥
い
さ
え
、
地
区
外
の
人
か
ら
の
温
か
い
応
援

E開
E
E
m
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
地

.

.

..

.

.

.

 全
日

・
・
圃
・
田
区
は
ダ
メ
に
な
る
と
い
う
危
機
感
」
と
、

「
夢
あ
ふ
れ
る
地
区
に
生
ま
れ
変
わ
り
た
い
」
と
い
う
地

区
の
熱
い
思
い
が
原
動
力
に
あ
っ
た
と
思
う
。

av組
合
設
立
で
本
格
化
し
た
地
域
づ
く
り

平
成
十
四
年
三
月
、
百
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
下
横
山

小
学
校
が
廃
校
に
な
り
、
そ
れ
と
は
対
象
的
に
地
区
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
脇
大
橋
と
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館
(
子
ど
も

を
テ
1
マ
と
し
た
体
験
交
流
施
設
)
が
完
成
。
地
区
で
は
、

秋
祭
り
や
地
域
お
こ
し
座
談
会
な
ど
で
活
躍
し
た
メ
ン
バ

ー
が
発
起
人
と
な
り
、

一
口
五
千
円
の
出
資
金
を
募
っ
て

「わ
ら
べ
の
森
組
合
」
を
同
年
二
月
に
設
立

(
組
合
員
八

十
七
人
)
し
た
。

地
区
世
帯
の
七
割
以
上
が
加
入
す
る
こ
の
組
合
は
、
ふ

る
さ
と
わ
ら
べ
館
と
連
動
し
て
活
動
を
進
め
、
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
コ

1
ス
&
自
然
散
策
コ

I
ス
、
川
遊
び
&
ド
ロ

遊
び
場
、
わ
ら
べ
フ
ァ
ー
ム

(収
穫
体
験
)、
ツ
リ
l
ハ
ウ
ス
、

炭
焼
窯
な
ど
の
整
備
や
、
緑
化
事
業
推
進
に
よ
る
景
観
づ

く
り
を
展
開
。
ま
た
、
公
園
管
理
へ
の
作
業
員
派
遣
や
昔

遊
ぴ
体
験
講
師
派
遣
、
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館
シ
ョ

ッ
プ
の

経
営

(農
産
物
の
販
売
ほ
か
)
を
通
し
て
、
地
域
人
材
の

雇
用
の
場
確
保
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
民
間
に
も
広
が
り
、

翌
十
五

年
か
ら
宿
泊
で
き
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
、
喫
茶
画
廊
庖
、
陶
芸

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
相
次
い
で
オ
ー
プ
ン
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

A
V
地
域
住
民
の
死
活
問
題
と
な
っ
て
い
る
産
廃
処
分
場
建
設

順
調
に
地
域
活
性
化
が
進
ん
だ
か
に
見
え
る
下
横
山
地

区
だ
が
、
過
疎
化
お
よ
び
台
風
な
ど
に
よ
る
山
林
荒
廃
に

伴
い
、
相
次
い
で
産
業
廃
棄
物
処
分
場
建
設
計
画
が
発
表

さ
れ
た
。
平
成
四
年
、
下
横
山
地
区
か
ら
始
ま
っ
た
建
設

反
対
運
動
は
町
内
全
域
に
広
が
り
、
「
ふ
る
さ
と
上
陽
を

守
る
会
」
を
結
成
。
そ
れ
以
来
、
住
民
決
起
集
会
や
監
視

活
動
、
裁
判
闘
争
な
ど
を
経
て
今
も
な
お
住
民
の
死
活
問

題
と
し
て
闘
い
続
け
て
い
る
。

わ
ら
べ
の
森
組
合
を
中
心
と
し
た
活
動
も
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
町
内
各
地
区
と
連
携
し
て
地
域
型

グ
リ
ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
市
町
村
合
併
に
左
右

さ
れ
な
い
し
っ
か
り
と
し
た
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
図

っ
て
い
き
た
い
。
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〔
か
ら
つ
夢
パ
ン
ク
〕

地
域
の
良
さ
を
再
発
見
し

触
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
ま
ち
ゃ
つ
く
り

小
島
起
代
世

(「
九
州
地
域
づ
く
り
会
議

m唐
津
」
実
行
委
員
会
実
行
委
員
長
)

代
表

• 

A
V
旧
唐
津
銀
行
の
利
活
用
が
発
足
の
契
機
に

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
引
き
出
し
た
意
見
を
基
に
ベ
ン

チ
を
製
作
、
大
人
が
三
人
も
入
る
大
き
な
モ
モ
や
高
さ

三

・
四
メ
ー
ト
ル
の
松
ぼ
っ
く
り
ゴ
ジ
ラ
を
作
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
出
し
て
い
る
。
自
主
制
作
ケ
ー
ブ
ル
T
V
番

り

組

「

ゆ

め

D
O
N
ど
ん
!
」
で
は
、

・

ノ
¥
J
h

一
年
三
カ
月
間
に
わ
た
り
会
員
の
み

れ
酬
の
キ
ャ
ス
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
で
ま
ち
の

晶
凱
取
材
に
奮
闘
し
た
。

昔日
ま
た
、
唐
津
出
身
の
建
築
家
辰
野

、
/
府
知
金
吾
が
監
修
し
た
旧
唐
津
銀
行
を
使

け
っ
た
イ
ベ
ン
ト
「
夢
復
興
唐
津
銀
行
」

-
門
の
企
画
制
作
を
官
民
協
働
で
行
い
、

問
ラ

三
年
間
開
催
し
、
歴
史
的
建
造
物
に

閣
の
ジ

。
虹
コ
息
を
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

「
夢
を
預
け
ま
せ
ん
か
・
:
利
息
は
愉
快
な
仲
間
た
ち

夢
を
貸
し
ま
す
・
・
・
返
済
は
少
し
ば
か
り
の
汗
で
」

こ
れ
は
私
た
ち
「
か
ら
つ
夢
パ
ン
ク
」
の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
唐
津
の
"
ま
ち
“
に

い
ろ
い
ろ
な
思
い
を
持
つ
人
た
ち
が
平
成
十
年

四
月
、
唐
津
市
の
歴
史
的
建
造
物
「
旧
唐
津
銀

刊

行
」
の
利
活
用
を
考
え
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に

叫

集
ま
っ
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
使
っ
て
み
ん

丹

な
の
意
見
を
拾
い
上
げ
、
そ
こ
で
か
ら
つ
夢
パ

ン
ク
と
い
う
名
前
が
生
れ
た
。

l
l

l

唐
津
の
良
さ
を
再
発
見
し
、
人
と
人
と
の
触

れ
合
い
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と

し
、
地
域
や
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
唐

津
を
好
き
な
人
(
団
体
)
で
あ
れ
ば
誰
で

も
会
員
に
な
れ
る
。
現
在
、
会
員
は
五
歳

か
ら
六
十
歳
ま
で
七
十

一
人
が
い
る
。

こ
の
七
年
間
は
他
団
体
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
参
加
・
協
力
を
は
じ
め
、

「
地
域
マ
ッ

プ
」
や
「
福
祉
マ
ッ
プ
」
な
ど
を
作
成
し
た

辰野金吾監修、旧唐津銀行

A
V
地
域
づ
く
り
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

こ
れ
ら
の
活
動
を
進
め
て
い
く
中
で
、
唐
津
の
た
め
に

ま
た
は
地
元
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
団
体

や
グ
ル
ー
プ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
鹿
児

島
の
地
域
づ
く
り
団
体
を
網
羅
し
て
い
る
「
K
A
G
O
S

H
-
M
A
熱
闘
会
議
」
と
は
平
成
十
三
年
、
与
論
島
で
の

「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
島
づ
く
り
」
交
流
や
唐
津
で
の
「
わ
が

ま
ち
自
慢
対
決
・
m
か
ら
つ
」
を
開
催
し
、
交
流
を
深
め
た
。

ま
た
、
今
年
の
正
月
に
は
ま
ち
づ
く
り
の
先
駆
者
と
も

言
え
る
熊
本
の
社
団
法
人
「
熊
本
県
青
年
塾
」
と
も
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
、
十

一
月
五
日
に
開
催
の
「
九
州
地
域

づ
く
り
会
議

-m
唐
津
」
で
は
「
九
州
は
ひ
と
つ
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
す
る
予
定
だ
。
こ
の
九
州
地
域
づ
く
り
会
議

は

一
年
目
を
熊
本
で
開
催
し
、
昨
年
は
鹿
児
島
で
、
今
年

は
唐
津
市
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
ま
っ
た
く
民
間
企
画
で
あ
り
、
九
州
内
の
地
域

づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が
集
ま
り
、
互
い
の
活
動
や
夢
・

悩
み
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
相
互
に
啓
発
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
情
報
交
換
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
現
在
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
参
加

者
募
集
中
で
あ
る
。

A
V
自
慢
で
き
る
人
・
物
を
紹
介
し
交
流
す
る
会
議
に

唐
津
と
い
え
ば
、
唐
津
焼
、
唐
津
く
ん
ち
、
虹
の
松
原
、

ヨ
ッ
ト
と
自
慢
で
き
る
も
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
し
か
も
、

自
慢
で
き
る
人
(
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
人
と
も
い
え
る
)

も
い
っ
ぱ
い
い
る
。
そ
ん
な
人
・
物
を
紹
介
し
、
交
流
す

る
会
議
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
時
期
を
唐
津
く
ん
ち

開
催
の
十

一
月
二
1
四
日
の
翌
日
で
あ
る
五
日
に
し
た
の

も
意
味
が
あ
る
。
ぜ
ひ
唐
津
く
ん
ち
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
の
狙
い
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
祭
り
だ
け
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
五

日
の
夜
な
べ
談
義
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
翌
六
日
に

そ
の
目
で
確
め
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
l
も
企
画
し
て
い

る
。
九
州
内
だ
け
で
な
く
、
全
国
か
ら
も
参
加
を
受
け
入

れ
る
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
唐
津
へ
来
て
い
た
だ
き
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
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〔
面
白
ち
ん
ぐ
倶
楽
部
〕

国
際
交
流
を
通
じ
た

多
様
な
地
域
お
こ
し
活
動
を
展
開

「
お
も
し
ろ
い
こ
と
を
や
ろ
う
」
「
楽
し
く
や
ろ
う
」
と

い
う
こ
と
で
結
成
さ
れ
た
「
面
白
ち
ん
ぐ
倶
楽
部
」
。
や

る
こ
と
が
面
白
く
な
け
れ
ば
誰
も
岡
」
凋

ーオ

l

参
加
し
な
い
し
、
長
続
き
も
し
な
'防
k
vb
冒
暗
号

ia

い
。
ゃ
る
か
ら
に
は
、
面
白
く
て

je--
，
写

A
幽
圃
咽
却
前

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う

r
L
X崎
4
台

、
一

に
し
た
い
。
強
制
や
束
縛
も
な
し

一

・
副
庖
咽
1
d
m
M

に
自
由
に
で
さ
る
こ
と
な
ら
、
何

'
E・
開

凶劃園・
E

で
も
飛
び
付
こ
う
。

田
圃
圃
眠
副
闘

u--

こ
の
よ
う
な
単
細
胞
の
集
ま
り
の
中
か
ら
生
れ
た
「
汚

む

く

れ
な
き
純
真
無
垢
な
田
舎
も
ん
集
団
」
で
あ
る
。
「
み
ん

な
で
通
れ
ば
怖
く
な
い
」
と
い
う
名
文
句
を
拝
借
、
皆
で

実
行
に
移
せ
ば
烏
合
の
衆
が
賢
者
の
衆
に
な
れ
る
と

い
う
厚
か
ま
し
い
考
え
の
下
に
、
な
い
知
恵
を
出
し

合
い
・
:
こ
れ
は
、
私
ど
も
の
事
務
局
長
村
田
氏
が

「
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会
八
九
年
度
ふ
る
さ
と

づ
く
り
賞
」
入
賞
の
時
の
レ
ポ
ー
ト
の

一
節
で
あ
る
。

発
足
は

一
九
八
四
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
青
年
代

表
団
の
受
け
入
れ
事
業
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
県
内

留
学
生
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
、

一
線
譜
の
(
障

害
を
持
つ
)
子
供
た
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
九
州
太
鼓

長
崎
世
界
青
年
友
の
会

会
長

・

福

喜

哲

史

フ
ェ
ス
夕
、
九
州
ム
ラ
お
こ
し
サ
ミ
ッ
ト
開
催
と
精
力
的

に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
中
で
二
番
学
ん
だ
こ
と

は

一
つ
一
つ
が
目
的
で
は
な
く
、
手
段
で
あ
る

と
悟
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

お

マレーシアPAMAJAWAKASA
グループ受け入れ事業

A
V
手
づ
く
り
の
国
際
交
流
を
目
指
す

今
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生

か
し
、
九

一
年
か
ら
手
づ
く
り
の
国
際
交
流
を

目
指
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
青
少
年
を
派
遣
す

る
チ
ャ
ン
ポ
l
ル
計
画
を
開
始
。
こ
の
事
業
が
縁
で
人
の

交
流
か
ら
文
化
の
交
流
へ
、
そ
し
て
相
互
の
交
流
事
業
へ

と
発
展
し
た
。
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
評
価
さ
れ
、
九

哩
明

d

六
年
に
国
際
交
流
基
金
地
域
振
興
賞

Jiy門

の
受
賞
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
今
も
な

Fah

お
、
こ
の
相
互
交
流
事
業
は
継
続
中

=
叱

で
あ
る
。

=
間
旗
現
在
は
本
土
と
結
ば
れ
、
離
島
で

=z
m
は
な
く
な
っ
た
が
、
以
前
は
離
島
と

芹
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
逆
手
に
取
っ
た
交

↓
流
活
動
の
数
々
で
あ
っ
た
。
例
え
ば

叫
国
際
交
流
の
柱
と
し
て
「
ト
ラ
ブ
ル

歓
迎
」
「
ノ

l
と
一言守
え
る
国
際
交
流
」
な
ど
、
独
自
の
考

え
方
や
他
の
団
体
に
は
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
事
業
を
進
め

た
。
私
ど
も
が
長
い
活
動
の
中
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
熟
成
で
き
た
の
も
、
多
く
の
仲
間
や

活
動
支
援
者
の
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日
ま
で

続
け
て
こ
れ
た
。

ど
こ
に
で
も
真
似
で
き
な
い
よ
う
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も

の
を
、
た
く
さ
ん
の
人
と
考
え
、
つ
く
っ
て
き
た
。
そ
れ

が
基
礎
と
な
り
県
内
に
多
く
の
支
部
を
設
け
、
会
員
も
増

え
て
い
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
も
昔
も
、
会
員
の
出
入

り
自
由
と
会
則
・
会
費
な
し
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
普
遍
化
と
個
性
あ
る
活
動
。

私
は
思
う
。
活
動

一
つ
一
つ
思
い
起
こ
す
と
、
感
動
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
、
感
動
の
受
け
渡
し
を
忘
れ
な
い

人
々
が
今
も
、
こ
れ
か
ら
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

感
動
を
得
た
す
べ
て
の
人
々
が
行
動
集
団
と
し
て
動
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
常
に
感
じ
て
い
る
。

A
V
住
民
意
講
と
地
域
力
向
上
が
課
題
に

事
業
を
目
的
化
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
人
と
人
と
の
結

び
付
き
が
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ト
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
も
学
ん
だ
。
自
ら
属
す
る
団
体
に
の
み
、
い
つ
情
報

を
還
流
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
支
え
合
う
人
々
に
い
つ
情

報
と
力
を
貸
す
こ
と
が
活
性
化
の

一
助
に
な
る
か
も
、
長

い
年
月
の
活
動
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

本
当
に
こ
れ
か
ら
は

一
つ
団
体
や
地
域
が
突
出
す
る
の

で
は
な
く
、
住
民
意
識
と
地
域
力
が
向
上
す
る
こ
と
こ
そ
、

地
域
に
与
え
ら
れ
た
課
題
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
は
互

い
に
学
び
合
い
、
分
か
ち
合
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
財
産
に
世
界
を
見
詰
め
、
地
域
に
生

き
る
こ
と
を
合
言
葉
に
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。
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〔
福
田
農
場
ワ
イ
ナ
リ

l
〕

地
域
密
着
型
の
複
合
的
な
観
光
施
設

「
花
が
咲
い
て
実
が
な
る
季
節
に
は
、
弁
当
を
持
っ
て

遊
ぴ
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
ゆ

い
う
私
の
母
の
思
い
で
、
昭
和
三
十
七
年
ご
ろ
か
ら
湯
の

児
台
地
の
原
野
を
家
族

一
丸
と
な
っ
て
切
り
開
き
、
農
園

造
り
を
始
め
た
。
そ
し
て
同
四
十
三
年
に
県
内
初
の
観
光

農
園
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

当
初
、
ど
う
す
れ
ば
年
間
を
通
し
て
お
客
に
来
て
も
ら

え
る
か
、
考
え
を
巡
ら
す
日
々
が
続
い
た
。
そ
し
て
気
付

い
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
は
多
様
な
価
値
を
加
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ

は
、
農
産
物
だ
け
で
な
く
そ
れ
を
使
っ
た
加
工
品
を
作
る

こ
と
だ
っ
た
。

-
悶
る
い
水
俣
に
転
換
を
図
る
ス
ペ
イ
ン
村
構
想

ま
ず
、
水
俣
に
あ
る
甘
夏
ミ
カ
ン
に
着
目
し
、
ジ
ュ
ー

ス
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。
品
質
の
向
上
に
努
め
、
「
甘
夏

ロ
ー
ヤ
ル
」
と
名
付
け
て
製
造
し
、
全
国
販
売
に
こ
ぎ
つ

け
た
。
ほ
か
に
甘
夏
を
使
っ
た
ワ
イ
ン
「
甘
夏
サ
ン
グ
リ

ア
」
も
同
六
十
三
年
に
製
品
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ

ン
グ
リ
ア
と
は
、
ワ
イ
ン
に
柑
橘
類
を
混
ぜ
た
ス
ペ
イ
ン

を
代
表
す
る
お
酒
で
あ
る
。
こ
れ
が
私
と
ス
ペ
イ
ン
と
の

出
会
い
だ
っ
た
。

平
成
四
年
、
私
は
ス
ペ
イ
ン
に
飛
ん
だ
。
温
暖
な
気
候

代
表
取
締
役

福
田
興
次

• 

風
土
、
リ
ア
ス
式
海
岸
、
柑
橘
類
の
産
地
な
ど
、
そ
こ
に

は
水
俣
と
の
共
通
点
が
幾
つ
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、

ス
ペ
イ
ン
を
モ
デ
ル
に
明
る
い
水
俣

へ
イ
メ
ー
ジ

チ
ェ
ン
ジ
し
よ
う
と
決
め
た
。
そ
れ
ま
で
お
ぼ
ろ

ー
げ
に
頭
に
描
い
て
い
た
「
ス
ペ
イ
ン
村
構
想
」
が
、

確
定
的
に
な
っ
た
年
だ
っ
た
。

-
環
境
と
地
元
に
こ
だ
わ
っ
た
観
光
農
園
経
曽

こ
の
時
私
が
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
は
、
水
俣
病
を

経
験
し
た
地
元
と
し
て
、
「
環
境
」
に
十
分
配
慮
す

る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
使
用
済
み
の
電
柱
、
工

場
の
レ
ン
ガ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
の
レ

l
ン
な
ど
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
造

っ
た
圏
内
の
施
設

(
ス
ペ
イ
ン
館
、
パ

レ
ン
シ
ア
館
な
ど
)

も
そ
の

一
つ
で
あ

る
。
平
成
九
年
に
建

設
し
た
「
地
ピ

l
ル

工

場

(
セ
ビ
リ
ア

館
)
」
に
も
リ
サ
イ

ク
ル
資
材
を
随
所
に

使
用
し
た
。
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2瓦宗富327型t函5 者52t与もZF警 z2ミー:oq2
続俣ら者 24っきう域村 もたでか俣行修ムデ つ元ふ冗側 すだ
け」もなん?てる観づ構 取なのらのつ学 Zル な観干の面 べわ
ての地宅ゃ在い仕点く想 り観ノで素て旅せ都 が光ぞ農か てり
ミあ元い、、き組かりの 組光ウあ晴い行、市 るで、産ら 水で
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地
域
の
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た

"
ふ
る
さ
と
や
つ
く
り
“

臼
杵
市
は
、
戦
国
時
代
に
東
九
州
で
権
勢
を
振
る
っ
た

戦
国
大
名
大
友
宗
麟
が
永
禄
五
年
(
一
五
六
二
年
)
に
臼

杵
湾
の
丹
生
島
に
城
を
築
き
、
以
来
臼
杵
は
東
九
州
に
お

い
て
名
実
と
も
に
政
治
、
経
済
の
重
要
地
で
あ
っ
た
。
特

に
南
蛮
貿
易
港
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当

時
の
臼
杵
は
国
際
色
豊
か
な
都
市
で
あ
っ
た
。
稲
葉
氏
統

治
の
臼
杵
藩
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
経
済
・

交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
・

市
制
施
行
、
平
成

a

一
七
年

一
月

一
日

J

に
隣
接
の
大
野
郡

野
津
町
と
合
併

し
、
新
し
い
臼
杵

市
が
誕
生
し
た
。

臼
杵
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
盤
と

な
っ
た
「
町
並
み

整
備
の
歴
史
」
は
、

大
き
く
次
の
通
り

の
時
代
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き

る
。

議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

課長

・

日
廻
文
明

• 価値
見
直
し
の
時
代

占
並
み
を
点
か
ら
線

へ

す芽り文つ
る生、化か昭

修保行す市のくら 考え地のけ和
景全政住民議こ点臼え、域見に五
事条に宅個論とか杵方まに直パ十
業例お改人ががらののち対し旦八
に」い築に交で線町転づすや京年
補にてなおわきへ並換くる新 14に
助よもどいさるとみがり愛た究開
金り「がてれかつを始や着な話催
を、歴始景始、などま観や発事さ
交民墨ま観め見いうつ光誇見書れ
空間翠りを p 直でしたにりに是た
?の境、残 0しいた 。対がよヨミ全

る ーーーーーーー- ーーーーーーーーーーーーーーーーー 国

制・・・・・・・画面・・・・・・・・・・・・・・・ 町度圃圃圃E明咽圃圃圃圃・・・並
を 凶組員組 み

整・・・・・・園周圃圃圃園開園圃・・・・・・・・・ ゼ
ぇ ・・・・・・・・・2司・園周.... ~個圃・・胴ニ1L.圃・・・・・ ミ

セ ・・・・臥聞~幽掴EM岨・・・ を一一一一一 き

A
V
基
盤
整
備
の
時
代
|
線
か
ら
面
へ
と
整
備
|

平
成
元
年
ご
ろ
か
ら
、
近
世
の
面
影
を
残
す
歴
史

的
建
造
物
の
修
復
保
全
、
当
時
の
町
並
み
の
雰
囲
気

を
今
に
伝
え
る
「
二
王
座
歴
史
の
道
」
石
畳
整
備
な

ど
、
中
心
市
街
地
の
町
並
み
を
中
心
と
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
、
線
か
ら
面
へ
と
整
備
が
広
が
っ
た
。

一
方
、
中
心
市
街
地
で
始
ま
っ
た
「
竹
宵
ま
つ
り
」
や

ふ
る
さ
と
臼
杵
を
題
材
に
し
た
臼
杵
映
画
「
な
ご
り
雪
」

は
、
内
外
に
臼
杵
ら
し
さ
を
発
信
す
る
仕
掛
け
と
し
て
、

多
く
の
人
が
臼
杵
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
。
市
民
の
聞
に
さ
ら
な
る
地
域
に
対
す
る
愛

着
、
自
信
が
生
ま
れ
て
き
た
。

-
新
し
い
価
値
を
付
加
す
る
時
代
に

-f"也オ

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
の
転
換
、
歴
史
的
資
産

を
修
復
保
全
す
る
基
盤
整
備
の
時
代
を
経
て
、
こ
れ
ら
の

資
産
を
ど
う
活
か
し
て
い
く
か
、
利
用
、

活
用
の
工
夫
や
新
し
い
価
値
を
付
加
す
る

時
代
を
迎
え
て
い
る
。
歴
史
的
な
建
築
物

を
単
に
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的

に
活
用
す
る
こ
と
で
、
交
流
の
促
進
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
武
家
屋
敷
で
の

合
宿
な
ど
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
体
験
す
る

試
み
を
行
っ
て
い
る
。

竹宵まつり1

， 

臨調
A
V
ロ
ー
カ
ル
タ
ウ
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
の
確
立
へ

わ
が
国
は
、
高
度
成
長
期
を
通
じ
て
物

質
的
に
は
豊
か
に
な
っ
た
が
、
同
時
に
失

つ
て
は
な
ら
な
い
大
切
な
も
の
、
す
な
わ

ち
「
ふ
る
さ
と
」
を
見
失
い
か
け
て
い
る
。
臼
杵
市
に
は

い
ま
だ
こ
の
ふ
る
さ
と
が
残
っ
て
お
り
、
臼
杵
独
自
の
地

域
資
源
を
見
直
す
こ
と
で
「
地
域
資
源
の
活
性
化
」
「
臼

杵
流
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
、
ス
ロ

l
フ
l
ド
再
発
見
」
を
図
り
、

み

ふ
る
さ
と
の
"
光
“
を
観
る
「
ロ
ー
カ
ル
タ
ウ
ン
ツ

l
リ

ズ
ム
」
、
す
な
わ
ち
新
し
い
観
光
を
確
立
し
、
地
域
の
再

生
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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Zヲ
f E 
C皇
lつ
りく
スり
ムE
よ
る

「
お
か
え
り
な
さ
い
ふ
る
さ
と
五
ヶ
瀬
で
こ
こ
ろ

の
や
す
ら
ぎ
を
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
に
展
開
し
て
い
る

の
が
、
町
内
の
桑
野
内
地
区
を
拠
点
と
す
る

『夕
日
の
里

づ
く
り
」
で
あ
る
。
五
ヶ
瀬
町
は
平
成
五
年
、
国
の
グ
リ

ー
ン
ツ
l
リ
ズ
ム
モ
デ
ル
整
備
構
想
策
定
市
町
村
に
、
全

国
二
十
五
の
自
治
体
の

一
つ
と
し
て
指
定
を
受
け
、
以

来
、
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
。

A
V
美
し
い
夕
日
の
震
観
を
活
用
し
た
交
流
事
業
を
推
進

拠
点
地
区
の
桑
野
内
は
、
阿
蘇
連
山
に
沈
む
美
し
い
夕

日
の
景
観
が
、
地
域
の
宝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
夕
日
の

里
づ
く
り
推
進
会
議
」
と
称

し
た
地
域
づ
く
り
組
織
を
発

足
。
当
初
か
ら
ソ
フ
ト
面
の

充
実
を
重
視
し
、
「
開
発
し

な
い
開
発
」
「
開
発
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
人
の

意
識
」
と
い
う
考
え
方
の
下
、

交
流
事
業
に
よ
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

主
な
事
業
は
、
「
夕
日
の

里
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
ツ
ア

/
企
画
商
工
課
企
画
調
整
係

係長

・

渡
遁
ユ
ミ

民り 1 1 
家、は」

アと域 持いきコ 唱回開・圃L ¥ ，1幽=でで十五画面画面 で野 ー や
l いに当っこるミ J覇軍薗，_.ì~墨江 畠轟再 受菜泊「
にう都初てとこ対 II島落雷鼠髭彊 トa認也事 け収 二 タ
は不市は取はと応 凶轟轟畠孟苫PF躍岳会種目房
毎安住、り行はな 胃 軍軍曹彊園田E盟監唾る神行里z員長足型票農Z直面露軍盟関事楽程フ
員問魅がア支が事‘ー圃...  司町掴臨1巻善て支
をを力残司援汗務夕陽の里フエスタIn五ヶ瀬 あな川タ
大持をるそすをを るど遊 h
きつ感だ る流支ので全 すタ最ば楽ては 。をぴ主
くてじけ とし援情、て企る日もん、い、タ体 受
上いるで い、す報行住画 。をきば棒る地陽験山之
回たの、 う地る発政民か パれ曹術郷域のさ登塑
るがだ何 役域 。信はのら ツぃ Y問土に里せり
応、五も 割で地や各り運 ク会会 5q
募交?な 分で域、方手営 teJ j}七能承エ宿豆流
が流ワぃ 担きでマ面作ま 長略日踊のさス泊腐ツ
ぁッ色地 をなでスへりで 露代が眠神れタは作ア

り
、
リ
ピ
ー
タ
l
が
増
え
て
い
る
こ
と
や
、
夕
陽
の
里
フ

エ
ス
タ
も
県
内
外
か
ら
千
五
百
人
を
超
え
る
来
場
者
が
あ

る
こ
と
で
、
不
安
と
疑
問
は
自
信
と
誇
り
に
変
わ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
新
た
な
事
業
へ
の
意
欲
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
。

A
V
交
流
を
通
じ
て
発
足
し
た
「
ふ
く
お
か
町
人
会
」

さ
ら
に
住
民
を
元
気
付
け
る
出
来
事
が
、
「
夕
日
の
里

ふ
く
お
か
町
人
会
」
の
設
立
だ
。
こ
れ
は
、
交
流
事
業
を

通
し
て
五
ヶ
瀬
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
人
や
、
五
ヶ
瀬
に
興

味
を
持
つ
福
岡
在
住
者
が
会
員
と
な
る
応
援
団
組
織
で
あ

る
(
町
出
身
者
以
外
が
会
員
と
な
る
町
人
会
)
。

夕
日
の
里
づ
く
り
は
集
客
施
設
も
無
く
、
ア
ク
セ
ス
も

悪
か
っ
た
地
域
で
、
そ
こ
に
あ
る
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
た
地
道
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
都
市
と
の
交
流
機
会
を

創
出
し
て
き
た
。
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
道
な
活
動
を

基
礎
に
、

一
年
を
通
し
た
交
流
を
可
能
と
す
る
た
め
の
農

村
民
泊
の
立
ち
上
げ
や
、
地
域
の
伝
統
行
事
や
習
わ
し
に

ま
つ
わ
る
食
(
行
事
食
)
を
活
用
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
の
研
究
、
農
産
物
の
地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
研
修
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
、
域
内
経
済
循
環
の
創
出

を
目
指
し
て
い
る
。

A
V
農
村
民
泊
と
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
開
業
が
当
面
の
目
標

夕
日
の
里
の
最
終
的
な
姿
と
比
較
す
る
と
、
十
年
間
で

一一一
合
目
ま
で
進
ん
だ
段
階
で
、
あ
と

一
、
二
年
で
開
始
予

定
の
農
村
民
泊
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
直
売
所
が
稼
動
し

始
め
れ
ば
、

一
気
に
七
合
目
く
ら
い
ま
で
到
達
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
今
後
も
背
伸
び
を
せ
ず
、

地
道
に

一
歩

一
歩
し
っ
か
り
と
前
進
す
る
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。
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「
一行
政
に
頼
ら
な
い
住
民
総
参
加
型
の

む
ら
お
こ
し

鹿
児
島
県
大
隈
半
島
の
中
央
に
位
置
す
る
串
良
町
柳
谷

集
落
は
、
約
三
百
人
が
暮
ら
す
高
齢
化
率
三
四
%
の
過
疎

の
「
む
ら
」
で
あ
る
。
行
政
に
頼
ら
な
い
地
域
お
こ
し
を

テ
l
マ
に
、
自
主
財
源
を
確
保
し
、
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
再
生
し
て
、
感
動
と
感
謝
に
よ
る
集
落
の

一
体
化
を
高
め
て
き
た
。

遊
休
農
地
を
活
用
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
生
産
、
土
着
微

生
物
を
使
っ
た
畜
産
排
便
悪
臭
公
害
の
撲
滅
に
よ
る
集
落

環
境
の
改
善
や
、
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
、
土
着
菌
活

用
に
よ
る
生
ご
み
排
出
ゼ
ロ
、

土
着
菌
堆
肥
で
栽
培
さ
れ
た
サ

ツ
マ
イ
モ
原
料
に
よ
る
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト

(
P
B
)
焼
酎
「
や
ね

だ
ん
」
の
開
発
、
手
打
ち
そ
ば

屋
「
未
来
館
」
開
設
な
ど
の
活

性
化
策
に
、
集
落
民
が
自
主
的

に
総
出
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
う
し
た
集
落
独
自
の
財
源
確

保
に
よ
っ
て
、
自
治
公
民
館
活

動
運
営
費
は
平
成
十
六
年
度
約

四
百
万
円
の
繰
り
越
し
と
な

り
、
十
七
年
度
の
公
民
館
費
は

半
額
に
減
額
と
な
っ
た
。

〔
柳
谷
自
治
公
民
館
〕

• 豊
重
哲
郎

館
長

-
労
働
奉
仕
の
財
源
で
地
域
の
福
祖
・
防
犯
対
策
を
実
施

い
か
な
る
事
業
で
も
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
各
戸
か
ら
も

経
費
を
拠
出
さ
せ
な
い
代
わ
り
に
、
汗
し

一

圃
・
・
・

て
も
ら
う
こ
と
に
徹
し
て
い
る
。
集
落
民

'
司
-
-
圃

に
は
年
齢
に
応
じ
た
旬
の
労
働
出
番
が
企

ぷ

)一酔
圃
圃

画
さ
れ
て
お
り
、
労
働
奉
仕
が
集
落
の
最

)近
一

園

大
の
財
産
に
な
っ
て
い
る
。

げ
ー%
圃
・
E

-u
------

活
動
拠
点
の
わ
く
わ
く
運
動
遊
園
、
士

一

hip---

ド
4

一ο

・・・聞岨

着
菌
を
生
産
す
る
「
土
着
菌
セ
ン

Ih--四
ー

タ
l
」
、
集
落
の
歴
史
を
紹
介
・
保

ぷ

将
司

4

存
す
る
「
お
宝
歴
史
館
」
、
手
打
ち

呂
闘
〔
踊

t

そ
ば
屋
な
ど
、
集
落
が
独
自
に
整

置
争

画
，

a

備
し
た
施
設
も
大
工
経
験
者
を
中

園
町

1
1
N

心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
賄
い
、

圃

圃

凶

命
令
形
な
し
の
自
主
参
加
の
地
域

.

.

 H
a
l
 

お

こ

し

で

あ

る

。

・

・

園

・

・

そ
の
益
金
を
土
着
菌
セ
ン
タ
ー
の
運
営
資
金
、

集
落
内
の
緊
急
警
報
装
置
(
介
護
)
や
煙
感
知
器

の
設
置
、
全
戸
へ
の
防
犯
ベ
ル
設
置
、
そ
し
て
集

落
内
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
結
成
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

特
に
介
護
を
必
要
と
す
る
緊
急
警
報
装
置
は
独
居

高
齢
者
宅
に
置
か
れ
、
枕
元
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

手打ちそぱ屋「未来館」

る
と
、
集
落
内
の
主
要
道
路
に
設
置
さ
れ
た
赤
色
灯
が
回

転
す
る
と
同
時
に
ベ
ル
が
鳴
り
、
周
囲
に
非
常
事
態
を
知

ら
せ
、

一
夜
の
不
安
解
除
に
役
立
っ
て
い
る
。

文
化
活
動
で
は
、
高
校
生
ク
ラ
ブ
員
の
指
導
の
下
、
幼

児
が
五
キ
ロ
の
ウ
オ
l
キ
ン
グ
に
挑
戦
す
る
「
サ
ン
セ
ッ

ト
ウ
オ
l
キ
ン
グ
大
会
」
、
「
め
っ
た
に
聴
け
な
い
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
」
や
「
学
ぶ
寺
子
屋
」
を
開
催
。
こ
の
よ
う
に

集
落
の
生
き
た
福
祉
や
防
犯
、
青
少
年
の
情
操
教
育
に
利

用
さ
れ
、
集
落
民
が
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
、

外
部
の
人
か
ら
見
て
も
住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
せ
る
、
誇

り
あ
る
集
落
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

A
V
住
民
自
治
の
先
駆
的
な
取
り
組
み

と
し
て
注
目
集
め
る

柳
谷
集
落
の

一
連
の
取
り
組
み
は

全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
、

二
O
O

二
年
十

一
月
に
は
日
本
計
画
行
政
学

会
計
画
賞
の
最
優
秀
賞
に
、

O
四
年

六
月
に
は
政
府
の
食
料

・
農
業

・
農

村
政
策
推
進
本
部
が
指
定
す
る
「
立

ち
上
が
る
農
山
漁
村
」
の
モ
デ
ル
地

域
の
全
国
三
十
選
に
選
ば
れ
た
。

地
域
の
活
性
化
に
は
情
熱
的
な
リ

ー
ダ
ー
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
集
落

民

一
人
ひ
と
り
に
出
番
を
用
意
し
、

そ
れ
を
き
ち
ん
と
評
価
す
る
仕
組
み
も
必
要
で
あ
る
。
自

分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
思
え
る
か
ら
こ
そ
、
人
は
頑

張
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
落
民
全
体
が
個
々
の
名
前
と
顔

を
知
り
、
共
に
汗
を
流
し
、
感
動
と
感
謝
の
気
持
ち
を
共

有
し
て
こ
そ
、
地
域
活
性
化
に
到
達
す
る
。
本
気
で
や
れ

ば
必
ず
で
き
る
。 めったに聴けない野外コンサー卜
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一
観
光
と
農
業
の
両
立
に
よ
る

一
交
流
型
農
村
を
目
指
す

東
村
は
沖
縄
本
島
北
部
の
東
海
岸
に
位
置
す
る
人
口
二

千
人
足
ら
ず
の
小
さ
な
村
で
、
県
下
で
は
「
花
と
水
と
パ

イ
ン
の
村
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

平
成
人
年
三
月
に
策
定
し
た
「
第
三
次
東
村
総
合
計
画

基
本
構
想
」
に
お
い
て
、
従
来
の
農
業

一
辺
倒
の
村
づ
く

り
を
見
直
し
、
「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
村
の
二

十

一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。

企
画
観
光
課

前
田
貴
之

• 

な
ど
の
交
流
拠
占

施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
た

A-地域
資
源
を
活
か
し
た
エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
を
展
開

一
方
、
地
域
活
性
化
を
足
元
か
ら
考
え
る
活
性
化
委
員

会
が
村
内
全
て
の
地
区
に
お
い
て
立
ち
上
げ
ら
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
の
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
た
。
中
で
も

慶
佐
次
区
に
お
い
て
は
、
ヒ
ル
ギ
林
の
利
活
用
を
テ
l
マ

に
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
エ
コ
ツ

l
リ
ズ

ム
に
対
す
る
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
た
。

村
に
お
い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
ヒ
ル
ギ
公
園
の
整
備
な
ど

の
ハ

l
ド
事
業
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ

l
(ガ
イ
ド
)
の
養
成
な
ど
の
人
材

育
成
事
業
、
さ
ら
に
エ
コ
ツ

l
リ
ズ

ム
協
会
、
ブ
ル

l
ツ
l
リ
ズ
ム
協
会
、

グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
研
究
会
の
設

立
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の

事
業
を
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、

ツ
1
リ
ズ
ム
に
対
す
る
気
運
が

一
挙

に
加
速
さ
れ
た
。

併
せ
て
修
学
旅
行
の
グ
ル
ー
プ
化

ゃ
、
平
和
学
習
か
ら
体
験
学
習
へ
の

転
換
と
い
う
要
因
が
追
い
風
と
な
っ

A
V
「
交
流
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
拠
点
施
設
を
整
備

施
策
の
体
系
は
、
「
自
然
と
の
共
生
」
を
基
本
理
念
に
自

然
体
験
型
観
光
ル

l
ト
の
設
定
や
、
ダ
ム
湖
や
河
川
を
利

用
し
た
観
光
施
設
の
整
備
な
ど
の
施
策
を
展

関
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
自
然
資
源
に
付

加
価
値
を
高
め
た
ツ

l
リ
ズ
ム
に
よ
る
持
続

可
能
な
地
域
活
性
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

は
、
既
設
の
「
村
民
の
森
つ
つ
じ
園
」
に
本

格
的
な
オ

l
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
備
え
た

周
年
利
用
型
公
園
に
リ
ニ
ュ

1
ア
ル
し
た

「
村
民
の
森
施
設
整
備
事
業
」
(
平
成
九
年

1

同
十
三
年
度
)
や
、
「
東
村
ふ
れ
あ
い
ヒ
ル
ギ

公
園
整
備
事
業
(
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特

別
対
策
事
業
)
」
(
同
九
年

1
同
十

一
年
度
)

て
、
平
成
十
年
度
に
は
わ
ず
か

一
校
で
ス
タ
ー
ト
し
た
修

学
旅
行
の
受
け
入
れ
も
、

三
つ
の
ツ

l
リ
ズ
ム
協
会
の
努

力
に
よ
り
、
同
十
六
年
度
に
は
二
百
六
十
三
校
と
飛
躍
的

な
増
加
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
住
民
に
地

域
資
源
の
再
認
識
や
農
産
物
の
販
売
を
通
じ
て
、
地
域
経

済
へ
の
効
果
を
高
め
た
ば
か
り
で
な
く
、
村
の
知
名
度
ア

ッ
プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

A
V
都
市
部
子
供
の
「
生
き
る
力
」
養
成
ス
ク
ー
ル
に

エ
コ
ツ

l
リ
ズ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
東
村
の
認
知

度
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
村
民
の
自
然
環
境
保
全
意
識
も

向
上
し
た
。
村
を
訪
れ
る
観
光
客
も
確
実
に
増
加
し
て
お

り
、
観
光
が
地
域
の
活
性
化
の
有
効
な
手
段
と
し
て
認
知

さ
れ
始
め
て
い
る
。

一
方
で
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
維
持
し

て
い
く
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
(
ル

l
ル
)
づ
く
り
、
行
楽

客
の
増
加
に
よ
る
ご
み
の
問
題
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
プ

リ
タ

l
の
養
成
も
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

自
然
体
験
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
る
村
民
の
森
「
つ
つ

じ
エ
コ
パ

I
ク
」
も
多
く
の
宿
泊
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
、
来
場
者
と
村
民
の
交
流
や
都
市
住
民
の
癒
し
の
場
と

し
て
確
か
な
手
応
え
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
村
民
の
雇
用

の
場
の
創
出
に
も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
十
五
年

度
か
ら
は
本
村
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ツ

l
リ
ズ

ム
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
、
都
市
部
の
子
供
た
ち

を
自
然
豊
か
な
農
村
で
自
然
体
験
、
農
業
体
験
、
漁
業
体

験
を
通
じ
て
「
生
き
る
力
」
を
養
う
、
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー

ル
の
受
け
入
れ
も
進
め
て
い
る
。

今
後
も
足
元
の
資
源
、
付
加
価
値
を
高
め
た
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
み
、
自
然
保
護
と
地
域
振
興
が
両
立
す
る
持

続
可
能
な
ツ

l
リ
ズ
ム
を
推
進
し
、
観
光
と
農
業
の
両
立

に
よ
っ
て
、
交
流
型
農
村
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
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20年の歩み(財)地域活性化センター

559 

10 
月

田
川
自
治
大
臣
、
広
島
市
で
の

1
日
自
治
省
で

活
性
化
セ
ン
タ
ー

(仮
称
こ
僑
想
を
提
唱

560 

10 
月

財
団
法
人
地
域
活
性
化
・

セ
ン
タ
ー
発
足
(
東
京
都

プ

千
代
田
区
平
河
町
の
都

道
府
県
会
館
内
)

理
事
長
に
塚
本
幸
一
氏

就
任
機
関
誌
「
地
減
づ
く
り」

創
刊
号
発
刊

(隔
月
刊
)

11 
月

561 

5 
周

ル坂をセ
東ン

17ア京タ
階|都|
にク港事
移森区務
転ピ赤所

562 

卸
年
の
歩
み

1
月
最
初
の
地
域
活
性

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
和
歌
山
市
で
開
催

2
月
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
大
分
市
で
開
催

7
月
海
外
調
査
団
派
遣
事
業
開
始

563 

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
津
市
、
金
沢
市
、
秋

田
県
鷹
巣
町
、
長
野
市
、
山
口
市
、
千
葉
市
で
開
催

H元

3
月
坂
野
自
治
大
臣
セ
ン
タ
ー
を

視
察

5
月
全
国
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
開
塾

叩
月
渡
部
自
治
大
臣
セ
ン
タ
ー
を

視
察

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
奈
良
市
と
甲
府
市
で
開
催

H2 

山
用
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
創
立

5
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

(セ
ン
タ
ー
事
務
所
内
)

「
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

5
年
誌
」
刊
行

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
岐
阜
市
、
熊
本
県
小

国
町
、
金
沢
市
、
山
形
市
で
開
催

「
地
域

5げ 自7
月る塗杓
別白票 1
対治古島
重省 EE蓮
察施望動
塁策泣三

I ~ .、、

のE 日量
豊ち議事
づを 凸
く取宣
りり「
特上 J

1錦4

3
月
科
学
万
博
つ
く
ば
博
前
開
催

青
函
ト
ン
ネ
ル
貫
通

4
月

N
T
T
・
日
本
た
ば
こ
産
業
発

足

9
月
プ
ラ
ザ
合
意

アーク森ピル

5 4 
月 月

璽導三子ソ
尽型 月IJ拘 連
サヘ川謡チ
ミの斗電工
ツ槽↑所ル
卜1零卜事ノ
車Eス故ブ
換 内 イ
雲需リ
5主原

6
月

第
4
次
全
国
総
合
開
発
計

画

「4
ー全
総」

閣
議
決
定

け
月
竹
下
登
内
閣
発
足

日
本
航
空
民
営
化

大
韓
航
空
機
事
件

全園地域リーダー養成重量・伊藤ゼミ

3
月

J

R
津
軽
海
峡
線
開
業
(
青
函
卜

ン
ネ
ル
)

児
用
消
費
税
法
成
立

多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法

公
布

1
月
昭
和
天
皇
崩
御

4
月
大
型
間
接
税
「消
費
税
」
ス
タ
ー
ト

自
治
省
施
策
「
新
地
域
経
済
活
性

化
対
策
」
事
業
の
創
設

6
月
字
野
{一ホ
佑
内
閣
成
立

8
月

海
部
俊
樹
内
閣
成
立

け
月

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

2
月
自
治
省
施
策
「
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
の
創
設
(
平
成
2
1
5

年
度
)

叩
月
東
西
ド
イ
ツ
統
一

H4 

4
月
地
域
産
品
及
び
観
光
お
こ
し
に
関
す
る
地
方
公
共
団
体

へ
の
支
媛
事
業
の
開
始

9
月

イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
(
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
自
ノ
ラ
ザ
ナ

ー
ド
)
の
開
設
、
自
治
体
イ
ベ
ン
ト
開
始

こ
の
年
、
地
践
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
沖
縄
県
沖
縄
市
、
宮

城
県
松
島
町
、
高
知
市
、
富
山
市
で
開
催

H5 

4
月
新
理
事
長
に
林
忠
雄
氏
就
任

(嫁
本
氏
は
会
長
に
)

機
関
誌
「
地
域
.つ
く
り
」
を
月
刊
化

川
月
月
刊
「
地
域
活
性
化
情
報
フ
ァ
イ
ル
」
刊
行

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
宮
崎
市
で
開
催

H6 

4
月
地
域
づ
く
り
ア
ド
パ

イ
ザ
l
事
業
開
始

6
月
セ
ン
タ
ー
事
務
所

を
東
京
都
中
央
区

日
本
橋
百
本
軍
ノ
ラ
ザ
ピ
ル
」
日
階
に
移
転

け
月
地
域
e

つ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会

(東
京
大
会
)
開
催

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
静
岡
県
金
谷
町
で

開
催

H7 

島こ 10 7 5 4 
県の 月月月 月
竹年 国

原、10地助公自活の魅設笥京字開量三新
市地周域喜共胆力開力 プ都べ設気る理
、蹴年活霊ス始あ始あ ラ中ン ピさ事
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町千里| 活成成階「と移手氏
でよ 尽創性事事に日を車五」就
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5
月
細
川
護
照
日
本
新
党
結
成

6
月
国
連
平
和
維
持
法

(P
K
O
)協

力
法
成
立

川
月
自
衛
隊
P
K
O
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

派
遺

児
用

地
方
分
権
特
例
制
度
(
パ
イ
口

ツ
ト
自
治
体
)
閣
議
決
定

4
月

総
合
経
済
対
策
(
日
兆
2
百
億
円
)

5
月

自
治
省
施
策
「
ふ
る
さ
と
づ
く

リ
事
業
」
の
創
設
(
平
成
5
年

度
1
7
年
度
)

6
月
皇
太
子
結
婚
の
儀

7
月
東
京
サ
ミ
ッ
ト

北
海
道
南
西
沖
地
震

総
選
挙
で
自
民
党
過
半
数

割
れ

1
日
年
体
制
崩
嬢

8
月
細
川
内
閣
成
立

日本橋プラザピル

1
月
行
政
改
革
推
進
本
部
設

置

4
月

羽
田
孜
内
閣
成
立

6
月
村
山
富
市
内
閣
発
足

9
月
関
西
国
際
空
港
開
港

1
月

阪
神

・
淡
路
大
震
災

全
国
的
に
震
災
対
策
が
検
討
さ

れ
始
め
る

3
月
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

5
月
地
方
分
権
法
推
進
法
成
立

7
月
地
方
分
権
推
進
委
員
会
発

足

日
月
食
糧
管
理
法
廃
止
、
食
糧

法
施
行

一樹
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20年の歩み(財)地域活性化センター

H8 

9
月

日
経
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ワ
ー
ド
を
共
催

(東
京
)

叩
月
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
づ
く
り
百
科
」
開
設

新
理
事
長
に
吉
田
弘
正
氏
就
任

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
東
京
で
開
催

H9 

4
月
全
国
自
治
宝
く
じ
の
普

及

・
宣

伝

事

業

開

始

(H
n
年
度
で
終
了
)

第

1
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ

ン
ト
大
賞
表
彰
式

5
月
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

支
援
事
業
に
事
業
名
変

更(
活
力
あ
る
商
后
街
づ
く

り
助
成
事
業
を
拡
充
し
、

3
区
分
の
事
業
を
設
定
)

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
東
京
で
開
催

H 10 

1
月
橋
本
龍
太
郎
内
閣
成
立

6
月
住
専
処
理
法
成
立

9
月
民
主
党
発
足

位
向

ぺ
ル
日
本
大
使
公
邸
人
質
事
件

3
用

地

域
.つ
く
り
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
方
策
に
関
す
る
調
査
報

告
書
発
行

け
月
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
叩
周
年
記
念
事
業

「地
域

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
東
京
で
開
催

Hll 

2
用
地
減
聞
の
連
携
と
交
流
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
報
告

書
発
行

叩
月
会
員
懇
談
会
の
開
催
(東
京
)
開
始

こ
の
年
、
地
践
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
東
京
で
開
催

H 12 

2
月
地
域
産
品
の
戦
略
的
開
発

及
び
販
売
に
関
す
る
調
査

報
告
書
発
行

叩
月
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
創

立
市
周
年
交
流
会

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
東
京
で
開
催

H 13 

3
月

住
民
参
加
に
よ
る
魅
力

あ
る
公
共
施
設
づ
く
り

調
査
報
告
書
発
行

4
月

イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
博
覧
会

(イ
ン
パ
ク
)
パ
ビ
リ
オ

ン
出
展

(4
月
1
日
1
ロ
月
引
日
)

「地
域
ホ
ツ
と
!
サ
イ
ト
」
開
設

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
京
都
市
と
東
京
で

開
催

4
月
消
費
税
5
%
に
引
き
上
げ

7
月
香
港
.か
中
国
に
返
還

日
月

山

一
謹
券
自
主
廃
業

財
政
構
造
改
革
法
成
立

- 例

第1回ふるさとイベン卜大賞

2
月
郵
便
番
号
7
桁
制
実
施

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
長
野
大
会

開
幕

7
月
小
測
恵
三
内
閣

匝

け
月
過
去
最
大
規
模
の

(但
兆
円
)
の

碩

緊
急
経
済
対
策
決
定

位
月
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法

(N
P

O
法
)
施
行

6
月
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
公

付

・
施
行

-n

7
月
地
方
分
権
法
一
括
法
成
立

戸村山

市
町
村
合
併
特
例
法

一
部
改
正

センター創立15周年記念交流会(H12年)

3
月
年
金
改
革
法
案
成
立

4
月
地
方
分
権
法
一
括
法
施
行

介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

森
喜
朗
内
閣
発
足

7
月
三
宅
島
噴
火

沖
縄
で
サ
ミ
ッ
ト
開
催

1
月
省
庁
再
編
に
よ
り
1
府
ロ

省
庁
体
制
へ

米
大
統
領
に
ブ

ッ
シ
ュ

氏
就
任

4
月
小
泉
純

一
郎
内
閣
発
足

9
月
米
国
で
同
時
多
発
テ
口
、
世
界

貿
易
セ
ン
タ
ー
倒
痕

ロ
月
特
殊
法
人
、
認
可
法
人
の
整
理

合
理
化
計
画
を
決
定

(廃
止
げ

法
人
、
民
営
化
的
法
人
)

1996 7 2α)(j 2001 

2
月

新

理
事
長
に
松
本
英
昭
氏
就
任
(
松
本
氏
は
側
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
理
事
長
を
兼
務
)

3
月
地
域
が
望
む
、
利
用
者
が
望
む
ふ
る
さ
と
体
験
事
業

発
行

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
福
岡
市
と
東
京
で

開
催

H 14 

2
月
新
理
事
長
に
小
林
実
氏
就
任

3
月

「住
民
と
の
協
働
」
に
お
け
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
あ
り

方
に
関
す
る
調
査
報
告
書
発
行

9
1
叩
用
地
域
活
性
化
施
策
説
閉
会
開
催

(全
国
叫
都
市
)

の
開
始

け

月

ホ

l
ム
ペ
ー
ジ
「
地
域
づ
く
り
百
科
」
リ
二
ユ

l
ア
ル

日
経
地
域
情
報
化
大
賞
の
開
催

(岐
阜
市
)

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
神
戸
市
と
東
京
で

開
催

H 15 H 16 

3
月
地
域
通
貨
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
い
て
調

査
報
告
書
発
行

広
報
番
組

「笑
顔
.か
い
ち
ば
ん
!
」
放
送
終
了

(通
算

5
1
7
回
放
映
)

4
月

公

共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
活
性
化
助
成
事
業
に
事
業
名
変

更

(健
康
増
進
に
寄
与
す
る
施
設
を
対
象
施
設
に
追
加

な
ど
)

9
月

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ

く
り
推
進
事
業
の

開
始

こ
の
年
、
地
織
活
性
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
福
井
市

と
東
京
で
開
催

5
月
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
力
ツ
プ

日
韓
共
催

9
月
北
朝
鮮
の
平
嬢
で
の
日
朝
首
脳

会
談
で
、
金
総
書
記
が
控
致
を

認
め
謝
罪

円ほ
月
構
造
改
革
特
別
区
域
法
成
立
公

布
-一

部
施
行

3
月
イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

4
月
日
本
郵
政
公
社
発
足

構
造
改
革
特
別
地
域
法
完
全
施
行

5
月
個
人
情
報
保
護
法
成
立
・
公
布

8
月
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

本
格
稼
動

吃
同
政
府
.か
三
位
一
体
改
革
で
総
額
1

兆
円
の
補
助
金
削
減
策
を
決
定

米
国
産
牛
肉
輸
入
の
停
止
措
置

2
月
イ
ラ
ク
復
興
支
援
で
自
衛
隊
派

遣

5
月
平
壕
で
日
朝
首
脳
会
談
控
致

被
害
者
の
家
族
5
人
が
帰
国

6
月
道
路
公
団
民
営
化
法
成
立

9
月
日
本
プ
ロ
野
球
選
手
会
が
初
の

ス
ト
ラ
イ
キω月
新
潟
中
越
地
震
発

生

ロ
月
イ
ン
ド
ネ
シ
ア・

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地

震
発
生

H17 

2
月

合

併
後
の
市
町
村

運
営
の
手
引
き
調

査
報
告
書
発
行

3
月

「地
域
づ
く
り
コ
ン

テ
ン
ツ
D
V
D」
発

行
(
地
域
づ
く
り

総
務
大
臣
表
彰
団
体
の
紹

介
)
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
再
生
に
つ
い

て
の
調
査
報
告
書
発
行

「優
良
イ
ベ
ン
ト
D
V
D」
刊

行

(
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大

賞
の
紹
介
)

4
月
特
産
品
倶
楽
部
開
設

8
用

地

域
再
生
実
践
塾

(岩
手
県

遠
野
市
)
開
塾

こ
の
年
、
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
東
京
で
開
催

スポーツ拠点づくり推進事業

2
月
気
候
変
動
枠
組
条

約
の
京
都
議
定
書

発
効

4
月
市
町
村
合
併
特
例

法
施
行

(5
年
間
の

時
限
法
)

個
人
情
報
保
護
法

完
全
施
行

ぺ
イ
オ
フ
全
面
解
禁

地
域
再
生
法
公

布
・施
行

7
月

ロ
ン
ド
ン
で
同
時

多
発
テ
口
発
生

8
月
小
泉
首
相
は
参
院

で
の
郵
政
関
連
法

案
否
決
で
、
衆
院

解
散
総
選
挙
断

一マ
J

地域活性化センター事務局(H17年)
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&るさと情
祖

ふ
る
さ
と

情
報
プ
ラ
ザ

は
平
成
四
年
、

東
京
・
新
宿
駅

西
口
に
あ
る

京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
の
プ

ラ
ザ
ナ
l
ド
に
「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・

セ
ン
タ
ー
」

(
R
I
P
L
*)
と
し
て

オ
ー
プ
ン
。
そ
の
後
同
七
年
、
現
在

の
有
楽
町
電
気

ピ
ル
に
移
転

し
、
同
十
五
年

五
月
に
館
内
を

I~ンフレ ッ 卜・センター

リ
ニ
ュ

l
ア
ル

し
た
。
平
成
十
七
年

四
月
現
在
の

一

日
入
館
者
数
は
約
六
百
人
。
来
館
目

的
は
、
旅
行
の
下
調
べ
の
た
め
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
収
集
が
多
い
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
約
二
千
三
百
自
治
体
、
約

三
千
五
百
種
類
に
上
り
、
無
料
で
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ
デ
ィ
ア

関
係
者
の
取
材
資
料
の
収
集
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
(
観
光
物
産
イ
ベ

ン
ト
)
が
ほ
ぼ
毎
週
行
わ
れ
、
多
く

冨

I ~ ンフレ ッ 卜・センターオープニング
セレモニー (H4年 (1992)6月)

の
来
観
者
を
集
め
て
い
る
。

設
立
当
初
の
プ
ラ
ザ
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
マ
ス
コ
ミ

紹
介
記
事
を
見
る
と
、
「
全

国
地
域
大
閲
覧
室
」
「
地
方

の
専
門
図
書
館
」
な
ど
と
い

っ
た
取
り
上
げ
方
が
さ
れ
て

お
り
、
当
時
は
ま
だ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
の
活
字
媒
体
が
重
要
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

同
十
五
年
の
リ
ニ
ユ

一自

制

富

l
ア
ル
は
、
来
館
者
の

一・
・

E
E

固
定
化
や
施
設
の
老
朽
園
・
・

化
と
い
う
内
部
的
な
問

一・
圃
圃
・

題
に
加
え
、
プ
ラ
ザ
の

一置
圃
圃

E

位
置
し
て
い
る
区
画
面
圃
昌

圃

が、

三
菱
地
所
に
よ
る

一・
・
圃
園

大
手
町
・
丸
の
内
・
有

一・
・
園
・

楽
町
地
区
の
再
開
発
地

一・
・
・
・

域
に
当
た
り
、
従
来
の
オ
フ
ィ
ス
街

か
ら
大
型
商
業
施
設
に
変
貌
し
た
こ

最近のイベン卜風景

と
に
伴
い
実
施
し
た
。
丸
ビ
ル
、
オ

ア
ゾ
な
ど
大
型
商
業
ピ
ル
や
ホ
テ
ル

の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
、
高
級
ブ
ラ
ン
ド

の
路
面
庖
出
庖
に
よ

り
、
日
本
で
も
有
数

の
流
行
情
報
の
発
信

基
地
と
な
っ
た
プ
ラ

ザ
周
辺
で
の
立
地
に

呼
応
し
て
、
丸
の
内

仲
通
り
側
の
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
、
特
産

現在地 (東京有楽町)に移転・開設
(H7年 (1995)4月)

品
展
示
棚
、
イ
ベ
ン

ト
の
展
示
演
出
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

見
た
目
に
美
し
く
改
装
し
た
。

リニューアル後の情報プラザ
(東京・有楽町)

可動式パックパネル (表)

ま
た
、
自
治
体
や
プ
ラ
ザ
自
体
の

自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
に
は
従
来
型
の

物
産
展
と
は
異
な
る
演
出
方
法
を
導

入
、
若
者
を
中
心
と
し
た
関
心
を
集

め
、
集
客
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
た
。
同
十
九
年
に
は
丸
の
内
仲

通
り
を
挟
む
向
か
い
に
国
際
的
に
有

名
な
大
型
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
道
行
く
人
々
の
目
を
さ

ら
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
イ
メ
ー

ジ
戦
略
に
よ
っ
て
、
地
方
の

P
R
を

推
進
し
て
い
く
。

「地
域
の
人
々
が
地
域
の
価
値
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
、
都
市

の
人
々
が
新
た
な
地
域
価
値
を
発
見

で
き
る
"
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

エ
ン
ジ
ン
“
で
地
方
を
売
り
出
す
」

た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
づ
く

り
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
運
営
を
展

開
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

離島泡盛と観光フェア (沖縄県)

※RIPしはRegionalInformation Plazaの頭文字を取った愛称。
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I地時づくりj誌特集テーマ

号

(平成
)年

月

特

集

テ

ー

マ

市
号

7
年
叩
月
ふ
る
さ
と
づ
く
り
、
こ
の
叩
年

行

号

け

月

商

后

街

の

活

性

化

河
川
口
ち
ロ
月
森
と
木
の
ま
ち
.つ
く
り

市
号

8
年

1
月
災
害
に
学
ぶ
ま
ち
づ
く
り

印
号

2
月
地
域
経
済
の
振
興

別口ち

3
月
自
治
大
臣
表
彰
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

但
号

4
月
演
劇
で
ま
ち
づ
く
り

回
号

5
月
地
域
情
報
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

加
号

6
月
映
像
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

部口ち

7
用
地
域
連
携
軸
と
ま
ち
お
こ
し

部
号

8
月
交
流
か
ら
協
力
ヘ

町
号

9
月
篤
と
文
化
、
地
域
お
こ
し
に
も

回

号

叩

月

酒

を

テ

l
マ
に
し
た
ま
ち
.つ
く
り

印

号

什

月

新

し

い

農

業

へ

の

模

索

叩
号
刊
は
月
そ
ば
と
ま
ち
お
こ
し

引
号

9
年

1
月
た
こ
、
凧
、
力
イ
ト
で
ま
ち
お
こ
し

但
号

2
月
民
話
に
よ
る
地
域
お
こ
し

回
号

3
月

絵

画

、
彫
刻
と
ま
ち
.つ
く
り

糾
号

4
月
緑
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り

田口ち

5
月
自
治
大
臣
表
彰
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

部
号

6
月
農
山
漁
村
留
学
と
地
域
活
性
化

町
号

7
月
海
を
活
か
す
、
こ
ん
な
地
域
お
こ
し
も

叩
号

8
月
漫
画
に
よ
る
地
域
づ
く
り

的
号

9
月
陶
磁
器
で
ま
ち
お
こ
し

1
0
0号
叩

月

引

世

紀

の

地

域

づ

く

り

1
0
1号
日

月

道

の

駅

を

考

え

る

1
0
2号
ロ

月

U
|
J
タ
ー
ン

1
0
3号
叩

年

1
月
食
と
ま
ち
お
こ
し

1
0
4号

2
月
木
を
利
・
活
用
し
た
地
域
づ
く
り

1
0
5号

3
月
お
笑
い
文
化
と
ま
ち
お
こ
し

1
0
6号

4
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
ま
ち
.つ
く
り

1
0
7
号

5
月
自
治
大
臣
表
彰
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

1
0
8号

6
月
新
規
就
農
者
と
地
域
お
こ
し

1
0
9号

7
月
環
境
保
全
と
ま
ち
づ
く
り

1
1
0号

8
月
み
ち
の
整
備
で
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り

1
1
1
号

9
周
知
恵
を
出
せ
!
商
后
街

1
1
2号
ゆ

月

「

輪

」

と

暮

ら

し

1
1
3号
け

月

わ

が

"
富
士
“
を
活
か
す

1
1
4号
ロ

月

競

い

合

っ
て
ま
ち
.つ
く
り

1
1
5号
刊

年

1
月

郷
土
玩
具
、
そ
の
魅
力
に
迫
る

1
1
6
J

2
月

遺
跡

毒

と

ま

ち

づ

く

り

1
4
2号

4
月

1
4
3号

5
月

1
4
4号

6
月

1
4
5号

7
月

1
4
6号

8
月

1
4
7号

9
月

1
4
8号

ω月

1
4
9号
け

月

1
5
0号
ロ

月

1
5
1
号

同

年

1
月

1
5
2号

2
月

1
5
3号

3
月

1
5
4号

4
月

1
5
5号

5
月

1
3
9号
ぼ

年

1
月

1
4
0号

2
月

1
4
1号

3
月

口市

(平成
)年
月

1
1
7号

3
月

1
1
8号

4
月

1
1
9号

5
月

1
2
0号

6
月

1
2
1号

7
月

1
2
2号

8
月

1
2
3号

9
月

1
2
4号
叩

月

1
2
5号
什

月

1
2
6号
ロ

月

1
2
7号
ロ

年

1
月

1
2
8号

2
月

1
2
9号

3
月

1
3
0号

4
月

1
3
1号

5
月

1
3
2号

6
月

1
3
3号

7
月

1
3
4号

8
月

1
3
5号

9
月

1
3
6号

ω月

1
3
7号
け

月

1
3
8号
ロ

月

特
集
テ
ー
マ

自
治
大
臣
表
彰
潤
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

特
産
品
、
成
功
の
秘
け
つ
を
探
る

立
回
一
風
景
と
わ
が
ま
ち

交
通
と
地
織
づ
く
り

「
里
山
」
を
生
か
す

古
戦
場
ゆ
か
り
の
わ
が
ま
ち

情
操
育
む
わ
が
ま
ち
づ
く
り

光
が
放
つ
魅
力
あ
る
ま
ち

水
辺
に
ぎ
わ
す
イ
ベ
ン
ト

国
際
交
流
で
ま
ち
お
こ
し

2
0
0
0年
、
そ
し
て
引
世
紀
へ

農
村
は
い
ま
:
¥
活
性
化
へ
の
道

近
代
化
遺
産
が
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り

自
治
大
臣
表
彰
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

地
域
お
こ
し
を
サ
ミ
ッ
ト
で

蘇
れ
l

商
庖
街

自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
.つ
く
り

伝
統
の
技
冴
え
る
わ
が
ま
ち

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
元
気
な
ま
ち

大
学
と
連
第
・
交
流
す
る
ま
ち

人
材
確
保
に
よ
る
地
域
の
活
力
創
出

初
世
紀
地
域
・つ
く
り
を
回
顧
す
る

&
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り

引
世
紀
の
地
域
づ
く
り
を
考
え
る

日
本
一
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

地
域
づ
く
り
自
治
大
臣
表
彰

個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

逆
転
の
発
想
で
ま
ち
お
こ
し

高
齢
者
が
生
き
生
き
暮
ら
す
ま
ち

水
保
全
と
環
境

ミ
ス
テ
リ
ー
の
ま
ち

日
本
の
中
の
外
国

生
活
文
化
・
衣

(フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
)
の
発
信

動
物
・
生
き
物
に
よ
る
ま
ち
.つ
く
り

ー
T
を
生
か
す

音
楽
で
ま
ち
お
こ
し

地
域
資
源
で
景
観
づ
く
り

遊
び
心
で
ま
ち
.つ
く
り

循
環
型
自
治
体

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

空
き
・
跡
地
を
活
か
す

卜一

号

(平成
)年

月

特

集

テ

ー

マ

I
l
l
i
-
-「

I

l

l

-

1
5
6号

6
月
道
と
地
域
振
興

1
5
7号

7
月
学
校
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

1
5
8号

8
月
ユ
ニ
ー
ク
な
条
例

1
5
9号

9
月
地
域
ブ
ラ
ン
ド

1
6
0号
叩

月

ど

う

{

寸

る

、
わ
が
ま
ち
の
宝

1
6
1号
け

月

ユ

ニ

バ

ー

サ

ル

デ

ザ

イ

ン

1
6
2号
吃

月

P
Fー
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

1
6
3号
何

年

1
月
都
市
と
農
村
の
交
流
・
共
生

1
6
4号

2
月
都
市
{
亘
言
と
ま
ち
づ
く
り

1
6
5号

3
月
女
性
と
起
業

1
6
6号

4
用
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

1
6
7号

5
月
安
心
で
き
る
ま
ち
.つ
く
り

1
6
8号

6
月
地
域
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

1
6
9号

7
月
地
球
温
暖
化
と
自
治
体

1
7
0号

8
月
郷
愁
を
誘
う
ま
ち
づ
く
り

1
7
1
号

9
月
大
学
と
地
域
振
興

1
7
2号
叩

月

ア

l
卜
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

1
7
3号
什

月

食

と

ま

ち

お

こ

し

1
7
4号
ロ

用

地

域

通

貨

1
7
5号
市

年

1
用
地
域
情
報
の
発
信

1
7
6号

2
月
少
子
化
対
策

1
7
7号

3
月
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち

1
7
8号

4
月
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

1
7
9号

5
月
川
と
生
き
る

1
8
0号

6
用
地
域
自
治
の
確
立
と
ま
ち
.つ
く
り

1
8
1
号

7
月
新
し
い
観
光
と
地
域
振
興

1
8
2号

8
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

1
8
3号

9
同
マ
イ
ス
タ
l
制
度
と
地
域
振
興

1
8
4
号

叩

月

海

外

に

学

ぶ

ま

ち

づ

く

り

1
8
5号
刊

月

景
観
と
色
彩
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

1
8
6号
吃

月

駅

を

活

か

し

た

ま

ち

.つ
く
り

1
8
7
口
市
行
年

1
月
多
文
化
共
生

1
8
8号

2
月
防
災
ま
ち
づ
く
り

1
8
9号

3
月
女
性
の
視
点
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

1
9
0号

4
月
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

1
9
1
号

5
月
子
供
が
元
気
な
ま
ち

1
9
2
号

6
月
地
域
交
通
シ
ス
テ
ム

1
9
3号

7
月
食
の
安
全

1
9
4
号

8
月

地

減

資
源
を
活
か
し
た
内
発
型
産
業

1
9
5号

9
月
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

20周年記念特別号 以凶iO 2005.10月号 64 



センター20年のデータ

地
蝿
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
テ
ー
マ

(平
成
年
月
/
日
)

・

テ
ー
マ

福
岡
県
甘
木
市

(7
年
叩
/
悶
)
・
ふ
る
さ
と
レ
ー
ル
フ
工
ス
タ
部

広
島
県
竹
原
市

(
7年
ω
/
訂
)
・
海
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
地
域
連
携

京
都
府
園
部
町

(
7年
け
/
2
1
3
)
・
女
性

・ま
ち
い
き
い
き
活
性
化

東

京

(9
年
2
/
市
)
・
ー
タ
ー
ン
で
地
域
を
拓
く
!

東

京

(叩
年
2
/
叩
)
・
地
域
文
化
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

東

京

(什
年
2
/
訂
)
・
ふ
る
さ
と
と
呼
べ
る
ま
ち
.つ
く
り

東

京

(ロ
年
2
/
げ
)
・
引
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

東

京

(同
年
3
/
け
)
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

京
都
市

(日
年
ω
/
却
)
・
民
間
と
自
治
体
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

東

京

(リ昨年
2
/
ゆ
)
・
ー
T
社
会
と
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
.つ
く
り

福
岡
市

(同
年
ω
/
引
)
・
交
流
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
リ

東

京

(何
年
2
/
吃
)
・
つ
な
げ
よ
う
!
ま
ち
と
む
ら
の
共
生
の
輪

神
戸
市

(何
年
ω
/
泊
)
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
活
か
し
た
ま
ち
.つ
く
り

東

京

(同
年
1
/
団
)
・
構
造
改
革
特
区
を
生
か
し
産
業
創
造

福
井
市

(同
年
ω
/
8
)
・
は
じ
め
よ
う
、
創
意
工
夫
の
ま
ち
.つ
く
り

東

京

(げ
年
2
/
8
)
・
ス
ポ
ー
ツ
が
地
域
を
元
気
に
す
る

開

催

地

地
域
づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会

開

催

地

(
平
成
年

月
/
日
)

-
基
調
テ
ー
マ

大
分
県
別
府
市

(
8年
2
/
1
1
2
)
・
豊
の
国
発
、
元
気
風

北
海
道
小
樽
市

(
8年
ω
/
げ
)
・
後
志
発
秋
の
収
穫
祭

静
岡
県
焼
津
市

(
9年
2

/
は
j
巾
)
・
富
士
山
と
陽
い
ず
る
国
か
ら
い
ま
発
信

山
口
県
長
門
市

(9
年
8
/
m
l自
)
・
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な
い
い
l

み

ん
な
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り

福
井
県
南
条
町
(
叩
年
2
/
U
i
m
)
・
越
前
若
狭
の
固
か
ら
春
の
息
吹

山
形
県
遊
佐
町
(
叩
年
8
/
m
l自
)
・
海
抜
O
m
か
ら
2
2
3
6
m
の
頂
き
へ
昇
る

宮
崎
市

(
刊
年
1
/
m
i
ぬ
)
・
想
い
は
ひ
と
つ
ふ
る
さ
と
無
限
大

岩
手
県
田
野
畑
村
(
け
年
ゆ
/
は
1
巧
)
・
知
恵
の
和
人
の
和
自
然
の
和

東
京
都
新
宿
区
(
吃
年
2
/
げ
i
m
)
・
み
ん
な
で
語
ろ
う
!
引
世
紀
ま
ち
づ
く
り

長
崎
県
大
村
市
(
ロ
年
8
/
白
1
お
)
・
全
国
の
地
域
づ
く
リ
の
花
が
咲
き
そ

ろ
い
ま
す
、
8
月
長
崎
で

高
知
市
(
日
年
1

/
お
i
U
)
・
タ
ノ
シ
ム
チ
カ
ラ

大
津
市
(
旧
年
8
/
却
1
引
)
・
母
な
る
琵
琶
湖
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

前
橋
市
(
同
年
2
/
日
i
m
)
・
認
め
あ
う
ち
か
ら
、
響
き
あ
う
心

仙
台
市
(
は
年
8

/
ぬ
i
引
)
・
か
く
あ
り
た
い

岡
山
県
倉
敷
市

(何
年
1
/
m
iげ
)
・
岡
山
発
「
地
織
一
冗
気
宣
言
」

秋
田
県
中
仙
町

(百
年
8
/
m
l白
)
・
喰
あ
が
っ
て
た
ん
せ
観
・
み
で
け
れ

語
し
ゃ
べ
っ
て
た
ん
せ

鹿
児
島
県
牧
園
町
(
同
年
2
/
は
1
日
)
・
き
ば
つ
ど
Ha
変
ゆ
っ
ど
・
未
来
を
け
・

石
川
県
穴
水
町
(
市
年
9
/
3
1
4
)
・
地
域
づ
く
り
わ
ん
た
た
き

奈
良
県

(げ
年
2
/
げ
i
m
)
・
歴
史
に
遊
び
、
未
来
を
語
る

マ
大

賞

高
岡
市
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
/
富
山
県
高
岡
市

万
葉
集
全
加
巻
朗
唱
の
会
(
第
7
回
)

大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
実
行
委
員
会
/
静
岡
市

大
道
芸
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
静
岡
(
第
5
回
)

愛
媛
県
械
川
町

「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」
展
覧
会
(
第
2
回
)

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
展
示
・
博
覧
会
部
門
〕

長
野
県
栄
村
全
国
絵
手
紙
展
栄
村
実
行
委
員
会

全
国
「
小
ち
ゃ
な
し
あ
わ
せ
絵
手
紙
展
」
(
第
1
回
)

〔
祭
り
部
門
〕

吹
上
浜
砂
の
祭
典
実
行
委
員
会

・
鹿
児
島
県
加
世
田

市

・
南
日
本
放
送

・
南
日
本
新
聞
社

吹
上
浜
砂
の
祭
典
(
第
ゆ
回
)

〔
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化
部
門
〕

昭
和
新
山
国
際
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
/
北
海
道
壮
瞥
町

第
8
回
昭
和
新
山
国
際
雪
合
戦

マ
選
考
委
員
特
別
賞

神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
実
行
委
員
会

神
戸
ル
ミ
ナ
リ
エ
(
第
1
回
)

マ
大

賞

{
昌
械
県
歌
津
町
教
育
委
員
会

小
学
生
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
発
表
会
(
第
4
回
)

兵
庫
県
佐
用
町
星
の
都
絵
本
大
賞
実
行
委
員
会

星
の
都
絵
本
大
賞
(
第
4
回
)

柳
川
ソ
ー
ラ
ー
ボ
l
卜
大
会
実
行
委
員
会
/
福
岡
県
柳
川
市

柳
川
ソ
ー
ラ
ー
ボ
ー
ト
大
会
(
第
2
回
)

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
展
示
・
博
覧
会
部
門
〕

鹿
児
島
県
東
町
・
東
町
教
育
委
員
会
・あ
づ
ま

造
形
美
術
展
実
行
委
員
会

あ
づ
ま
造
形
美
術
展
(
第
7
回
)

〔
祭
り
部
門
〕

祭

m大
町

・
北
安
曇
肝
実
行
委
員
会

・
大
北
地
区
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
協
議
会
/
長
野
県
大
町
市

祭

-m大
町
・
北
安
昼
肝
炎
(
第
8
回
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
門
〕

上
三
原
回
数
舞
伎
舞
台
操
作
伝
承
委
員
会
/
群

馬
県
赤
城
村

上
三
原
因
の
軟
舞
伎
舞
台
公
演
(
第
2
回
)

マ
選
考
委
員
特
別
賞

1
9
9
7佐
賀
熱
気
球
世
界
選
手
権
組
織
委
員
会
/
佐

賀
市

1
9
9
7佐
賀
熱
気
球
世
界
選
手
権
(
第
は
回
)

マ
大

賞

因
島
水
軍
ま
つ
り
実
行
委
員
会
/広
島
県
因
島
市

因
島
水
軍
ま
つ
り
(
第
8
回
)

棚
田
川
う
き
は
彼
岸
花
め
ぐ
り
実
行
委
員
会
/
福
岡
県
浮
羽
町

棚
田
川
う
き
は
彼
岸
花
め
ぐ
り
(
第
4
回
)

青
森
県
五
所
川
原
市

立
倭
武
多
の
運
行
(
第
1
回
)

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
展
示
博
覧
会
部
門
〕

青
侮
宿
ア
ー
ト
F

E
S
実
行
委
員
会
/
東
京
都
青
得
市

青
梅
宿
ア
ー
ト

F
e
s
「
招
き
猫
た
ち
の
青
侮
宿
」
(
第
6
回
)

〔
祭
り
部
門
〕

夏
祭
り
・

m那
覇
実
行
委
員
会
/
那
覇
市

一
万
人
の
エ
イ
サ
|
踊
り
隊
(
第
4
回
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
部
門
〕

と
う
も
ろ
こ
し
3
万
坪
迷
路
実
行
委
員
会
/

北
海
道
本
別
町

と
う
も
ろ
こ
し
3
万
坪
迷
路
(
第
刊
回
)

マ
選
考
委
員
特
別
賞

雪
だ
る
ま
ウ
ィ
ー
ク
実
行
委
員
会
/
石
川
県
白
峰
村

雪
だ
る
ま
ウ
ィ
ー
ク
叩
(
第
9
回
)

マ
大

賞

仁
淀
川
紙
の
こ
い
の
ぼ
り
実
行
委
員
会
/
高
知
県
伊
野
町

仁
淀
川
紙
の
こ
い
の
ぼ
り
(
第
5
回
)

名
古
屋
か
ら
く
り
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

か
ら
く
り
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
叩
(
第
1
回
)

百
済
の
里
南
郷
温
泉
観
光
協
会
/
宮
崎
県
南
郷
村

師
走
祭
り
「
迎
え
火
」
(
第
吃
回
)

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
文
化
交
流
部
門
〕

ド
イ
チ
ェ
ス
・
フ
エ
ス
ト

m
な
る
と
実
行
委
員
会
/
徳
島

県
鳴
門
市

ド
イ
チ
ェ
ス
・
フ
エ
ス
卜

-mな
る
と
(
第
6
回
)

〔
祭
リ

・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
〕

全
日
本
玉
入
れ
協
会
/
北
海
道
和
寒
町

第
4
回
全
日
本
玉
入
れ
選
手
権

〔
地
域
経
済
振
興
部
門
〕

竹
光
芸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
/
大
分
県
臼
杵
市

竹
光
芸
ま
つ
り
(
第
3
回
)

マ
選
考
委
員
特
別
賞

鉄
胞
組
百
人
隊
保
存
会
/
東
京
都
新
宿
区

「
鉄
旭
組
百
人
隊
」
出
陣
(
第
羽
田
)

て7
大

震

越
後
妻
有
大
地
の
芸
術
祭
実
行
委
員
会
/
新
潟
県
十
日
町
地

域
広
域
事
務
組
合

大
地
の
芸
術
祭
・
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト

リ
エ
ン
ナ
|
レ
2
0
0
0
(第
1
回
)

ゲ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
行
委
員
会
/
広
島
県
福
山
市

第
7
回
ゲ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
0
0

長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
/
長
崎
市

長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
第
7
回
)

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
文
化

・
交
流
部
門
〕

全
国
子
供
軟
舞
伎
フェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-m小
松
実
行
委
員

会
/
石
川
県
小
松
市

全
国
子
供
叡
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-m小
松

〔
祭
り
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
〕

メ
ル
ヘ
ン
市
民
委
員
会
/
富
山
県
小
矢
部
市

源
平
火
牛
祭
り
(
第
日
回
)

[
地
域
経
済
振
興
部
門
〕

大
船
渡
・
か
が
り
火
ま
つ
リ
実
行
委
員
会
/

岩
手
県
大
船
渡
市

大
船
渡
・か
が
り
火
ま
つ
り
(
第
5
回
)

〔
ミ
レ
ニ
ア
ム

・
世
紀
越
え
部
門
〕

G
E
T
引
な
ん
か
ん
音
と
光
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
実
行
委
員
会
/
熊
本
県
南
関
町

G
E
T
引
な
ん
か

ん
音
と
光
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
2
0
0
1
(第
2
回
)
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マ
選
考
委
員
特
別
賞

た
ん
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
/
北
海
道
鮪
野
町

た
ん
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
マ
ラ
ソ
ン
(
第
百
四
)

西
暦
2
0
0
0
年
世
界
民
族
芸
能
祭
組
織
委
員
会
/
大
阪
府
甥
市

西
暦
2
0
0
0
年
世
界
民
族
芸
能
祭
"
ワ
ツ
シ
ヨ
イ
!
2
0
0
0
“

マ
大
持~

員

美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
1

卜
展
実
行
委
員
会
/岐
阜
県
美
濃
市

美
濃
和
紙
あ
か
り
ア
ー
ト
展
(
第
8
回
)

松
山
市

・
松
山
引
世
紀
委
員
会

松
山
・

引
世
紀
イ
ベ
ン
ト
「
こ
と
ば
の
ち
か
ら
2
0
0
1
」

い
い
だ
人
形
劇
フ
エ
ス
タ
実
行
委
員
会
/
長
野
県
飯
田
市

い
い
だ
人
形
劇
フ
エ
ス
タ
(
第
3
回
)

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
文
化
・
交
流
部
門
〕

.か
い
せ
ん
桜
祭
り
実
行
委
員
会
/
岡
山
県
新
庄
村

.か
い
せ
ん
桜
祭
リ
(
第
沼
田
)

〔
祭
リ
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
〕

大
雨
風
七
山
/
佐
賀
県
七
山
村

国
際
渓
流
滝
登
り

-mな
な
や
ま

(
第
は
回
)

〔
産
業
・
観
光
部
門
〕

し
も
か
わ
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
エ
ス
テ
イ
パ

ル
実
行
委
員
会
/
北
海
道
下
川
町

し
も
か
わ
ア
イ
ス
キ
ャ

ン
ド
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
第
訂
回
)

マ
選
考
委
員
特
別
賞

引
世
紀
未
来
博
覧
会
協
会
/
山
口
県

引
世
紀
未
来
博
覧
会
(
山
口
き
ら
ら
博
)

マ
大

貧

仁
尾
町
商
工
会
/
香
川
県
仁
尾
町

仁
尾
八
朔
人
形
ま
つ
り
2
0
0
2
(第
5
回
)

松
明
あ
か
し
実
行
委
員
会
/
福
島
県
須
賀
川
市

松
岡
あ
か
し

フォ
ー
ラ
ム
鹿
島
/
佐
賀
県
鹿
島
市

鹿
島
ガ
タ
リ
ン
ピ
ッ
ク
(
第
同
国
)

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
文
化
・
交
流
部
門
〕

浅
の
川
園
遊
会
実
行
委
員
会
/
金
沢
市

金
沢
浅
の
川
園
遊
会
(
第
時
回
)

〔
文
化
・
交
流
部
門
〕

足
助
町
観
光
協
会

-
A
T
引
倶
楽
部
/
愛
知
県

足
助
町

中
馬
の
お
ひ
な
さ
ん
(
第
4
回
)

〔
産
業
・
観
光
部
門
〕

な
ら
夏
の
イ
ベ
ン
ト
推
進
委
員
会

・
な
ら
燈
花

会
の
会
/
奈
良
市

な
ら
燈
花
会
(
第
4
回
)

〔
産
業
観
光
部
門
]
農
林
ピ
ッ
ク
・
そ
ば
フエ
ス
タ
2
0
0
2
実
行
委
員
会
/

福
井
県
池
田
町

農
林
ピ
ッ
ク
・そ
ぱ
フ
エ
ス
タ
2
0
0
2
(
第
5
回
)

〔
祭
り

・
ス
ポ
ツ
部
門
〕

沼
田
町
夜
高
あ
ん
ど
ん
実
行
委
員
会
/
北

海
道
沼
田
町

夜
高
あ
ん
ど
ん
祭
り
(
第
出
回
)

マ
大

西
塩
子
の
回
り
舞
台
保
存
会
/
茨
城
県
大
宮
町

西
塩
子
の
回
り
舞
台
歌
舞
伎
公
演
(
第
4
回
)

西
都
古
墳
ま
つ
り
実
行
委
員
会
/
宮
崎
県
西
都
市

西
都
古
境
ま
つ
り
(
第
げ
回
)

賞

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

つ
が
わ
狐
の
嫁
入
り
行
列
実
行
委
員
会
/
新
潟
県
津
川
町

つ
が
わ
狐
の
嫁
入
り
行
列
(
第
は
回
)

マ
部
門
賞
〔
文
化
・
交
流
部
門
〕

近
江
中
世
城
跡
保
存
団
体
連
絡
会

(近
江
の
ろ
し
の
会
)
/

滋
賀
県
米
原
町

近
江
中
世
城
跡
琵
琶
湖
一
周
の
ろ
し
駅
伝
(
第
2
回
)

〔
文
化
・
交
流
部
門
〕

特
定
非
営
利
活
動
法
人
阿
波
勝
浦
井
戸
端
塾
/

徳
島
県
勝
浦
町

ピ
ッ
ク
ひ
な
祭
り
(
百
回
)

〔
産
業
・
観
光
部
門
〕

此
同部
商
后
会
/
岡
山
県
北
房
町

北
一
房
ぷ
り
市

〔
祭
り
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
〕

え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
実
行
委
員

会
/
新
潟
県
関
川
村

え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
(
第
同
国
)

マ
大

高
知
県
・
「
あ
っ
た
か
高
知
」ま
ん
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会

あ
っ
た
か
高
知
ま
ん
.
か
フ
ェ
ア
全
国
高
等
学
校

漫
画
選
手
権
大
会
(
第
日
回
)

岡
山
県
建
部
町

岡
山
弁
は
え
え
も
ん
じ
ゃ
1
こ
と
ば
の
祭

り
・
建
部
(第
5
回
)

南
の
島
の
星
ま
つ
り
実
行
委
員
会
/
沖
縄
県
石
垣
市

南
の
島
の
星
ま
つ
り
(
第
2
回
)

貧

マ
優
秀
賞

マ
優
秀
賞

マ
部
門
賞
〔
文
化
交
流
部
門
〕

丹
波
の
森
国
際
音
楽
祭
、ンユ
|
ベ
ル
一ア
イ
ア
デ
た
ん

ぱ
実
行
委
員
会
/
刷
丹
波
の
森
協
会
(兵
庫
県
丹
波
市
・
篠
山
市
)
丹
波

の
森
園
際
音
楽
祭
シ
ユ
|
ベ
ル
テ
イ
ア
|
デ
た
ん
ぱ
2
0
0
4
(
第
4
回
)

〔
文
化
・
交
流
部
門
〕

美
郷
宝
さ
が
し
探
検
隊
・
吉
野
川
市
美
郷
ほ
た
る

館
/
徳
島
県
吉
野
川
市

高
関
石
積
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
(
第
4
回
)

〔
産
業
観
光
部
門
〕

南
総
里
見
ま
つ
り
実
行
委
員
会
/
千
葉
県
館
山
市

南
総
里
見
ま
つ
り
(
第
包
囲
館
山
城
ま
つ
り
)

〔
祭
り
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門
〕

安
政
遠
足
保
存
会

・
群
馬
県
安
中
市
・

松

井
田
町

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン
(
第
初
回
)

マ
選
考
委
員
特
別
賞

愛
緩
県
町
並
博
2
0
0
4
実
行
委
員
会

え
ひ
め
町
並
博
2
0
0

4

セ
ン
タ
ー
刊
行
物
一

覧

av
地
域
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ

ま
ち
の
顔
づ
く
り
部

(
8年
3
月
)

hn

叩

(
竹
年
3
月
)

。

2
0
0
3
(
何
年
2
月
)

公
共
施
設
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

東
日
本
版

(
8年
3
月
)

グ

西
日
本
版

(
8年
叩
月
)

全
国
ふ
る
さ
と
体
験
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
叩

(ω年
3
月
)

ふ
る
さ
と
体
験
デ
ー
タ
集
叩

(
叩
年
3
月
)

交
流
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
.つ
く
り

(
吃
年
2
月
)

ふ
る
さ
と
体
験
事
例
集
2
0
0
1
(
日
年
3
月
)

ま
ち
.つ
く
り
テ
ー
マ
集
2
0
0
2
(C
D
l
R
O
M
付
き
)
(
昨
年
3
月
)

都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
2
0
0
4
(
何
年
2
月
)

伝
え
た
い
ふ
る
さ
と
の
1
0
0
話

(
同
年
2
月
)

地
域
再
生
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ア
イ
デ
ア
事
例
集
2
0
0
5
(
げ
年
2
月
)

.
地
域
づ
く
り
団
体
全
国
協
議
会
に
よ
る
冊
子
な
ど

女
性
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

(
叩
年
3
月
)

全
園
地
域
づ
く
り
団
体
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
集

(H
m年
度
版
)
(
什
年
3
月
)

。

(H
旧
年
度
版
)
(
昨
年
3
月
)

地
域
.つ
く
り
人
材
デ
ー
タ
集

(
8年
3
月
)

地
域
・つ
く
り
読
本

(理
論
と
実
践
)
(
8年
3
月
)

地
域
を
つ
く
る
人
び
と

(
9年
3
月
)

地
域
づ
く
り
人
材
デ

タ
集

(平
成
日
年
度
版
)
(
吃
年
3
月
)

地
域
.つ
く
り
団
体
1
0
0
(
旧
年
3
月
)

平
成
昨
年
度
地
域
づ
く
り
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
団
体

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
集

(
均
年
6
月
)

A'他
の
シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
づ
く
り
キ
ー
ワ
ー
ド
B
O
O
K

施
設
の
利
活
用
地
域
の
リ
|タ
ー
た
ち

(
8年
3
月
)

ふ
る
さ
と
資
源
の
活
用
・
ふ
る
さ
と
資
源

ハ
ー
ド
事
業

(
9年
3
月
)

中
山
間
地
域
の
振
興
・
活
性
化
/
地
域
間
交
流
、
連
携

(
川
年
3
月
)

第
1
部
ハ
ー
ド
事
業
総
集
、
第
2
部
ソ
フ
ト
事
業
総
集

(什
年
3
月
)

活
力
と
ゆ
と
り
の
あ
る
地
域
づ
く
り

(
吃
年
3
月
)

地
域
活
性
化
の
た
め
の
創
意
工
夫

(
同
年
3
月
)

地
域
づ
く
り
キ
ー
ワ
ー
ド
B
O
O
K

地
域
で
活
躍
す
る
N
P
O
(
昨
年
3
月
)

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
に
よ
る
地
織
の
活
性
化

(
百
年
3
月
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

(
げ
年
3
月
)

こ
れ
で
わ
か
る
U
タ
ー
ン
|
タ
ー
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(
吃
年
3
月
)

。

(C

D
1良
O
M
版
)
(
吃
年
3
月
)

U
タ
ー
ン
J
タ
ー
ン
!
タ
ー
ン
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
2
0
0
1
(
は
年
3
月
)

グ

(C
D
1
R
O
M
版
)
(
旧
年
3
月
)

地
域
政
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

(
9年
3
月
)

わ
が
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(
同
年
1
月
)

N
P
O
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
促
進
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(
何
年
3
月
)

地
域
産
品
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(
均
年
2
月
)

特
区
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(
げ
年
2
月
)

地
域
政
策
の
動
向

(平
成
7
年
版
)
(
8年
3
月
)

グ

(平
成
8
年
版
)
(
9年
3
月
)

グ

(平
成
9
年
度
)
(
叩
年
3
月
)

(平
成
叩
年
度
)
(
刊
年
3
月
)

(平
成
け
年
度
)
(
吃
年
3
月
)

(平
成
ロ
年
度
)
(
吃
年
9
月
)

。。I! 
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(
平
成
ロ
年
度
、

C
D
l
R
O
M版
)

(
M

M

年
9
月
)

(平
成
日
年
度
)
(は
年
9
月
)

(
平
成
は
年
度
、
C
D
lR
O
M版
)

(日
年
9
月
)

(
平
成
同
年
度
)
(同
年
9
月
)

(
平
成
は
年
度
、
C
D
l
R
O
M版
)

(昨
年
9
月
)

(
平
成
何
年
度
)
(何
年
9
月
)

(
平
成
何
年
度
、
C
D
l
R
O
M版
)
(均
年
9
月
)

(
平
成
問
年
度
)

(何
年
9
月
)

h

q

(

平
成
何
年
度
、

C
D
l
R
O
M版
)

(市
年
9
月
)

地
域
づ
く
り
団
体
情
報
誌
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
マ
ニ
ア
ル

(何
年
ロ
月
)

ま
ち
づ
く
り
読
本

(同
年
3
月
)

地
域
づ
く
り
団
体
運
営
事
例

(げ
年
2
月
)

国
際
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業

(日
年
3
月
)

地
域
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

(ロ
年
3
月
)

ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン
ト
大
賞
優
良
イ
ベ
ン
ト
事
例
集

(何
年
3
月
)

地
域
イ
ベ
ン
ト
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
(
改
訂
版
)

(は
年
9
月
)

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
.
つ
く
り
事
例
集

(8
年
3
月
)

地
域
産
品
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

(9
年
3
月
)

す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
例
集

(吃
年
間
月
)

・

シ
リ
ー
ズ
以
外

地
減
産
品
の
戦
略
開
発
及
び
販
売
に
関
す
る
調
査
報
告
書

(吃
年
3
月
)

地
域
・
つ
く
り
に
お
け
る
住
民
参
加
手
法
事
例
集

(印
年
4
月
)

住
民
参
加
に
よ
る
魅
力
あ
る
公
共
施
設
.つ
く
り
調
査
報
告
書

(は
年
3
月
)

地
域
か
望
む
、
利
用
者
が
望
む
ふ
る
さ
と
体
験
事
業

(昨
年
3
月
)

地
域
通
貨
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
い
て
調
査
報
告
書

(何
年
3
月
)

合
併
後
の
市
町
村
運
営
の
手
引
き
調
査
報
告
書

(げ
年
2
月
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
に
つ
い
て
調
査
報
告
書

(げ
年
2
月)

I! 。I! I! 。I! I! 。

地
蟻
活
性
化
ビ
デ
オ
一
覧

地
域
を
拓
く
1

一タ
ー
ン

(ω分、
8
年
3
月
)

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
あ
な
た
の
ま
ち
の
文
化

(
初
分
、
叩
年
3
月
)

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
地
域
の
未
来
を
ひ
ら
く

ー
環
境
の
視
点
か
ら
の
4
つ
の
ケ
ー
ス
1

(お
分
、
け
年
3
月
)

生
き
が
い
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く
り

ー
高
齢
者
の
社
会
活
動
と
地
域
活
性
化
j

(初
分
、
刊
は
年
3
月
)

動
き
始
め
た
新
し
い
ま
ち
.
つ
く
り

ー
循
環
型
社
会
の
実
現
に
向
か
っ
て
1

(お
分
、
日
年
3
月
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
ー
や
り
が
い
を
創
る
市
民
起
業
|
(
初
分
、
同
年
1
月
)

国
際
化
の
波
は
い
ま
地
域
で
:
:
・

ー
各
地
の
国
際
化
へ
の
取
組
み
i

(ぬ
分
、
市
年
1
月
)

魅
力
あ
る
ヒ
卜
と
地
域
が
実
現
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
産
池
消

(
鈎
分
、
同
年
1
月
)

ま
ち
の
お
宝
発
見
l

地
域
資
源
で
新
た
な
産
業
づ
く
り

逆
転
の
発
想
が
ま
ち
を
元
気
に
す
る

(
ぬ
分
、
行
年
1
月
)

マ
第
げ
回

(
7
年
川
月
包
日
1
け
月
4
日
)

環
境
・
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
/
ド
イ
ツ
、

デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス

マ
第
沼
田

(
7
年
叩
月
9
日
j
m
m
日
)

芸
術
・
文
化
の
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
/
オ
ラ
ン
ダ
、
ス

イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス

第
問
団

(
8年
9
月
四
日

i
m局
吃
日
)

元
気
あ
る
ま
ち
.つ
く
り
1
住
民
の
誇
り
が
生
み
出
す

ま
ち
の
活
力
l
/
英
国
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

フ
ラ
ン
ス

マ
第
叩
回

(
8年
叩
月
白
日
1
日
月
2
日
)

住
民
と
行
政
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
/
イ
タ
リ
ア
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

第
引
回

(
9年
ゆ
月
日
j
白
日
)

住
民
が
生
き
甲
斐
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
/
英
国
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス

マ
第
包
囲

(
9年
刊
月
5
日
1
日
日
)

国
際
交
流
と
ま
ち
づ
く
り
/
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
革
国

マ
第
お
回
(
叩
年
川
月
ロ
日

l
n日
)

引
世
紀
に
向
け
て
の
ま
ち
.つ
く
り
/
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、

ス
イ
ス
、

ド
イ
ツ

マ
第
包
囲
(
日
年
叩
月
間
日

i
m日
)

環
場
市
街
地
活
性
化
・
農
村
活
性
化
/
ド
イ
ツ
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国
、

フ
ラ
ン
ス

マ
第
百
四
(
刊
は
年
叩
月
間
山
日
i
U日
)

地
方
分
権
と
地
域
遠
鏡
、
市
街
地
活
性
化
、
介
護
、
リ
サ

イ
ク
ル
社
会
/
ド
イ
ツ
、
英
国
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス

マ
第
出
回
(
日
年

ω月
日
日

i
m日
)

住
民
参
加
、
循
環
型
社
会
、

P
F
|
、
1
T
化
施
策
/

ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス

マ
第
幻
自
(
同
年

ω月
7
日

i
m日
)

地
方
行
政
の
構
造
改
革
、
循
環
型
社
会
、
自
主
的
な

産
業
振
興
、

-
T
に
よ
る
地
域
振
興
/
英
国
、
ド
イ

ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス

マ
第
回
回
(
巧
年
川
月
6
日
i
げ
日
)

産
官
学
連
携
に
よ
る
地
織
づ
く
り
、
地
減
産
品
を
活
か

し
た
都
市
と
農
村
の
交
流
再
生
/
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス

マ
第
四
回
(
陥
年
川
月
刊
日
1
包
日
)

循
環
型
ま
ち
づ
く
り
地
減
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
/
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア

(平
成
7
年
叩
月
以
降
の
デ
l
タ
を
掲
戴
)

僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
役
員
名
簿

。
会

長

箕
浦
宗
土
口

。
副
会
長

麻
生

渡

山
出

保

山
本
文
男

名
古
屋
商
工
会
議
所
会
頭
、
名

古
屋
鉄
道
側
代
表
取
締
役
会
長

全
国
知
事
会
会
長
、
福
岡
県
知
事

全
国
市
長
会
会
長
、
金
沢
市
長

全
国
町
村
会
会
長
、
福
岡
県
添

田
町
長

。
理

事

長

小
林

実

。
常
務
理
事

三

浦

勉

。
理

事

澄
田
信
義
全
国
知
事
会
副
会
長
、
島
根
県
知
事

藤
井

繋

藤

原

弘

高
橋
久
二

鹿
野
文
永

野
中
一二
三

石

原

牧

野
村
正
朗

佐
々
木
隆

根
室
市
長

品
川
区
長

(特
別
区
代
表
)

全
国
町
村
会
劃
会長、
宮
城
県
鹿
島
台町
長

全
国
町
村
会
副
会
長
、
京
都
府

園
部
町
長

会
園
町
村
会
副
会
長
、香
川
県
三
木
町
長

側
り
そ
な
銀
行
取
締
役
兼
代

表
執
行
役
社
長

側
ジ
エ

イ
テ
ィ

l
ピ
l
代
表

取
締
役
社
長

附
全
園
地
方
銀
行
協
会
副
会

長
、
脚
池
田
銀
行
取
締
役
頭
取

榊
原

潤

附
時
事
通
信
社
顧
問

俣
木
盾
夫

明
電
通
代
表
取
締
役
社
長

犬
養
康
彦

附
共
同
通
信
社
顧
問

氏
家
純

一

野村
ホ
l
ル
デ
イ
ン
グ
ス
附
取
締
役
会長

岡

一

貴

附
み
ず
ほ
銀
行
公
務
第
二
部
長

松
本
英
昭

側
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
理
事
長

芳
山
達
郎

刷
地
方
自
治
情
報
セ
ンタ
ー
理
事
長

〈〉
監

事

井
上
政
清
住
友
信
託
銀
行
側
常
務
執
行
役
員

苧
坂
和
邦

〈〉
最
高
顧
問

山
口
信
夫
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

鈴
木
俊

一

日
本
倶
楽
部
会
長

。
顧

問

小
林
庄

一
郎
関
西
電
力
側
相
談
役

長
野
士
郎

岡
山
県
立
美
術
館
名
誉
館
長

。
参

与

米
国
義
三

全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会

会
長
、
石
川
県
議
会
議
長

全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
、

北
九
州
市
議
会
議
長

全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
、

京
都
府
園
部
町
議
会
議
長

服
部
盛
隆

片
山

中
川
圭

働
地
場
活
性
化
セ
ン
タ
ー
評
聾
員
名
簿

須
膝
揮
一
郎

三
宅
義
彦

加
藤
義
雄

木
村
俊
介

潰

野

健

中
川
浩
明

鈴
木
正
問

谷
合
錆
夫

襲
田
正
徳

大
竹
邦
実

高

田

恒

野
間
耕
二

大
屋
敷
正
樹

栃
木
県
副
知
事

宮
崎
県
副
知
事

仙
台
市
副
市
長

松
山
市
助
役

品
川
区
助
役

全
国
知
事
会
事
務
総
長

全
国
市
長
会
事
務
総
長

全
国
町
村
会
事
務
総
長

全
国
都
道
府
県
警
耳
議
長
会
事
務
総
長

全
国
市
議
会
議
長
会
事
務
総
長

金
園
町
村
議
会
議
長
会
事
務
総
長

問
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
理
事
長

問
日
本
観
光
協
会
常
務
理
事

篠

原

徹

寺
田
範
雄

湖
上
岩
雄

根
本
祐
二

水
谷
克
己

石
井
雅
実

小
寺
義
信

丹
波
俊
人

矢
部
隆
三

長
屋
亙
勇

荒
木
慶
司

野
口
泰
彦

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

手

(敬
称
略
・
順
不
同
)

日
本
商
工
会
議
所
常
務
理
事

全
国
商
工
会
連
合
会
専
務
理
事

日
本
電
気
附
執
行
役
員
常
務

日
本
政
策
投
資
銀
行
地
減
企
画
部
部
長

東
京
電
力
側
常
務
取
締
役

世
煩
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
執
行
役
員

み
ず
ほ
信
託
銀
行
側
常
務
取
締
役

伊
藤
忠
商
事
也
専
務
取
締
役

凸
版
印
刷
側
常
務
取
締
役

商
印
事
業
本
部
長

富
士
通
側
経
営
執
行
役
常
務

総
務
省
総
括
審
議
官

経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
経
営
支
援
部
長

(役
員
・
評
議
員
名
簿
は
平
成
げ
年
8
月
末
現
在
)
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68 

• 
w
e
bサ
イ
ト

「
特
産
晶
倶
楽
部
」
を

開
眼

治
峨
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

-m
広
島

新
し
い
公
共
空
間
の

形
成
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

地
婿
社
会
に
お
け
る

行
政
と
市
民
の
役
割
を
考
え
る

動
画
を
使
用
し
て
地
域
や
特
産

品
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
産
品
の
「
こ
こ

が
自
慢
」
コ
ー
ナ
ー
や
、
旬
の

特
産
品
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
を
設
け
、
利
用
者
に
と
っ

て
よ
り
魅
力
的
な
P
R
を
行
つ

て
い
き
ま
す
。
「
特
産
品
倶
楽
部
」

で
は
、
毎
年
掲
載
す
る
特
産
品
を

募
集
し
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
特

産
品
を
紹
介
し
て
い
く
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
左
記
U
R
し
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

フ
H
g
・¥¥ささ〈〈
-HO干ハ「」

ωω
コ
互
コ
・
」
刀
¥

2005・10月号

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本
全

国
の
地
域
の
特
産
品
を
紹
介
す

る
w
e
bサ
イ
ト
「
特
産
品
倶

楽
部
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
の
サ
イ
ト
は
、
地
方
公
共

団
体
か
ら
推
薦
い
た
だ
い
た
地

域
の
特
産
品
百
二
十
七
品
目

(
九
月
一
日
現
在
)
に
つ
い
て
、

20周年記念特別号叫減ω
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ポ
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づ
く
り
推
進
事
績

当センターは、総務省自治行政局地域振興課が行った「平

成17年度地域政策の動向調査jに基づき、各市町村の新規
施策を取りまとめた事例集とCD-ROM(平成 15年度~ 17年

度のデータを収録)を製作し、会員に配布します。発行は10
月1日。条例、広域行政、住民参画、農山漁村活性化、産業
育成、観光振興、環境、少子高齢化など、あらゆる行政課題

に対応する最新事例を紹介していますので、新規施策立案の

参考に、また地域政策の実態研究にぜひご活用ください。

事例集(1冊)1，500円 CD-ROM (1枚)1，000円

市町村の活性化新規施策
(平成17年度地域政第の動向)

-お問い合わせ先。企画調査課

干103-0027
東京都中央区日本橋2-3-4日本橋プラザビlレ13階
TEL: 03-5202--{i133 FAX: 03-5202-0755 
※ホームページ(http://WNW.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp!)

叩
月
は
2
大
会
開
催

Booi("COFioM"'GUIDE 
セン:$1-刊行物・CD-ROM紹介コーナー

f地域活性化Jに有益な情報を満載、ぜひご活用ください。

. 

担当:岩野
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本
年
度
開
始
し
た
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
づ
く
り
推
進

事
業
は
、
平
成
十
七
年
度
承
認
大
会
と
し
て
三
十

四
大
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
十
月

は
二
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
場

で
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
l

a企亙a二""'"

開催日 大 ""与 名 大会会場Z玄

10月8日 (土) JSAFユースセーリングチャンピオンシツプ 佐賀県ヨットハーパー
-10日 (月) 兼JOCジュニアオリンピックカップ (佐賀県唐津市)

10月12日(水) 日本力ヌーフフットウォーターレーシング 木場潟力ヌ 競技場
-16日 (日) ジュニア・ ジュニアユ ス小松大会 (石川県小松市)

※大会に関する詳しい内容、その他スポ ツ拠点づくり推進事業に関するお問い合わせ先

情報サービス課電話 03-5202-6135

...・
温風岡融制 削 UA白川副A

--""!2LI、~盟J

ゼー

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
障
害

馬

術

大

会

(
8
月
開

催
・
山
梨
県
小
淵
沢
町
)

畏野市

[テーマ]地域に残された都市資源の利

第 活用

4 [主任講師]

回 望月照彦氏 (多摩大学大学院教授)

[開催日] 11 月9日(水)~ 11 月 11 日(金)

[申込み期限] 9月30日(金)

愛媛県内子町
[テーマ]伝統建造物保存

第 [主任講師]

5 須川| 幸氏 (地域振興研究所代表取

回
締役)

[開催日] 11 月 30日(水)~ 12月 2日(金)

[申込み期限] 10月31日(月)

-受講費用=無料 (交流会費用、2日目の昼、夕食
代は当センター負担)

.旅費等=往復交通費、宿泊費、上記以外の食

事代などは参加者負担

くお問い合わせ先〉 業務第1課、業務第2課

TEL.03-5202-6137 
FAX. 03-5202-0755 

※各事業の募集内容・参加申込書は、(財)地域活性化

センターのホームページ(http://w剛山iiki-dukuri-

hyakka.or.jp!)で閲覧、ダウンロードできます。

地域再生の事例をテーマに、現地調査やグル

ープワ クによる具体的 実務的なノウハウの

習得を目指す研修への参加者を募集。

地暢膏生翼民盤の
ご案内
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CORNER EVENT 

8月
(実施)

女日本橋プラザビルイベントスペース

・ 10月 3 日 ~4日
一関市 (岩手県)

・ 10月 13 日 ~ 14日
富士川町 (静岡県)

・ 10月 19日 ~20日
玉泉市 (新潟県)

.10月25日
石川県

・ 10月 26 日 ~27日
掛川市 (静岡県)

*ふるさと情報プラザ

・ 10月 3 日 ~4日
須坂市 (長野県)

須坂市観光物産展

・ 10月 5日 ~7日
箱根町 (神奈川県)
箱根寄木細工展

・ 10月 11 日 ~ 14日
中国玉県物産観光協議会

中国玉県の伝統工芸品と観光展

・ 10月 17 日 ~ 21 日
飯能市 (埼玉県)

飯能市観光物産展

・ 10月 24日 ~28日
京都府
京都/丹後・西陣の織物

l:宵|

女日本橋プラザビルイベントスペース

・8月 3 日 ~5 日
(社)山梨県観光物産連盟

森の国・水の国・

フルーツ王国

やまなしからの

贈リ物(1).(2) ・8月25日
木曽ふるさと振興会 (長野県)

木曽御獄-木曽駒ヶ岳山麓 観光

と物産展

女ふるさと情報プラザ

・8月 1 日 ~5 日
千葉県、茨城県、神奈川県

うまいぞ落花生! ~落花生の美昧し

さ再発見~ (3) 

・8月 8 日 ~ 10日
北九州市 (福岡県)

やさしい街・北九州 (4)

・8月 22 日 ~26日
大分県

グリーン・ツーリズムで心の洗濯、

田舎暮らしで生命の洗濯

-
【
編
集
後
記
】

昭
和
六
十
年
に
発
足
し
た
当
セ
ン
タ
ー
が
今
年
、
創
設

二
十
周
年
を
迎
え
た
。
バ
ブ
ル
経
済
に
沸
い
て
い
た
当
時

と
比
べ
る
と
、
今
日
の
経
済
社
会
は
様
変
わ
り
で
あ
る
。

二
十
年
の
年
齢
を
人
間
の
成
長
に
例
え
れ
ば
、
肉
体
的
な

成
長
を
終
え
、
内
実
と
も
に
充
実
し
た
成
長
に
差
し
掛
か

る
時
期
と
言
え
る
。

十
月
号
は
、
セ
ン
タ
ー
創
設
二
十
周
年
を
迎
え
、
通
常

月
と
は
編
集
内
容
が
違
う
「
記
念
特
別
号
」
と
し
た
。
ま

ず
記
念
企
画
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
官
民
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
き
た
地
域
づ
く
り
の
成
果
・
経
験
を
踏
ま
え
、
本
格
的

な
少
子
高
齢
化

・
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
る
中
で
、
ま
ち

づ
く
り
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
を
、
ソ

フ
ト
、
ハ

l
ド
、
商
庖
街
対
策
三
分
野
の
代
表
的
な
専
門

家
に
ご
執
筆
を
お
願
い
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
先
進
地

を
、
北
(
北
海
道
)
か
ら
南
(
沖
縄
県
)
ま
で
、
各
県

一
カ
所

ず
つ
紹
介
す
る
記
念
特
集
を
組
ん
だ
。
候
補
地
の
選
定
に

際
し
て
は
、
四
十
七
都
道
府
県
の
地
域
振
興
担
当
部
署
に

推
薦
を
お
願
い
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
「
わ
が
県
を
代
表
す
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、
個
性
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
実
現
し
て
い
る
模
範
例
と
し
て
、
地
域
活
性
化
に
取

り
組
む
関
係
者
な
ど
に
、
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
と
思
う
。

こ
の
ほ
か
の
記
念
企
画
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
二
十
年
の

歩
み
を
写
真
や
デ

l
タ
な
ど
で
紹
介
し
た
。
誌
面
は
通
常

号
よ
り
二
十
ペ
ー
ジ
多
く
、
写
真
を
多
用
し
た
フ
ル
カ
ラ

ー
印
刷
と
し
た
。
さ
ら
に
、
表
紙
写
真
の
決
定
に
際
し
て

は
、
各
県
か
ら
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

・
祭
り
の
推
薦
を
い

た
だ
い
た
が
、
石
川
県
能
登
町
の
「
ご
ざ
れ
祭
り
」
が
時

期
的
に
も
地
域
お
こ
し
の
趣
旨
か
ら
も
適
当
と
判
断
し
、

採
用
し
た
。

(
沢
)

【
刊
月
号
予
告
】

特
集

u
健
康
ま
ち
づ
く
り

印刷・製本/株式会社丸井工文社

地域づくり 10月号
平成17年9月7日発行 編集・発行=財団法人地域活性化センタ一

日本橋プラザピル13階電話03-5202・6131(代 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/

法律で許可された場合以外に、本誌からの無断転載を禁止します

東京都中央区日本橋2-3-4



す
ぐ
に

し
る
く
る

わ
か
奇
か
ら

持
き
、

そ

¥ql/ 

。。

地
域
‘
つ
く
り
十
月
号
(
通
巻

1
9
6号
)
平
成
十
七
年
九
月
七
日
制
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

その場で当たりがわか号室〈じ

宝くじの収益金は、 邑通~
身近な街づくりに役立っていまも圃・・・・

。同

こ
ω

じ

亙
仰

，、
一レ一川

宝
E
川

本

一川一向

日
函…

⑧
c
m
 

.外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止されています二
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